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　序章




　ハードロス・ヘリオは病びよう床しようにあった。

　もともと身体からだの強い王ではなかった。二一のときに都市国家ヘリオの王として即位したが、その際、慣かん習しゆうとして民たみの前で掲かかげる長剣を片腕では持ちあげられなかったほどである。

　しかしハードロスが即位して三〇年以上、ヘリオは一度たりとて、高い外がい壁へきの内部に敵の侵入を許したことはない。ともすれば暑さに倒れ、ともすれば冷たい風に感かん冒ぼうをわずらう弱々しい身体に鞭むち打うって、ハードロスは自らの国を、民を守りつづけた。

　そしておよそ一〇年前に息子むすこエラーゴンに家か督とくをゆずったのだが、王の激げき務むから解放されたことで気の張りを失ってか、ハードロスはむしろ以前にも増して病やまいがちになった。すでに王ではないといっても、西方タウランの荒々しい戦国時代を駆かけ抜けた英雄である。病を心配してひっきりなしに忠ちゆう臣しんたちが見み舞まいに訪ねた。そしてそのたび、ハードロスは手を振って言った。

「わしのことはいい。わしの青白い顔などを見にくる暇ひまがあったなら、一秒でも長くエラーゴン陛へい下かのおそばにいて、そなたたちの力を貸してやってくれ」

　命の残り火をしずかに揺らめかす先代王の姿と言葉とに、ヘリオの重臣たちは胸を打たれた。そしていっそうへリオ王家への忠義を高めた彼らの背中を、ハードロスは床とこの上から満足げに見送ったのである。

「これで心おきなく旅立てる」

　ハードロスは、自分の世話をする侍じ従じゆうたちにそう洩もらしたという。

　が──、

　いま、病びよう床しようにあるハードロスの顔は、心安らかであったそのときとは一変している。まだ六〇代だったが、いっぺんに一〇も二〇も老ふけ込んだように皺しわが増えて、髪は抜け落ち、身体からだはなおのこと瘦やせ細った。常に穏おだやかであった声は、このところすぐに怒ど声せいとなって口から迸ほとばしり、ちょっとした粗そ相そうをしでかした侍従をも叱しかりつけ、口も利きけなくなるくらいに震ふるえあがらせることが多々ある。

　こうした変化は、身を蝕むしばむ病やまいのせいばかりではなかった。何しろこの一ヶ月というもの、ヘリオは暴ぼう風ふうに揉もまれる小船も同然であった。それほどに次から次へと動乱が巻き起こったのである。

　ことのはじまりは、タウラン地域北西部におけるちょっとした噂うわさ話ばなしだった。

　山地に、隊商や旅人から税を徴収する目的で関せき所しよが設けられている。その関所の収入を巡めぐってゼルド人の山地族間で戦せん闘とうが起こっていたのだが、それがとある人物の出現によってぴたりとやんだ。魔素エーテルを自在に操あやつる魔ま法ほう使つかいという触れ込みで、その時点でハードロスなどは噂に興きよう味みを失っていたのだが、それから二週間も経たたないうちに事態は急変。

　西の砂さ漠ばく地帯と牧草地を隔へだてる峡きよう谷こく付近に、タウランでもっとも西に位置する都市国家ラケキシュがある。そのラケキシュが陥かん落らくした。戦いが起こったという情報も連絡もないままに、まさしく人知れず、何者かの手に落ちたのである。

　いや、その時点で何者か──魔法使いは、確たしかに名乗っていた。『ガルダ』という、タウラン地域に住まう者ならば誰だれもが知るその名を。

　魔道士ガルダは山地族や遊牧民たち、そして奪うばい取ったばかりの都と邑ゆうの兵たちを勢力に加えると、すぐさま東進。ラケキシュの周辺にあった村々をあっという間に滅ぼしたかと思えば、刃やいばについた血のりも乾かぬうちに石造りの城じよう塞さい都市フグムルを奪だつ取しゆ。

　ここにいたって、はじめてタウラン全域もその脅きよう威いを実感した。そして次にガルダ軍侵攻の矢や面おもてに立ったのが、ヘリオの北西に位置する都市国家エイメンである。エイメンは南方の雄ゆう、アークス・バズガンの姉が嫁とついだ場所だ。ヘリオとの同盟関係はない。が、タウラン地域は外部からの脅威に対しては団結してあたる土と地ち柄がらである。ハードロスの息子むすこ、ヘリオ王エラーゴンは八〇〇近い兵力を援軍として送ることを決め、ばかりか、自らが陣頭指揮を執とることとなった。

　ヘリオとエイメンの混成軍、あわせて二千。小こ競ぜりあいの多いタウラン地域においては、大軍である。さらには、ガルダ軍はそれまで奇き襲しゆうによって戦果をあげてきた。今度は迎げい撃げきする側が準備万端ととのえているとあって、さしもの魔道士とて野望を阻はばまれるだろう、とタウラン全域の人間がそう思った。

　が、この混成軍は三日と経たたず全滅。

　エイメンは陥かん落らくした。それから数日後、全身に矢傷を負った兵士がよろよろとヘリオに駆かけ戻ってきて、命が尽きる寸前、

「エラーゴン陛へい下か、お討うち死じに」

　と叫んだ。

　戦いの詳しよう細さいは誰だれにもわからない。長きにわたり戦乱の世を生き抜いてきたハードロスだが、今回のような敵ははじめてだ。

　そして何よりハードロスを苦しめたのは、息子むすこの死そのものよりも、息子の死によってヘリオに巻き起こった内乱である。王家の敵は外側にのみあるのではなかった──。

「ハードロスさま」

　床とこのなかで物思いにふけっていたハードロスのもとへ侍じ従じゆうのひとりが駆け込んできた。その緊きん迫ぱくした表情から、一いつ瞬しゆんガルダ軍がついに多勢を率いてヘリオに進路をとったのかと思ったが、

「マリレーヌさまが、大おお殿とのの見み舞まいにお訪ねしたいとのことです」

　侍従が口にしたのは、ヘリオ王おう妃ひの名であった。

　ハードロスの、ここ一か月で深さを増した眉み間けんの皺しわがぴくりと蠢うごめいた。先代王の表情を見とった侍従が「お断りしますか」と言うのを、

「よい、通せ」

　ハードロスはかぶりを振った。

　すぐさま扉とびらが開いて、マリレーヌが長い衣い装しようの裾すそを引くようにして姿を見せた。

　王妃は隣りん国こくチェリクの出身である。ソーマ湖を隔へだてたその隣国とは、ハードロスも何度となく刃やいばを交えてきた。しかし一二年前、両国が協きよう議ぎを重ねた結果、和議が結ばれることとなった。チェリク王の娘マリレーヌはその和議と同盟の証あかしとしてここヘリオに嫁とついできたのである。マリレーヌは当時一四歳。だがすでに、タウラン全域に美び貌ぼうをもって知られていた。

　その美貌は損そこなわれるどころか、いまを爛らん熟じゆくの盛りとばかりに匂においたたんばかり。黄おう金ごんの首飾りや腕うで輪わなど、身につけているものもきらびやかさに満ちていた。袖そでのない、胸もとの開いた上衣に、透すきとおった絹のスカートは、肌を露ろ出しゆつしないことが美徳とされるタウラン地域においては、ただもうそこに立っているだけで「背はい徳とく者しや」となじられかねないほどに大だい胆たんなものである。

　ハードロスの目にある苛いら立だちがいっそう色いろ濃こくなるのにも気づかぬ風ふうに、王妃は軽く一礼した。

「お久しゅうございます。いかがお過ごしでございましょう、お義と父うさま」

　声もまた鈴を鳴らすかのようだったが、ハードロスはぎろりとにらみつけた。

「もはやおまえはわしの娘でも何でもない。それをわかっていて、なお『義ち父ち』などと呼ぶか？　わしに自ら訂正させるために？　ハードロス、おまえはもうこのヘリオを統すべる統治者の血筋ですらないのだとわざわざ知らしめるために？」

　声を喘あえがせるかつての義父を前に、マリレーヌは平然と微笑ほほえんでいる。

　エラーゴンが亡くなったいまなお、彼女は『王おう妃ひ』であった。それがいったい何を意味するのか。ヘリオの街角で「マリレーヌ」の名前が囁ささやかれている現場に出くわせば、事情の知らない旅人でさえヘリオの民たみと怒りを共有するであろう。

「おまえは、わしが邪じや魔まなのだな。ただひとり残った、ヘリオ王家の象徴たるわしの存在が、独どく占せん欲よくの強いおまえには我が慢まんがならんのだ。だからこうして見み舞まいと称して訪ねてくる。その目で、憐あわれな老人の寿命をはかろうとやってきおる」

「大おお殿との」

　侍じ従じゆうのひとりがあわてて駆かけ寄ってきたのは、ベッドで身を起こしたハードロスの顔が赤々と染まっていたからだ。しかし先代王は身を労いたわるようにのばした侍従の手を振り払うと、

「この女め狐ぎつねめ！」

　部へ屋や中の空気が震しん撼かんするほどの大声を出した。

「自らの地位を守るため、謀む反はん者ものの妻となるを選んだ恥知らずの売女ばいためが。わしは、これがすべてチェリクによる陰いん謀ぼうであったと聞かされても驚おどろきはせんぞ。一二年前、おまえが嫁とついできたときからすべて定められていたとおりだと聞かされてもな！」

　いまにも背後の壁かべに飾ってある大剣を手に取り、王妃めがけて斬きりかからんばかりの勢いだったが、

「お元気そうで何よりでいらっしゃいます」マリレーヌは微動だにせず微笑んだ。「今後ともご壮そう健けんであられませ。民はヘリオ家のご威光を忘れてはいませぬ。大殿がご健在でさえあれば、タウラン全域を襲おそうこの窮きゆう地ちにも恐れることはございますまい」

　一礼すると、あとはもうこの老人に用はないとばかり、一いつ顧こだにすることなくふたたび侍じ女じよたちを従えて部屋を去っていった。

　ハードロスの頭がどすっと音を立てて枕まくらに落ちた。

「大殿！」

　世話役が集まってこようとするのを、細い手を掲かかげて制する。しかしその目はぎらぎらと怒りに輝かがやき、悔くやしさと苛いら立だちのあまりか、鼻び孔こうからは荒々しい息が洩もれていた。

　この、先代王と現王妃のやり取りは日を経たたずして、ヘリオの都市中に噂うわさ話ばなしとなって広まることとなる。マリレーヌの悪評はなおのことさかんになった。

　が、

「ソーマ」

　王妃が立ち去って数分としないうちに洩れ出た、唐とう突とつともいえるハードロスのつぶやきは、その場に居あわせた者たちにも意味が摑つかめなかったためか、噂になることはなかった。

「ソーマ湖は、今け朝さも輝かがやいておるだろうか」

　先述したとおり、ソーマ湖は、マリレーヌの母国チェリクとヘリオの中間地点にある湖である。二国が争ってきた歴史の象徴ともいえる湖なのだが、このときハードロスが何を思い、何を考えてその名をつぶやいたのか、ヘリオの人々にわかろうはずもなかった。




　──おそらく、その意味を理解できる人物など、ヘリオにはただひとりしかいなかったろう。

　それが他ほかならぬマリレーヌであったということが、現在のヘリオにおける最大の不幸であったともいえるのだ。










　一章　タウランの傭兵







　　　　１




　キルロは、メフィウス帝都ソロンの南東、二百数キロほどの地点にある。ここにて奴ど隷れいたちの乱が起こって、キルロ領主が吊つるし首くびになったと聞かされたとき、メフィウス皇帝グールは、

「ちょうどよい」

　とつぶやいたという。

　キルロははるか以前よりメフィウスの土地だったが、実のところ、グールから数えて三代前の内乱で手放してしまっている。それからは地方に根づいた豪族がおさめていた。しかしおよそ三〇年前、豪族間で内部分裂が起こった際、メフィウスに救援を求めてきた一派がある。当時まだ三〇代だったグールは、この一派に援軍を出した。交換条件はキルロをメフィウス領とすること、ただしその一派に高度な自じ治ち権けんを認めるというものである。

　乱を見事おさめたグールは、ここキルロを拠きよ点てんに、メフィウス建国の聖地ともいわれる聖せい臨りんの谷──ギル皇おう子じとビリーナ王女とが婚約の儀ぎ式しきをした場所である──を含むヴラド高地一帯を取り戻すことに成功したのであった。

　キルロはドゥーミック平だいらのほぼ中央。土地は荒れて生産力は決して高くなかったが、広大な飛ひ空くう船せん中継基地を有しており、国内の交易拠きよ点てんとしてはビラクに次ぐ規き模ぼである。ただし飛空船による交易そのものは低迷しつつあるため、現在は軍事拠点としての意味あいのほうが強い。

　そんな重要拠点をおさめているのが、いくらメフィウス皇族と婚儀もさせて忠誠を誓わせたといっても、直属の家か臣しんではないという現状が、皇帝には歯がゆかったのではないか。だからこそ、

「ちょうどよい」

　のではなかったか。

　グールはただちに軍を編へん制せいさせ、オーバリー・ビランにキルロの乱をおさめさせている。そしてさほど時もおかずして、新たな統治者としてキルロに赴ふ任にんしたのがインドルフ・ヨーク。メフィウス十二将のひとりだった。

「あるいは、乱を扇せん動どうさせたのは、メフィウス皇帝その人ではないかという噂うわさもあるほどだ」

　城じよう館かんの一室で、フェドム・オーリンが言った。居あわせた六名の反応をうかがうようにちらっと上うわ目め遣づかいになってから、

「そもそも、三〇年前に起こった豪族の内部分裂そのものでさえ、メフィウス皇帝の調ちよう略りやくによるものだったという見方もある。グール皇帝は竜りゆう神じん教きようの神しん殿でんを建こん立りゆうされておることからわかるとおり、古くからの形式にこだわる方。聖せい臨りんの谷を何としてでもご自分の代で取り戻したかったのであろうな」

　フェドムはここでわざと間をおいたが、

「で、あろうか」

「で、ないかもしれぬ」

　六名の反応はフェドムにとって面おも白しろいものではなかった。

（ちっ。どいつもこいつも脅おびえおって）

　内心で、フェドムは苦にが々にがしい思いを嚙かみ殺す。

　以前とはあきらかに様よう子すがちがった。ここキルロに七名が顔を揃そろえたとき、彼らは一様に国の未来を憂うれい、たとえ力ずくであろうとも国を立てなおそうと志した、英えい傑けつ揃いであった。インドルフ・ヨークはフェドムがかき口く説どいた反グール派のひとりであり、その彼がキルロ領主に任じられたのを好こう機きと見たフェドムは、反グール派の全員を、キルロ統治を手て伝つだうという名目で呼び集めたのである。

　最初のうちこそ交わす言葉も荒々しく、その端々にメフィウス皇帝の独善に対する怒りがのぞいた。中ちゆう空くうに杯さかずきを差し出すたびに、彼らはメフィウスの健全なる未来を願ねがって酒を飲み干した。七名の意思は──すなわちメフィウス皇帝を廃して自分たちこそが国の中ちゆう枢すうを担になわんとする野望は──ひとつに結びついており、熱ねつっぽく議ぎ論ろんを交わしているうち、そうなる未来も決して遠くないのではないかと思えたものだった。

（それが、いまや）

　皇帝を非ひ難なんするにふさわしい話題を選んで水を向けたが、六名の歯切れは悪い。

　フェドムは無む性しように喉のどの渇かわきを覚えた。まだ陽ひが高く、さすがに酒が卓上に並んでいるはずもない。しかしそんな上うわっ面つらのモラルを守ることに、いまさら何の意味があろう？　刺とげ々とげしい感情を抱えたフェドムが、侍じ従じゆうを呼び寄せようとしたとき、

「二週間あまり経たつのだな」

　ふと、インドルフが言った。

　二週間も経つと言いたいのか、あるいは二週間しか経ってないということなのか、普ふ段だんから感情表現に乏しい将軍の顔からは区別がつかない。が、その言葉で場の空気がさらに沈んだのは確たしかだし、フェドムも酒を飲む意欲を失った。

（そう、二週間）

　メフィウス皇太子、ギル・メフィウスが命を失ってから──。

　場は沈んだが、フェドムの話題よりはいくらか口を開く元気を得てか、

「そういえば、オーバリーの処刑は、まだ日取りも決まっていないそうだな」

　イドロ在住の外交役をつとめていた貴族テスランが言い、

「何といっても、皇族を暗殺した男です」やや肥満体の軍人ナバールが答こたえる。「皇帝陛へい下かは、民衆の前で、派は手でな処刑をなさるおつもりなのでしょう。オーバリー本人のみならず、一族郎党、竜に喰くわれるようなことになるかもしれませぬな」

「では、遅れている皇おう子じの葬そう儀ぎも、それを待ってからになるか」

「だろう」

　無論、そんな話で場が弾むはずもない。言葉少なにぼそぼそと語る彼らの顔から、フェドムは目を逸そらした。

　皇子の死後、メフィウス皇帝の独善はさらに強まる一方である。たとえばローグ・サイアンにオーダイン・ロルゴ。いずれの将も、皇帝の意向を無視し、ガーベラに援軍を差し向ける皇子を手助けしたとして、ソロンから遠ざけられた。さらには、重じゆう鎮ちん貴族シモン・ロドルームも、直接皇帝へ諫かん言げんしたかどで、いまだ自宅で軟禁状態にある。

　もともとそうした皇帝の独善ぶりに憤いきどおって集まった七名であったはずなのに、旗はた頭がしらとするべきギル皇子を失ったいま、それぞれが抱いた志こころざしのいき先さえ失っているのが現状だった。

「遅れているといえば──、ガーベラ王女はどうされている」

　元帝朝評議会議員マーロックが問うと、

「ガーベラから、つい先日、使節が訪れたそうだ」テスランが答えた。「表向きは皇子弔ちよう問もんだが、無論、このあとのビリーナ王女の身をどうするかということもあったろう。使節は直接王女ご自身とも会われたようだが、侍じ女じよたちの噂うわさでは、ビリーナ王女はいますぐの帰国をお断りされたらしい」

「皇おう子じの葬そう儀ぎを待つつもりではないかな」

「しかし……、これでは、ガーベラとの関係はどうなるのか。現在、他ほかに適当な男子の皇族はおらぬ」

「ガーベラのゼノン王子は独身であったな。イネーリ皇女との新たな姻いん戚せき関係もあり得るか」

「いや、タウーリアからも皇女には打診があったそうだぞ」

「いまさらタウーリアなど」

　ナバールが吐き捨てた。皇子ギルがタウーリアと同盟を結ぶ以前のことだが、彼は、西を攻めて広い領土を獲かく得とくし、大陸中央の息苦しい三国関係からいち早く抜け出すべし──と主張する、いわば征せいタウラン論ろん者じやであった。

「陛へい下かはむしろ、いまエンデとの接近を考えておられるようだから、……」

「そのイネーリ皇女といえば」

　うっかり皇帝の話題になろうとしたところ、テスランがあわてたように話題を変えた。

「どうもアプターから帰き還かんされてより、様よう子すがおかしいようだな」

「おお、わたしも聞いた」

　何か腹に据すえかねることでもあったのか、イネーリ皇女は、ソロンに帰り着いたその日、ものに当たり散らしたり、侍女や友人たちに大声で怒ど鳴なったりしていたという。かと思えば、義ぎ兄けいギルの死が伝えられると、

「そんなはずがないわ」

　あからさまに取り乱して、ばかりか、「もう一度お調しらべになって」と皇帝に直じか談だん判ぱんさえしたのだ。イネーリには以前から甘いところのあった皇帝だが、さすがにこのときばかりは声を荒らげて皇女を叱しかりつけたという。

「まあ、ギル皇子とは仲がよろしかったようだから、イネーリさまとて年ごろの娘、それは気持ちが乱れることもあろう」

（ふん）

　フェドムは欠伸あくびを嚙かみ殺した。イネーリ皇女というと、一時はギル皇太子の正体に迫ってフェドムに冷や汗を搔かかせた娘ではあるものの、当のギルがいないいまとなっては、彼女の話題などどうでもよかった。

　ちなみに、先ほど話題になりかけたエンデ公国。先日、エリック公こう子しが軍を率いてガーベラに攻めのぼろうとしたところ、ギル皇子からの援軍が間に入ったこともあって、ほとんど刃やいばも交えぬまま陣を引いている。これでメフィウスとエンデとの関係に多少軋あつ轢れきがあるかとも思われたが、エンデからはやはり弔ちよう問もんの使者があったばかりで、表向きに非ひ難なんや遺い憾かんの意を表明することはなかった。

　風に乗って伝え聞くところによれば、エンデ内では後継者争いが表面化しつつあるという。かの国にしてみれば、ここで余計ないざこざを増やしたくない、というところかもしれない。

（オルバめ）

　フェドムは酒の代わりにすっかり冷めた茶をすすって、胸のうちで毒づいた。無む論ろん、皇太子ギル・メフィウスがいつからか剣けん闘とう士しオルバにすり替わっていたと知っているのは彼だけだ。

（こんなところでくたばりおって）

　妙に悪運の強い男だった。だからか、自分の知らないところであの男が死んだと聞かされてもいまいち実感が湧わかずにいる。もっとも、それはどこかでか野望を捨てきれずにいる自分の感傷であろうとも思う。

　フェドムも、夢を見すぎた。あまりにも大きい夢だった。ひとつひとつ足もとをかためていくことで、ようやくのところで手もとに引き寄せられそうないまになって、夢は蜃しん気き楼ろうのように眼前から消きえ失うせた。

　グール・メフィウスを玉ぎよく座ざから引きずりおろさんと意欲に燃もえていた壮そう士したちは、いまやソロンで隠いん居きよ生活を送る老貴族たちと変わりはしない。どうということもない茶飲み話で、世間の何もかもを語った気分になっている。

（しかし、油断はならん）

　フェドムは膝ひざの上にのせた手をぎゅっと握りしめていた。この場にいる七名、いわば全員が共犯者である。ここで計画を頓とん挫ざさせては、なかには、他ほかの六名を告発することで皇帝に近づこうとする輩やからが出てこないとも限らない。

（シモンやローグの件で、いよいよ皇帝への疑念と反発も強くなっている。むしろここは肝きもをすえて、新たな仲間を募つのるべきだ。掲かかげる御輿みこしはもはや何でも構わん。もう、すべてをかなぐり捨てるには、遅い）

（遅すぎるのだ）

　フェドム・オーリンは汗の浮いた手を膝でぬぐう。

　グール皇帝の姿が、残り六名の背後に陽炎かげろうとなって揺らめいている思いがした。




　　　　２




　激はげしい土つち埃ぼこりが舞まっていた。十数もの竜が地面を駆かけている。一騎き、飛びぬけて速い騎竜武者がいた。

「どうした、どうした。それではタウランにいる他のどの騎竜兵にも勝てんぞ。宗そう主しゆ国こくタウーリアの兵が笑われてよいのか」

　先頭で怒ど声せいを張りあげるのは、アークス・バズガンである。都市国家タウーリアの太たい守しゆは愛用の竜ユニオンに跨またがった大おお柄がらな体たい軀くを上下させていた。その背後数メートルで同じく駆かけてくる兵たちもやはりユニオンに騎き竜りゆうしている。小型竜テンゴに比べて、とても扱いやすいとはいいがたい竜なのはアークスとて百も承知だが、それでもユニオンは同じ中型竜のバイアンよりよほど人に慣なれやすい性質をしている。

　ラバン・ドウが育てたせっかくの新種だ。これを馬のように扱えねば、戦国乱世のタウラン地域では生き抜いていけない、とアークスは感じていた。

　何より、タウーリアには差し迫った脅きよう威いがある。以前までなら、アークスの仇きゆう敵てきは東のメフィウスであった。しかしいまは──、

（おっ）

　すっとばかりに視界に入ってきた影かげがある。横目で見やると、まだ二は十た歳ち前後の若者だ。兜かぶとのひさしからのぞく精せい悍かんな顔を認めて、

「おお」アークスは太い唇を笑えみの形に吊つりあげた。「やるな、ラスワン」

　ラスワンはアークスの甥おいである。さすがに腕がいい。いつもならアークスの竜ぜめにつきあいはしないのだが、今日きように限って、

「伯お父じ上うえ。今日はお供ともしとうございます」

　ときた。そしていま、アークスの呼びかけにも応じず、ひたすらに竜を飛ばしている。

（ふむ）

　いつもアークスが竜ぜめに使う城じよう壁へきに沿った道は、竜の足跡で平らにならされてある。すぐそばには用水路が通り、田畑が広がって、農作業に従事している民たみたちがいまばかりは手を休めてこちらの竜ぜめを見学していた。

　アークスは嘆たん息そくして、後ろを振り向いた。

「それにしてもだらしない奴やつらだ。ラスワン、先にいけ。奴らの手を引く係が必要だ」

　言うと、竜の速度をゆるめてラスワンを先頭にいかせた。代わりに最後尾にまわって、部下たちを後ろから鼓こ舞ぶしつづける。

　竜ぜめは二時間近くにもおよんだ。「よし、止まれ」とアークスが言ったときには人も竜も疲れはてて、その場で動かなくなってしまった。ただひとり、ラスワン・バズガンだけは瘦やせ我が慢まんをして、アークスに一礼したのち、真っ先に帰っていった。

　汗をぬぐうアークスのもとに、軍師ラバン・ドウが近づいていた。

「ご苦労さまです、殿との」

「おう。ラスワンもしばらく見ないうちに、立派なタウラン武者になったな」アークスは言ってから、やや不満そうに太い眉まゆをひそめた。「しかし、あ奴め」

「何か気がかりなことでも？」

「いや、あのような目でおれを見る男だったか、と思ってな」

　竜で隣となりに並んだときもそうなら、去さり際ぎわに一礼したときも、その目には何やらこちらへの否定的感情がうかがわれた。もともとアークスに似て、ラスワンの目は暗い。しかしアークスはその表面に精力的な光を常にたぎらせているが、ラスワン・バズガンの双そう眸ぼうは、見つめた相手を変に苛いら立だたせたり、不安にさせたりする性質があるように思う。と、

「殿とのに気き遣づかわれたのが不満だったのでしょう」

　ラバン・ドウが言ったので、アークスは苦にが々にがしそうな顔になった。

「さすが、大軍師どのだな。凡ぼん人じんの機き微びを読むのに長たけている」

「ああいうとき、若者は心底からの勝負を挑いどんでいるもの。年長者はその意を汲くんでやり、正面から相手なさい。長い目で見た場合、勝とうが負けようが、その場の勝敗など、実はどうでもよろしいのです」

「そうは言うがな、民たみが見ておったのだぞ。ラスワンはプライドの高い男だ」

「殿は人を見る目はおありになるが、人を扱う手段において、その引き出しがいささか少のうございますな」

「おれにもう少しその引き出しとやらがあったなら」アークスは唇を歪ゆがめた。「いまごろは、もっとよい軍師を雇やとった上で、おまえのその舌を引っこ抜き、タウーリアの外へ放り出しておるところだ」

　竜りゆう丁ていにユニオンを預けると、アークスはいったん着替えてからタウーリア城へ向かった。城、といっても、周囲に濠ほりが切ってあるていどで、見た目は館やかたそのものだ。一階の、中庭に面した広間で簡かん単たんな食事をとりながら、家か臣しんたちから様さま々ざまな報告を受ける。

　それから、ラバンを自室へと招き寄せた。

「さて」アークスは何でもないような口く調ちようで切り出した。「そろそろ、タウーリアからも皇おう子じギルの弔ちよう問もんを出したほうがよいか」

「まだ時期が早はようございます」

　ラバンという男は常に返事を用意してあるものなのだろう、どのような問いかけであってもすぐによどみなく答える。

「およそ半月前、皇帝グール・メフィウスより届いた書状は、アプターでの『両軍の勝利』を称たたえる、というきわめて曖あい昧まいなもので、和わ議ぎのことも同盟のこともいまだはっきりしておりませぬ。和議を決めた皇子ギル・メフィウスが亡くなったいまとなってはなおのこと。まずこちらから殿の名で書状を出し、皇太子の遺い志しを継ぐ決意を表明なさいませ。アプターとタウーリアの国境に、両国の平和に貢献したギル・メフィウスどのの碑ひを建てる用意もある、とでも添えて」

「ふむ」

「メフィウスではまだギルどのの葬そう儀ぎはおこなわれていない様よう子す。それまでは焦あせらぬことです」

「わかった」アークスは率直に頷うなずきながらも、小さくため息をついた。「くそっ、このおれがメフィウス皇帝の顔色をうかがわねばならんとは」

　ガルダ軍の脅きよう威いが目前に差し迫ったいま、メフィウスとの和議はどうしても継続させなければならない、とはアークスにもわかっている。さらには、

（軍ぐん配ぱいのこととてある）

　アプターでの敗戦の折に、普ふ段だん愛用していた軍配をギル・メフィウスに奪うばわれたままなのである。ただの軍配ではない。それには、古代魔ま法ほう王朝の玉ぎよく璽じが入っているのだ。ゼル・タウラン時代の王権を象徴するものであり、すなわちそれを手にした者が、唯一、この西方タウランで覇はを唱となえる資格のある者だといっていい。

　ギルはそれをいずれはバズガン家に返すと言っていた。だが、その皇おう子じが死したいま、軍配の行方ゆくえは知れない。玉璽が奪われていること自体を家か臣しんたちの多くにも秘密にしていたから、玉璽の返へん還かんをメフィウスに公然と迫るわけにもいかなかった。

　ラバンは何人かの斥せつ候こうをメフィウス領内に送っている。無む論ろん玉璽の行方を捜し出す目的もあったが、いまのところはかばかしい成果はない。ギル・メフィウスを暗殺した犯人に対して、あるいはメフィウスの重臣以上に怒りを抱いているのがいまのアークスであった。

　また、

「エスメナはまだ部へ屋やに閉じこもっているのか。そろそろ、多少強引にでも外へつれ出したほうがよかろうか」

　アークスに頭痛の種は尽きない。ここのところ娘はまったく人前に姿を見せなくなってしまったのだ。ややあって、

「どうした」

　と横目でラバンをにらんだのは、いつもの即答がなかったからだ。枯れ木のような姿をした老人は、思し慮りよ深ぶかげとも、あるいは何も考えていないとも取れる、不ふ思し議ぎな目つきをしていたが、

「そう、エスメナさま。以前、殿とのが部屋に閉じ込めていたときとちがって、今度はご自分から一歩も外へは出たくないとおっしゃっている」

「おまえはいちいち皮肉を交えんとしゃべれんか」

「理由は無論、ギル・メフィウスどののことでしょう」アークスの非ひ難なんを無視してラバンは語る。「しかし、そのギル・メフィウスどの。……妙ですな」

「妙とは？」

「いえ、以前から考えておったのですが。メフィウスに出した斥候どもに、皇太子に関する情報を集めさせていると、いろいろ不自然な点も出てまいりまして」

　メフィウス皇子が殺されたのは、皇子自らガーベラへ援軍へと向かい、アプターへ戻った直後のことだ。皇子に恨うらみを抱いていた将軍の犯行だという。

「それのどこが不自然だ」

「不自然なのは、それ以前の皇子の行動。ギルどのはあらゆる方面に手紙を出していたようでございます」

「手紙？」

「わしもそのすべてを追いかけられたわけではありませんが、なかに、ビラクのザジ某なにがしとかいう商人に関するものがありました。メフィウスの交易を担当する貴族や大臣宛あてに、西方タウランとの商売を彼に任せてほしい、といったもので。アプター戦においてザジに世話になったらしく、それがご遺ゆい言ごんになってしまわれたいまとなっては、では皇太子の意向に任せるとしよう、と段取りが進んでおる様よう子す」

「ザジ」

　その名前に聞き覚えがあった。一週間ほど前にメフィウスの商人から竜りゆう石せき船せんの売り込みがあった。北方の沿岸諸しよ国こくを経由するよりは輸ゆ送そう費ひもかからないので、アークスは軍船を調ちよう達たつするよう指示を出したばかり。確たしかその商人の名がザジといったはずだ。

　アークスが記き憶おくをたぐる間をはかったかのようにラバンがつづける。

「それと、我わがタウーリアが送ったユニオン数頭をはじめ、アプターで調練した竜や、またその世話をする竜りゆう丁ていを、ローグ・サイアンなる将軍の部隊へ編へん入にゆうしてほしいと願ねがい出ている手紙もあったようです。どちらも、さほど急ぎの用でもあるまいに、まるで事後処理のようではありませんか」

「事後処理だと？　何の事後だ」

「ご自分が亡くなられたあとの」

　あっとアークスは息を吞のんだ。

　それからまじまじとラバンの顔を見つめる。とんでもないことを口にした直後だというのに、老人の表情は飄ひよう々ひようとしていてとらえどころがない。

「まさか、何の冗じよう談だんだ。皇太子ギルは、自分の死を予感していたというのか」

「わかりませぬ。あるいは、死を偽ぎ装そうしてどこかでか生きながらえている可能性もあります。ガーベラへの援軍は、皇帝グールの意向ではなかった模も様よう。皇帝に歯向かえば、皇太子といえどどうなるかわからぬのがいまのメフィウスでありましょう。ガーベラへ発たったときにはすでに覚悟がかたまっていた、とも取れます」

「それで事後のことをあれこれはかっていた、と？　ふん、あり得ぬ話でもないが……、くれぐれもこんなことをエスメナに話すなよ。おかしな希望を抱かせたくない」

「承知しております」

「まあ、あれも年ごろとはいえ、ギルとは二、三度、会っただけであろう。傷は歳月が癒いやしてくれる。メフィウスとの縁えん組ぐみの話はいったんおいておくにしても、そろそろボーワンなりラスワンなり、後継者のことも考えておかねばならん」

　ギルの話はそれでしまいになった。何といっても、いまのアークスには考えねばならないことが多い。東のメフィウス、そして北方から迫りつつあるガルダ。ガルダは陥かん落らくさせた都市国家の兵を吸収しつつ、徐じよ々じよに徐々に南東へ向かいつつある。手をこまねいてその来らい襲しゆうをただ待っているわけにもいかない。

　タウーリアでは現在傭よう兵へいを広く募つのり、先述したようにメフィウスの商人や沿岸諸しよ国こくから竜石船や武器を買い集めて、軍備を強化している。

　さらに、前回のアプター砦とりでをめぐる戦い。国力では圧倒的に劣るはずのタウーリアがメフィウスを追いつめ、五ご分ぶに等しい同盟を結んだということで、西方タウラン地域におけるアークス・バズガンの勇名がいや増している。各都市からの伝令もひっきりなしに訪れていた。いずれも、ガルダ軍への備えのため、同盟を請こう声ばかりだ。

　が、そのなかにチェリクの名がない。タウーリアの西方に位置する都市国家である。先ほどおこなわれた広間での会かい議ぎでも、いまだチェリクからの使者がないというので、アークスは鼻の頭に皺しわを寄せて不快感を露あらわにした。

「自分たちがタウーリアへの進軍ルートからは外はずれていると思い、高みの見物を決め込むつもりでもあるまいがな」

「ガルダの目的がここタウーリアと決まったわけでもないでしょう」

「奴やつが欲しいのは玉ぎよく璽じだ」アークスは決めつけた。「旧ゼル・タウランにおける竜りゆう神じん教きよう司教の名を騙かたっていることからもあきらかだ。奴はガルダになりすますことで、旧ゼル・タウランを復活させるというお題目をもってタウラン地域の王になろうとしている。そのために必要なのは玉璽だ」

　アークスは何より、自分こそがゼル・タウラン王の正統であることを誇りとしている。だからチェリクのような歴史の浅い新しん興こう勢力などは、すぐさまタウーリアに駆かけつけて臣しん下かの礼を取るべきだと考えていた。

　現チェリク王ヤムカ二世は、三三歳とまだ若い。先代王のときにはアークスも何度か刃やいばを交えたことがあるが、現王に交こう代たいしたときに和議を結んでいる。

「若さゆえ、すぐに駆けつけるのも恥だと思っているのなら、時間をくれてやる。ただしそうそう長くは待てぬぞ」

　アークスは卓上にタウーリアの周辺地図を広げた。アークスが指を突きつけたのは、タウーリアの北方。チェリクから見て、ソーマ湖を挟んで北東にある都市国家へリオだ。タウーリアはこことも同盟を結んでいる。一〇年以上も前になろうか、メフィウスがタウランに攻めてきた際、それを追い払うべく作戦行動をともにして以来のことだ。

　現在、ガルダ軍の矢や面おもてに立っているのがこのヘリオだった。アークスの姉が嫁とついだエイメンが陥かん落らくした以上、位置的に見てガルダ軍の次の目的地であることは想像にたやすい。ヘリオの北方には三、四の都市があるが、伝え聞く噂によれば、いずれの国家からも高貴な身分にある女性たちが相次いで姿を消したという。一時期のエスメナと同じく、彼女らも悪夢に悩まされていたらしかった。それが原因かどうかはともかく、ガルダの進軍路から外れていることも影響して、これらの都市は静せい観かんの構えだ。もともと沿岸諸国との交易でかろうじて食いつないでいるような小勢力なので、アークスもはじめから当てにはしていない。

　そしてヘリオが落ちれば、次はおそらくタウーリアとなる。無む論ろん、ヘリオからはひと月も前から共きよう闘とう依頼の知らせが来ていた。アークスはそのときメフィウス領アプターの攻略準備を進めていたため、返事はいったん保留にしている。

　そしてその間、ヘリオの政治情勢は荒れに荒れた。ガルダ軍に敗れたエラーゴン王が死に、次の後継者をめぐっての闘争で都市内が血にまみれたのである。

（そのような時勢でもあるまいに）

　アークスにしてみれば、どのような都市国家勢力も、いずれは正統なる王である自分がおさめる土地だ。小さい権力に目先がくらんであい争っている現状が歯がゆくてならない。

「ヘリオ王家も潰ついえるか。いずれ、国の名前も変わるかもしれんが──、とまれ、現在の王ジャラーとやらはどんな男だ」

「器うつわではございませんな。人の顔色を読むのに長たけるだけの男でございます。王になれたのも、他ほかの有力者が自滅していって、幸運が転がり込んだだけのこと」

　あっさりと断じたラバンだが、このあと、妙なことを言った。

「ただ、幸運だったのはジャラーだけでもありますまい」

「王おう妃ひマリレーヌのことか？　ジャラーめは美しさに目がくらんで、マリレーヌを自らの妻としたそうだな。確たしかに后きさきの地位と権力を守られたとあれば、王妃も幸運であったろうが」

「いえ、ヘリオそのものが、です。自らが次代の王だと名乗りをあげ、内部紛争に加わった男たちは皆、血気盛んな武人ばかり。彼らのうち誰だれが王になっても、すぐさまエラーゴン王の敵かたき討うちとばかりに──反逆者の汚名を晴らして、民たみからの支持を取りつけるためにも──数少ない軍を編へん制せいし、ガルダ軍に立ち向かって自滅していた可能性が高い。しかしジャラーは王の器でない、と自分でも半分以上は自覚している男。いまも自らは動かず、我わがタウーリアのように兵を募つのって力を蓄たくわえている様よう子す。聞いた話によれば、チェリクから追放された傭よう兵へい隊長を、七〇〇近い兵力とともに自陣に加えたとのこと。ここに我がタウーリアからの援軍が加われば、ヘリオもそうそうたやすく陥かん落らくすることはございますまい」

「はん」アークスは太い鼻で笑った。「では、我がタウーリアにとっても幸運であったということか。今宵こよいはジャラーとふしだらな王妃に乾杯するとしよう。病やまいに伏しているというハードロスなどは、怒りでろくに眠れぬ日々を送っているだろうがな」

　エラーゴンの父、ハードロスとはアークスも面めん識しきがあった。一〇年以上前のメフィウスとの戦いくさの折にである。ハードロスはアークスよりだいぶ年上だったが、なかなか話せる男だった。

　もっとも、当時のラバンに言わせれば、

「誰に対しても尊大にお振ふる舞まいになる殿とののこと。ハードロス王も時折腹を立てながらも、憎めぬ殿のお人ひと柄がらに触れ、年長者としてやや譲じよう歩ほした感がございますな」

　とのことである。

「ハードロスへの挨あい拶さつもある。ここは、おれが向かうべきか」

　アークスは言った。気がはやっている。メフィウスとの戦は表向きタウーリアの勝利ということになっているが、実際は手ひどく痛めつけられ、さらにはアークス自身、アプターにて虜りよ囚しゆうの身にすらなったのである。

　ぎらぎらとした目は勝かち戦いくさを欲している。もとより血気盛ん、自ら軍馬、軍竜を率いて荒々しく戦うことこそが好きな主君だったが、

「いえ」ラバンは細い首を左右に振った。「ヘリオでは遠からず戦になりましょう。我われ々われはしかし、噂うわさばかりで敵の全容を知りませぬ。まずは傭よう兵へいを主力とする六〇〇ほどの兵を送り、敵とじかに刃やいばを合わせてみることが重要。殿との自らがお出になるのは、そのあとで十分かと」

　このとき不満げに鼻を鳴らしたアークスは気づかなかったし、ラバンもわざわざ知らせはしなかったが、実のところ、ラバンは慎重に行動せざるを得ない情報を握っていたのである。
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　タウーリアの傭兵隊長ダンカンは、ボーワン・テドスが指揮する第五兵団の配下である。三四歳。生きつ粋すいのタウーリア人で、荒くれ者揃ぞろいの傭兵をまとめる手腕は高く評価されていた。いずれは兵団長の座にのぼりつめるだろうと噂されているほどである。

　そのダンカンには悩みの種があった。太たい守しゆアークスの意向によって傭兵を広く募つのったはいいが、定員をとうに超したいまになっても、兵舎の前には志し願がん者しやたちが列をなしている。人種も様さま々ざまだ。無む論ろんゼルド人の姿が圧倒的に多いものの、ゼルド人とひと言でいってもいろいろで、タウーリア人のように都市圏で生活している者もあれば、いまだに遊牧生活をしている者や、山地で小さな集落をつくって生活をしている者たちもいる。

　が、頭痛の原因は彼らではない。すでに傭兵として採用したアデルバーという名の男だ。

　彼は、蛮ばん人じん王おうゲイブに仕えていた親しん衛えい隊たいの子孫だと、周りには触れまわっていた。半年も前にタウーリアにふらりとあらわれたかと思うと、諸しよ将しように自分を売り込みはじめたのである。

　腕は立つ。どちらかというと瘦そう身しんだが、長剣を軽々と扱って、相手をすばやさで圧倒する。入団のための試し験けんと称して、いくらか試合がおこなわれたが、アデルバーはタウーリアでも腕の立つ正規の兵士たちをばたばた倒している。

　が、調しらべてみると、もともとは盗とう賊ぞくの首領格だった男である。街なかでの素そ行こうも悪い。飲み食いの金を踏み倒したとか、女を乱らん暴ぼうしようとしたとかで、よその国では警けい備び兵へいに狙ねらわれていた時期もあるようだ。

　アデルバー自身は仕官を求めていたが、そうした過去が原因で、どの兵団長も首を縦たてには振らなかった。仕方なく、彼は街の裏通りで用よう心じん棒ぼうまがいの稼か業ぎようをして日ひ銭ぜにを稼かぜいでいた。今回、タウーリアで傭兵徴ちよう募ぼを大々的にはじめてから、ついには仕官をあきらめてか、傭兵のほうを志願してきたのだ。

　腕は立つので、ダンカンは採用を決めた。『お行ぎよう儀ぎ』のいい正規兵の集団とはちがう。ひと癖くせもふた癖もある傭よう兵へい集団をまとめあげてきた自負がダンカンにはある。アデルバーもしょせんは盗とう賊ぞく、自分ならばいかようにも飼いならせるだろうと思った。が、採用を決めてからまだ五日も経たたないのに、さっそくダンカンは後悔しはじめていた。表だってアデルバーが何か悪さをしでかしたというわけではない。むしろそうであってくれれば、追い払うことも処罰することもできたのだが。

（士気に影えい響きようがある）

　そう思わせる嫌いやなものがアデルバーの面めん相そうにはあった。こちらを見下すような目つきも、口の端に浮かんだ下品な笑えみも、ダンカンの気に障さわった。傭兵仲間たちに声をかけては毎晩飲み歩いているようだが、そうしたアデルバーの嫌な空気が兵たちのあいだで蔓まん延えんすることこそ、ダンカンはもっとも恐れた。

　いまやアデルバーの存在は、ダンカンの喉のどに突き刺さって取れない魚の小骨だった。いったん気にしてしまえば、苛いら立だちと不安が際限なく募つのってしまう。

（タウーリアの存そん亡ぼうをかけた大戦の前だというのに）

　戦いくさがはじまってしまってからでは遅い。はじまる前に、何か理由をつけて追い出してしまいたかった。

　と、頭を悩ませていたダンカンのもとを、ボーワン・テドスが訪ねた。傭兵志し願がんの行列を見てきたらしく、

「使えるのがいそうだな」

　と言う。

「数が必要だというので、いままで手当たりしだいに取ってきたが、いまの志願者たちをすべて断ってしまうと、せっかくのつわものを逃のがす可能性もある。入れ替え戦をやってはどうだ」

　ボーワンは若いながらも第五兵団長、おまけにテドス大たい公こうの養子である。その勇ゆう猛もうな性格と意外に目端が利くところにはダンカンも尊敬の念を抱いている。「はっ」とすぐさまその案を受け入れた。

　翌日、ダンカン自ら志願者たちを面接して、何人かを選ぶことにした。と、列のなかに奇妙な姿をした男を見つけた。背格好は剣士たちのなかでも平へい凡ぼんだが、顔中に包帯を巻いている。表に出ているのは両の目と、鼻の頭、そして口まわりだけ。肌の感じからして、ゼルド人ではあるまい。

「その顔は、どうした」

「子供のとき、疫えき病びようでやられたそうですよ」

　答えたのは当の本人ではなく、後ろに控えていた別の男だ。こちらはこちらで目を引く。髪が長く、仕し草ぐさもどことはなしに女性っぽい。ダンカンはアデルバーとは別の意味で不快感を覚えた。タウランでは、男が女性の格好をしたり、その仕草を真ま似ねたり、というのはたとえ芸事であっても嫌きらわれる。唯一の例外は、竜りゆう神じん教きようの巫み女このみだ。男性であっても、女性として生きていく誓いさえ立てればその役やく職しよくに就くことができる。というよりも、神聖な巫み女こにのみ許されることであるため、そうでない男が女性の真ま似ねをするのは「不ふ謹きん慎しんだ」とされるのである。

「ああ、いまは問題ありませんよ。ただ皮ひ膚ふがただれているので、隠しているまでのことで」

「名は何という？」

　ダンカンが訊きくと、ようやく当人が口を開いた。それを耳にして、ダンカンは小首を傾かしげる。

「聞いたことがあるな。先のアプター戦で、ナトークさまの部隊を一気に捕らえたメフィウスの男が、そんな名であったような」

「だからここへ来たんですよ」また、例の女性っぽい男が口を挟んだ。「『オルバ』という名前じゃ誤解されちゃって、メフィウスじゃやりにくいのでね」

　奇妙なふたりだ。ちなみに彼らにはもうひとり仲間がいたが、こちらは居並んでいる志し願がん者しやたちのなかでも図抜けた巨漢だったので、最初から入れ替え候補のなかに入っている。聞けば、メフィウスの剣けん闘とう士しであったという。

（ほう。剣闘士とやらが、タウラン武人に並び立てるほどのものなのか否いなか）

　女のような奴やつに、ほとんど黙もくして語らない包帯の男。ダンカンは興きよう味み本位と、彼らが叩たたきのめされているところを見てみたいというやや意地の悪い願望をもって、入れ替え戦にそのふたりも入れてやることにした。

　そうして二〇名ばかりを選んだダンカンは、彼らを兵舎の裏へと通した。対するのは、これもダンカン自ら、あらかじめ採用者のなかから選んでおいた剣士たち。一対一で戦わせるつもりだったが、候補者が予定の人数を超えたので、ひとり数が足りない。ダンカンは部下を呼びつけると、

「タルコットを呼んでこい」

　と命じた。

　第五兵団兵舎の裏には、他ほかの団と共同で竜の調ちよう練れんをするための広場が設けられている。東西にそれぞれ剣士たちを並ばせると、ダンカンは床しよう机ぎを出して居座り、入れ替え戦を見学することにした。

　難むずかしいルールはない。訓練用に覆おおいをつけた槍やり、もしくは木製の剣や斧おので好きにやりあわせる。甲かつ冑ちゆうなどは用意していない。もともと外から募つのった傭よう兵へいなので、骨を折ろうが、一生癒いえない傷を負おうが、下へ手たをすれば一命を落としたとしてさえ構わないというわけだ。その辺はいかにも荒々しいタウラン地域ならではだ。

「それっ」

「何と！」

　すでに採用が決まっていたはずの者も、これから採用を勝ち取ろうとする者たちも、それぞれ必死に戦った。この場での生き死にを気にしてもはじまらない。ガルダ軍の台たい頭とうのおかげで、タウランはますます普通には生活しにくい土地になりつつある。タウーリアの傭兵となれば、たとえ賃ちん金ぎんは安かろうとも、毎日二度の食事と、木き桶おけ三杯以上の水を得られる。それだけで命をかけるには十分だ。

　ギリアムという巨漢の男は、ダンカンが見立てたとおり、採用者の剣士を圧倒した。木製の斧おのを選んでいたが、それを振るうまでもなく、相手の突きかかった剣を横にかわすと、岩みたいな拳こぶしを背中に打ちおろした。それでしまいだった。泡を噴ふいた剣士を外へと運ばせると、また次の試合がはじまる。

（お次はあの優やさ男おとこか）

　ダンカンは目だけで笑った。ゼルド人特有の荒々しいやり方に、さぞやあの気取った顔を青ざめさせていることだろう。だが、後悔してももう遅い。ダンカンが優男の相手に選んだのは、採用者のなかでも割合に使えるとにらんだ男だった。

「はじめ」

　ダンカンの部下が剣士両名のあいだに立って、手を振りおろす。とともに勝負がついた。

「何っ」

　思わずダンカンの口から声が洩もれた。

　髪の長い男おとこ女おんなが相手の懐ふところに入ったと見えた瞬しゆん間かん、採用者の手から剣が飛んでいた。それはくるくると宙を舞まって、ダンカンの眼前に突き刺さった。見守る兵たちのあいだから思わず歓かん声せいがあがったほどで、優男は気取った仕し草ぐさでお辞じ儀ぎをした。

（ちっ）

　見込みは外はずれたが、どうあれ、使える剣士であるなら雇やとうことに異い論ろんはない。

　入れ替え戦は着々と進んだ。残り二、三試合となったとき、ようやくのことで呼びつけておいたタルコットがやってきた。

「何か、ご用ですかね」

　ひょこひょこと、左右の肩をことさらに上げ下げして近づいてくる。彼もゼルド人ではない。沿岸諸しよ国こくのとある国に雇われていた船乗りだったというが、十中八九、むしろその沿岸諸国を荒しまわる海かい賊ぞくだったろうとダンカンは見ている。

　入れ替え戦のことを聞かされると、タルコットは渋しぶい顔つきになった。無ぶ精しよう髭ひげをまばらに散らした二七歳の若者だが、こういう『おいしくない話』はとことん敬遠する。急に胸の辺りを痛そうにさすりながら、

「この前の訓練で痛めちまいまして。あたた、実戦までに間にあえばいいんですが、今日きよう無理をすると完治がまた遅れそうだなあ」

「何が、だなあ、だ」ダンカンは、こちらも海賊の首領じみた、迫力のある面めん相そうでさらにすごんだ。「おれの命令だ。さっさと剣を取って準備しろ」

「おれは強いですぜ、隊長。入れ替え戦なら、もっと手ごろな奴やつがいるでしょう」

　確たしかにタルコットはそこそこの使い手だ。彼の相あい棒ぼうとして同時に採用されたスタンという男も、見た目は鈍どん重じゆうそうだが鉄砲の扱いに長たけている。このふたり、若いながらも傭よう兵へい歴は長いらしい。

　と、タルコットの目が小ずるそうに輝かがやいた。

「アデルバーなんていかがでしょうかね」

「何？」

「あいつ、自分はタウーリアの正規兵を何人も叩たたきのめしたんだって自じ慢まんしてましたからね。放っておくと、災わざわいの種にならんとも限りません」

「しかし奴やつはできるぞ。入れ替え戦を命じたところで、勝ってしまったら、ますます増長するんじゃないか」

　気にしていた名前が出てきたので、ダンカンは揺れた。そこをタルコットは畳みかける。

「失礼ながら、あの男は隊長をも軽かろんじている様よう子す。ここで呼びつけて、頭ごなしに戦いを命じることで、隊長としての貫かん禄ろくを見せつければいいんですよ。不満げな顔のひとつもすれば、怒ど鳴なり散らすんです。傭兵ってのは気まぐれな連中の集まりですからね。『頭かしら』が仲間のひとりに軽んじられているようじゃ、いざ本番ってときに命令を聞かなくなる恐れがある。アデルバー自身の勝ち負けは、正直どうでもよろしいんですよ」

「ううむ」

　腕を組んで唸うなっていたダンカンだが、すぐに決断して、今度は部下にアデルバーを呼びにいかせた。

　とはいえ、残っている候補者はひとりきり。あの包帯男だ。

（ちっ、そういう手があると気づいていたら、巨漢のほうをアデルバーに当てるべきだった）

　包帯男が勝つ見込みはない。傭兵隊長を一〇年近くやってきたダンカンだから、アデルバーの腕前が相当なものだろうとはもちろんわかる。が、ここはタルコットの言うとおりなのだろう。勝敗より何より、まずは自分が命じてみせることだ。

　アデルバーの到着を待つあいだ、広間にはやや不自然な『間』ができた。包帯男は突っ立ったまま、時折苛いら立だたしそうに周辺を見わたしている。と、

「隊長。おれを、どこの馬の骨とも知れない新顔と交代させる気か？」

　アデルバーがやってきた。小さい目に不ふ穏おんな光が宿っている。ダンカンは彼が抱いているであろう怒りにわざと気づかない振りをして、胸をそびやかした。

「どこの馬の骨とも知れないというならおまえも同様だ」

「おれの腕前なら、タウーリア人にさんざん見せたはずだがな」

　うっすらと浮かべた笑えみに軽けい蔑べつがのぞいている。どうせ厄やつ介かい払ばらいをしたいのだろう、と無言のうちにも訴えていたが、ダンカンはまるで近所の悪戯いたずら小僧を相手にするみたいに、軽けい薄はくそうな仕し草ぐさで肩をすくめた。

「それをもう一度、おれがこの目で見たいんだ」

「そうかい」

　アデルバーはぺっと唾つばを吐き捨てた。これ以上ごねるようならダンカンにも考えがあったが、存ぞん外がい、あっさりと試合を受け入れた。よほど腕に自信があってのことだろう。が、オルバと名乗ったあの包帯男といよいよ対たい峙じしたときになって、

「棒ぼう切きれを振りまわすんじゃつまらん。実戦で使える奴やつかどうかはかるには本物の武器がいちばんだ」

　などと言い出した。ダンカンは辟へき易えきしたが、ちらりとオルバのほうを見ると、

（構わない）

　という風ふうに首を上下させている。

　結局、双方ともにタウーリア製の長剣を手にした。

　陽ひはいよいよ高い。

　アデルバーは相変わらず軽けい蔑べつの笑えみを浮かべたまま、オルバと向かいあった。




　やや離はなれた場所で、タルコットは腰をおろして見物を決め込んでいた。

　彼はアデルバーが嫌いだった。出会ったときから態度がでかく、まるで直属の部下か何かのように命令口く調ちようで話してくる。傭よう兵へいたちのなかには、腕が立って、態度の大きいアデルバーを兄貴分のように慕したって毎日いっしょに遊び歩いているような連中もいたが、タルコットはあんな男と同じ空気を吸うのは心底ごめんだった。

　だからこそ、この入れ替え戦でアデルバーがくたばるなり、大おお怪け我がをするなりしてくれれば望むところなのだが、

（やれやれ、もっと強そうな奴は残っていなかったもんか）

　相あい対たいした男はいかにも頼りない。というより、体格が少年じみている。もちろん鍛きたえあげられてはいるようだが、歴戦のアデルバーにはとうてい及ぶまい。

「まあ、あんな野郎だからこそ、苦戦のひとつでもしてくれりゃ、アデルバーの株も下がるってもんだが」

「兄貴、ここにいたのかい」

　声をかけてきたのは、タルコットの弟分にあたるスタンだ。背が低く、横幅の広さばかりが目立つ。

「何がおっぱじまるんで？」

「メフィウス名物の剣けん闘とうさ。おまえ、あの包帯男に今晩の食事を賭かけな」

「アデルバー相手じゃ、分ぶが悪そうだがなあ」

「なあに、あいつは実のところ名の知れた傭兵なんだ。大勢の勢力から命を狙ねらわれてるんで、ああやって素す性じようを隠しているのさ」

「なるほど、わかったよ」

　スタンは根が素直──というより単純だ。タルコットは胸のなかでこっそり舌を出した。これで、たとえアデルバーがあっさり勝ったところで多少はいい目が見られる。

「はじめ」

　ダンカンのひと声とともに勝負がはじまった。ほとんど間もおかずしてアデルバーは猛烈な勢いで襲おそいかかる。二撃げき、三撃、と激はげしい攻撃がオルバに降りかかった。

　オルバは防戦一方だ。右に、左にと動きながら、時に片かた膝ひざをついて剣を受け止め、時に後ろへ短く跳ちよう躍やくして突きをかわす。動きをコントロールされっぱなしだ。アデルバーの目に残忍な光が輝かがやいた。

「兄貴、どこへいくんで？」

「もういいだろう。おれは、小僧っ子の首が叩たたき斬きられるのを平気で見物できるほど、人間が腐っちゃいないんだ」

「でも、もう少しで勝負がつきそうですぜ」

「だからそれを見たくないって──」

　タルコットが言いかけたとき、広間中がざわっと沸いた。思わず振り返った傭よう兵へいの目に飛び込んできたのは、アデルバーが止とどめとばかりに振るった一刀をオルバが頭上にやり過ごしたところだった。そのままふいっと懐ふところに入るや、剣の柄つか頭がしらをアデルバーの鼻に見み舞まう。

　大量の血を噴ふいて、アデルバーは後ろ倒しになった。足がぴくりと痙けい攣れんしていたが、立ちあがる気け配はいもない。

「し、勝負あった」

　ダンカンが叫んだ。声には、驚おどろきと喜びとが半分ずつ入り混じっていた。

「おい」タルコットが思わずスタンの肩を摑つかんで揺さぶった。「すげえ、何だ、あの野郎。アデルバーをのしやがったぞ」

「兄貴、賭かけはおれの勝ちだね」

「おい、やりやがったな」

　タルコットはスタンの言葉を無視して、引きあげてきたオルバに手を振って笑いかけた。

「おれは最初からおまえを見込んでたんだ。ダンカン隊長に、あいつは使えるから入れ替え戦をやらせたらいい、って提案したのもおれだぜ。なあ、だから今夜はおれに奢おごれよ。タウーリアははじめてか？　いい店を知っているんだ、そこにつれて……」

　タルコットの声が尻しりすぼみに消える。オルバとやらはまったくの無視を決め込んで、タルコットの眼前を足早に去っていった。それがもう見事なくらい一いち瞥べつもしないので、タルコットの頭に血がのぼった。

「あ、あの野郎、気取りやがって」

「兄貴、まずいって。ダンカンの旦だん那なの前で喧けん嘩かをやらかしちゃあ」追いかけようとしたタルコットの身を、スタンが後ろから羽は交がい締じめにする。「それより、わかっているんだろうね。今夜は兄貴の奢おごりだぜ」

（ちっくしょう）

　タルコットは悪態をわめき散らしたい思いをこらえて、オルバの後ろ姿をにらみつけた。

（アデルバーのあほがいなくなるかと思ったら、今度はもっと嫌いやな奴やつが来やがった）
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「女じよ難なんの相が出ているね」

　出し抜けに言われて、オルバは口に含んだばかりのスープを噴ふき出してしまいそうになった。

　第五兵団兵舎内にある食堂。盆ぼんを手にしたまま声をかけてきたのは、オルバより背が低く、横幅の目立つスタンという男だった。

　出身は沿岸国だが、いろいろな経緯いきさつがあったらしく、幼少時よりゼルド人遊牧民のなかで育ったという話だ。五、六年ほど昔に、土地を訪れたタルコットに誘われて以来、傭よう兵へい生活を送っている。

「人の相を見るのかい？」面おも白しろそうに言ったのは、オルバの隣となりにいたシークだ。「包帯で顔をぐるぐる巻きにしていてもわかるものなの？」

「何というのかね、目の光やら雰囲気やらで。おれを育ててくれたお婆ばあさんが得意だったんだけど、おれ自身も、むしろ部族を離はなれてからのほうがわかるようになったんだ」

　見た目、二は十た歳ち前後とは思えないほど顔に皺しわがあって、平素は威い厳げんめいたものまで感じさせるほどに落ちついているが、しゃべり方は朴ぼく訥とつとしている。

「それで？　彼に、いったいどんな女じよ難なんがあるというんだい」

「もっと顔をとっくり眺めさせてもらえればわかるんだけど。そうだな、何やら高貴な女性と縁えんがある様よう子す。寝室に誘われたとしても気をつけたほうがいいね、どちらも、いまは夜をともに過ごして、あまりいいことはないかもしれないな」

「どちらも？」

「スタン、何してやがる」

　後ろからタルコットがあらわれた。やはり盆ぼんを手にしており、スタンの背中をどやしつけるようにして、

「席を取っていろと言ったろう。メフィウス人とおしゃべりしてる暇ひまはねえんだよ」

　一方的に言うと、横目でオルバをにらんでからスタンとふたりして去っていった。

「高貴な女性にね」

　シークの隣となりで、面おも白しろくもなさそうに笑ったのはギリアムだった。骨つきの鳥肉をしゃぶっている。

「確たしか前に、ティダンだったかバ・ルーだったかで、竜に襲おそわれていた女を剣けん闘とう場じようで助けたことがあったろう。あとで聞いたところ、メフィウスの皇おう女じよだったらしいな」

「それだけじゃないさ。オルバのことは話したろう」

「あんな与よ太た話ばなしを信じろというほうがどうかしてる」

　ギリアムには、オルバがギル皇子の影かげ武む者しやだったことは話している。が、オルバが影武者として過ごしていた期間、ソロンから離はなれていたギリアムにしてみればとうてい信じられる話ではないらしい。そもそも、仮面の剣士オルバが近この衛え隊たいとして活かつ躍やくしたり、建国祭の剣闘大会で優ゆう勝しようした話くらいは噂うわさで知っていたから、

「そのオルバとギルふたりを、ひとりで演じていたというのかよ？」

　と聞く耳を持たない。シークも半ばあきらめてはいた。

「信じないのは結構だがね、それならそれで、他言は無用だよ」

「おれは、自分から笑い者になろうとするほど愚おろかじゃねえ」

　夕刻とはいえまだ時間は早い。しかしギリアムは水のように酒を飲む。傭よう兵へいとしての職しよくを得てから三日目。戦いくさを控え、ダンカン隊長の監かん督とくのもと、隊列を組む練習や、それぞれ得意とする武器や戦い方の確かく認にんなど、陽ひのあるうちは訓練で汗みずくになるものの、それが済めば傭兵などはまだ気ままなものだ。

（場所をまちがえたな）

　ふとオルバが思うのは、やはり顔を隠さねばならない不便さからだ。どうせすべてを捨ててきた身なれば、メフィウス皇太子の顔など知られていない土地がよかった。

「オルバ」と、顔色を読んだらしいシークが言った。「気持ちはわかるがね、メフィウスと風土がちがいすぎる土地にいっても、それはそれで大変だよ。まあ、ここでの仕事に飽あいたら、またちがうところに足をのばしてもいいじゃない。今度は沿岸諸しよ国こくなんてどうだろう。海は見たことあるかい、オルバ？」

[image: ]

「おまえは、気長だな」

　無ぶ愛あい想そうを決め込んでやろうかと思ったが、何とはなしに苦にが笑わらいになる。

　食堂内は出しゆつ自じも年ねん齢れいもばらばらの傭よう兵へいたちであふれ返っていた。とはいえ、メフィウス人は珍しい。タウーリアとメフィウスは一〇〇年以上国交がなかった。現在西方に散らばっている都市国家群がかつて同じ旗のもとに統一されていたゼル・タウラン時代まで遡さかのぼれば、二〇〇年近い。その間、戦いも数知れなかった。傭兵の集まりだからいいものの、ここが正規の兵が使用する食堂だったら、おそらくオルバたちを取り巻く環かん境きようももう少し変わっていたろう。太たい守しゆアークス・バズガンが突然メフィウスとの講こう和わを決めたとはいっても、長年両国が積つみ重ねてきた戦いと憎しみの連れん鎖さはそうそうたやすく断ち切れるものではない。

「おまえはおまえで、無計画なきらいがあるな」赤ら顔になったギリアムが口を出す。「さほど傭兵稼か業ぎようにも興きよう味みねえだろう。近この衛え兵へいをやめて、それからどうするつもりだったんだ？」

「さあな」

「さあな、じゃねえよ。剣けん闘とう士しのときから何を考えているかわからん奴やつだったな、おまえは。後ろ暗い過去のひとつやふたつあったところで気にもしねえがよ、これからは剣けん闘とう士しのときとはちがう、いっしょに肩を並べて戦う仲間だ。もう少し協きよう調ちよう性せいって奴やつを……」

「わあ。きみの口からそんな言葉が聞けるとは思っていなかった。いつも面めん倒どうごとを起こしてはタルカスどのに叱しかられていたきみがね」

「やかましい！」

　ふたりのやり取りをよそに、オルバは食事をやめて、ほの暗い天てん井じようを見あげた。

（どれくらい経たつんだろう）

　そう思う。

　メフィウスの土地をあとにして、それほど時間が経っているわけではない。二週間がせいぜいだ。それなのに、メフィウスでのいろいろなことを思い出すとき、遠い過去の出来事のように思われてならない。

　この場にいる人間で、シーク以外は知らないし、話したところでギリアムのように信じもしないだろうが、オルバ──かつて、剣闘士として人前で殺しあいを強要されていた少年は、いかなる運命の悪戯いたずらによってか、メフィウス帝朝皇太子ギル・メフィウスの影かげ武む者しやとなって、戦国乱世を駆かけ抜けたのである。




　それは、メフィウスと、一〇年戦争を戦ったガーベラ王国との和平がなった直後のことである。ガーベラから輿こし入いれしてきたビリーナ・アウエル王女を婚約者にして、ギルとしての『仮面』を身につけたオルバは、ガーベラ国内で反乱を起こした猛将リュカオンを討うち、メフィウスはメフィウスで謀む反ほんを企くわだてていた貴族ザット・クォークの陰いん謀ぼうを阻そ止しした。さらにここタウーリアが国境を越えて進軍してきた際にも、手持ちの数少ない兵力をもって、ザットをそそのかした張本人であるガーベラの知将ノウェ・サウザンテスの思おも惑わくをも利用し、これを阻はばんだばかりか、タウーリア太たい守しゆアークス・バズガンとギル、ふたりのみの同意によって講こう和わを成立させる。

　八はち面めん六ろつ臂ぴの活かつ躍やくは留とどまるところを知らない。その後、ガーベラとエンデ間で戦せん端たんが開かれそうになったときも、ギルは皇帝グールの命令をも無視して、ガーベラへ援軍に駆かけつけた。

　大陸中央部にギル・メフィウスの名が轟とどろきそうな矢先になって、しかしギル皇太子は歴史の表舞ぶ台たいから忽こつ然ぜんと姿を消すこととなる。メフィウス十二将のひとり、オーバリー・ビランによって暗殺されたのだ。

　……無む論ろん、ここにオルバ本人がいる以上、それは真実ではない。そう仕向けてみせたまでのことである。六年前、故郷を焼き払ったオーバリーへの復ふく讐しゆうのためだった。

（六年間）

　オルバは、オーバリーに復讐するためにのみに生きてきたといっていい。

　街でごろつき連中と徒党を組んで暮らしていたときも、剣けん奴ど隷れいの身分におとしめられ、死と隣となりあわせの生活を強しいられていたときも、姿かたちがそっくりだというので突然皇太子の影かげ武む者しやをやらされはじめたときも。

　体内を流れる黒い血の一滴、六年間で見ちがえるようになった筋肉のひと筋、敵対する者とのあらゆる駆け引きのひとつひとつが、ただオーバリーを討つためのみのものだった。

　それは──、本人は決して認めはしないものの、ある意味で輝かがやいていた六年間だったのかもしれない。どす黒い輝き、そして自分のものか他者のものかもわからぬ、大量の血のぬめりを帯びたおぞましい輝きであったにせよ。

　それが証拠に、オーバリーへの復ふく讐しゆうを果たしたいま、オルバは人生の目標をも失ってしまった。

　影武者をやっていたのも、オーバリーへ近づくための、ひいては復讐するための方法のひとつに過ぎなかった。であれば、もはやメフィウス皇太子の『仮面』をつけている必要もない。

　オルバは、オーバリーを地の底におとしめるため、そして皇太子の姿をくらますため、二重の意味でギル・メフィウスが暗殺されるよう仕向けたのだった。




　それから二週間だ。

　西方へいって傭よう兵へいになるというシークとギリアム、このふたりに何となくついてはきたものの、ギリアムの言うように、オルバ自身が本心から望んでのことではない。

（いまさら）

　兵となって誰だれを殺し、何を勝ち取るというのか。剣を取るのも億おつ劫くうなほどだ。が、オルバはそれ以外に糊こ口こうをしのぐ術すべを知らない。本当に、剣を取る以外のことは何もできないのがいまの自分であるということを、オルバはこの短い期間で思い知らされた。他ほかの道で生きていく未来がまったく思い浮かばなかったからである。

　タウーリア、というよりタウラン全域は、ガルダという謎なぞの魔ま法ほう使つかいが率いる軍勢によって危き機きを迎えている。オルバがメフィウス皇おう子じの影武者だったころから、噂うわさとなって伝わっていた。そのときはまだ北方にあらわれた正体不明の脅きよう威い、という存在でしかなかったはずだが、いまやかの軍勢はタウーリアのすぐ近くにまで迫っているという。

（それを斃たおし、英雄にでもなるか。タウーリアに正式に仕官して、次々と軍功を立てて、のしあがってみるか）

　子供時代に描いた夢そのもののように、剣ひとつで身を立てていく──。そんな未来予想図も、しかしオルバの胸を浮き立たせるにはいたらない。

「つくづく、おまえは妙な奴やつだな」

　ギリアムが言った。

「何がだ」

「剣けん闘とう士しのときだって、おまえはそんな暗い目をしていなかった。いまのほうがむしろ自由を奪うばわれ、絶望にくれているみたいだ。おまえといると酒がまずくていけねえ。とっとと部へ屋やに戻ってな、坊主」

「そうしてやるよ」

　乱らん暴ぼうに言い捨てて立ちあがろうとしたときだ。

「アデルバーを剣で叩たたきのめしたというのはおまえか」

（ボーワン）

　とっさに顔を背そむけたくなったのは、やにわに声をかけてきたのが第五兵団長ボーワン・テドスだったからだ。ギル皇太子の『仮面』をつけていたときに出会ったことがある。

「これは、将軍」

　シークらが立ちあがってかしこまろうとするのを、ボーワンは手で制する。六人いる兵団長のうち、「将軍」の位を許されているのはボーワンともうひとりのみだ。若いながらも威い厳げんを感じさせる挙きよ措そで、

「なるほど。顔のつくりはまるでわからないほどだな。それほど包帯の下はひどいのか」

「幼いころ、疫えき病びようでやられたもので」

「見せてみよ。少しでいい」

「──」

「どうした」

　穏おだやかに問いかけながらも、ボーワンの目は鷹たかのように鋭するどい。

（敵の間かん者じやか何かと疑っていやがるな）

　オルバは直感的にそう思った。顔も見せられない傭よう兵へいというのは確たしかに怪あやしい。シークとギリアムが黙だまって見守る前で、オルバは包帯に手をかけた。手のなかでひと巻解いたとき、

「ああ、いい。すまなかったな」

　ボーワンはまたも手で制した。オルバは無言で包帯を戻す。包帯には、シークが怪しい通りで買ってきた、皮ひ膚ふを赤く染める薬が塗ってある。それをひと目見て納得したらしい。

「しかし戦場ではいかにも弱々しく見えるな。オルバといったか。メフィウスのあの剣士を思い出す。ちょうどよい、おまえも仮面をつけるといい」

　快活に言ってから、「ひとつ奢おごってやろう」と厨ちゆう房ぼうのほうへいった。基本、ここでの食事は無料だが、自腹を切れば量を増やせるし、酒も買える。

「ふうん、なかなかの御ご仁じんだね」シークがくすくす笑った。「オルバ、皇太子として出会ったときとは印象がちがうように思わないかい？」

「かもな」

　と、そこへ新たに駆かけ込んできた人物があった。武装した兵士で、城内警けい護ご役やくの制服をつけている。オルバたちを認めると足を止め、

「おお、傭兵として雇やとわれたメフィウス人とはそのほうらのことか」

　と近づいてきた。メフィウス人、と聞いてギリアムが顔をしかめる。かつて敵だったタウーリア人が何かの因いん縁ねんをつけに来たと思ったか、あるいは奴ど隷れいとしてこき使われてきた過去ゆえにメフィウス人とひとくくりにしてほしくなかったか。代わりにシークが訊きいた。

「何用です？」

「いや。それが──あ、ボーワン将軍」

「どうした」

　酒さか瓶びんを抱えて戻ってきた将軍に兵がかしこまる。そして、この場にいる誰だれもが予想だにしなかった名前を口にした。

「い、いえ。エスメナさまが」

「姫が？」

「はい。メフィウス人が来たらしいと知ると、ぜひお会いになりたいと、姫がそう申されまして」

「な、なぜだ？」

「わたしには理由などおあかしになってはいただけません。ただ、姫がこうも積せつ極きよく的てきに用事を頼まれるのも珍しく。それに、ここ数日部へ屋やに閉じこもりきりだったエスメナさまですので、何とかかなえて差しあげたいと──」

「メフィウスか」ボーワンは何やら苦にがそうに唇の端を嚙かみしめた。「ただそれだけの共通点で、傭よう兵へいを御ご前ぜんに召したいと申されるか」

「は？」

「いや、いい。そのほうら、どうだ。我わが国のエスメナ姫がおまえたちとお会いしたいそうだ」

「我われらは、なにぶん、以前は剣けん奴ど隷れいの身。高貴な方々とお目どおりなど」

　シークが断ろうとしたが、

「高貴なお方というなら、おれたちはメフィウス皇太子に仕えていた近この衛え兵へいの身分じゃないか」

　ギリアムが横から入ってきた。高く買ってくれるチャンスだと踏んだのだろう。

（ば、馬ば鹿か）

　シークが横目で彼をにらむ間にも、ボーワンが目を丸くする。

「何、近衛兵？」

「い、いえ。一時的なことです」シークがすかさずフォローした。「以前、皇太子さまに拾っていただいたことがありまして。ガーベラでのザイム砦とりでの戦いに参陣しました。報ほう酬しゆうをいただいてからすぐにメフィウスを去りましたので、近衛兵などとはとうてい名乗れない身分です」

　しばしボーワンは考えているような仕し草ぐさをしたが、

「わかった。おい、案内してやれ」

「はは」

　兵がかしこまる。いつの間にやらオルバたち本人の意思は関係なくなったらしい。

（エスメナか）

　オルバは胸中にその名をよぎらせた。タウーリア国太守アークス・バズガンの娘。こちらにも、ギル皇太子として二、三度顔をあわせたことがある。

　ギルとしての過去はもはや振り捨てたはずだ。それなのに、妙に感傷めいた思いがしてしまう。

（やはり、来る場所をまちがえた）

「おい、当たったな」

　席を立ちながら、ギリアムが小声で言った。

「あの男の予言さ。高貴な女性に縁えんがある、ってな」
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「本来なら」と兵はくどいくらいに念を押した。「殿とののお許しがなければ、異国人を姫の居きよ館かんへ連れてはいけん。今回は特別だぞ」

　垂れ布をまくりあげて廊下を進むと、主館の離はなれに着いた。道の左右に衛えい兵へいたちの姿もある。彼らはもの珍めずらしげにオルバの奇異な姿に注目していたが、声をかけて遮さえぎることはなかった。

「姫、連れてきました。メフィウスから来た傭よう兵へいたちにございます」

　姫の居室は思ったよりずっと質素なものだった。寝室につながると思われる扉とびらからエスメナ・バズガンが姿を見せたとき、オルバの胸にちくりとした痛みが差し込んだ。

（瘦やせたな）

　一ヶ月ぶりほどに会う少女を見て、まずそう思う。ふくよかだった頰ほおはこけ、きらきらと好奇心に輝かがやいていたはずの目も曇くもって、肌などは青ざめている。

　三人とも一礼する。シークはここに来るまでのあいだ、髪を後ろの高い位置に束たばねていた。彼はエスメナの前で剣けん舞ぶを披ひ露ろうしたことがある。そのときは剣けん闘とう士し時代にならって化粧をしていたので、こうして髪型ひとつ変えるだけでも印象はだいぶ変わるはずだ。深い追及を避けようとしてのことだった。

「わざわざ来ていただいてありがとう」

　少女は微笑ほほえんだが、何やら力がない。いつも日なたでぽかぽかと温ぬくもっているような、あのおおどかな雰囲気がすっかり姿をくらましている。

「楽にしていただいて構いませんわ。お食事は済みました？　何か侍じ女じよに用意をさせますけれど」

「いえ、お気き遣づかいなく」

　ギリアムが「酒を」などと言わないよう、シークが真っ先に答える。

　案内してきた兵士が、「彼らは皇太子の近この衛え兵へいだったそうです」と言い添えると、エスメナの表情が変わった。

「では、ギル殿でん下かにお会いしたことがありますのね」

　勢い込んで尋たずねてくる。

　それからの時間、エスメナは傭よう兵へいたちを質問攻めにした。彼女は皇太子のことならどんな些さ細さいなことでも聞きたがった。自然と、応対のほとんどはシークが受け持つことになる。

　ギル・メフィウスの英えい雄ゆう譚たんをひとつひとつ、物語を母親から聞かされる童女のような表情で聞き入るエスメナ。いたく彼女が感かん激げきしたのは、剣けん奴ど隷れいたちが聖せい臨りんの谷で起こった騒さわぎの濡ぬれ衣ぎぬを着させられ、処刑されそうになったとき、皇おう子じが彼らを救った話だった。

「まあ──、お優やさしい方でしたのね」

「ええ。口数の少ない方でしたから、周りに誤解されるようなこともたまにありましたが、何より慈じ愛あいに満ちた方でした」

「わかります。数々の武勲を立てられた英えい傑けつに似ず、どこかしら内気な笑えみの優しい方でした。わたしも、お優しい言葉をかけていただいて」
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　笑え顔がおで頷うなずきかけて、やにわにエスメナの表情が曇った。先ほどまで活いき活いきしていた目を伏せて、両肩をがっくりと落とす。長い髪が顔の両側に垂れさがって、それはまるで操あやつり糸いとを失った人形のようだった。

「ひ、姫、姫」

　エスメナの世話をしている侍じ女じよが駆かけ寄る。肩を抱かれながら、エスメナは目もとを拭ぬぐった。

「大丈夫よ。ええ、ありがとう──」侍女を遠ざけると、エスメナはかすかな微笑ほほえみをのぞかせた。「わたし、竜神さまにずっとお祈りしていたのです。あのお方が亡くなられるはずはないと。きっとどこかで生きていて、わたしの前にあらわれてくださると。あなた方の話を聞いているうちに、何だかそれが子供じみた願ねがいごとのように思われてしまって。いいえ、でも、わたしは信じています。あのお方はきっと、何かまた英雄的活かつ躍やくをなさるためにいまは身をひそめて──」

　エスメナの言葉が途と切ぎれたのは、くっくっというこの場にそぐわない笑い声が聞こえたからだ。

　シークとギリアムがぎょっとして振り返る。低い笑い声を発していたのは、顔を伏せたオルバだった。エスメナが呆あつ気けに取られたように、

「な、何がおかしいのです？」

「これが、おかしくないはずがありましょうか。ギル皇太子が生きているなどと。彼は死んだのです。アプターで、愚おろかな将オーバリーの企たくらみによって」

「そ、それは聞いています。でも、あのお方が……」

「いや、愚かなのはあの皇おう子じも同じことか。家か臣しんの裏切りを見抜けなかったのだから。あれが英えい傑けつなどとは、おそれながら姫の買いかぶりでございましょう」

「オ、オルバ」

　シークが小声で言うのを無視して、オルバはなおもつづける。

「奴ど隷れいを救ったのも、何も皇子がお優やさしいからでもありますまい。むしろ馬ば鹿かげた話だ。人を奴隷の身分におとしめて命を軽かろんじる連中が、偶ぐう然ぜん手足に這はい登ってきた虫を、たまたま気分がいいので今日きようは見み逃のがしてやろうという風に指で潰つぶさず、手で払いのける。そういった、ただの気まぐれからでございましょう」

「あ、あなたは」

　息を喘あえがせてエスメナは立ちあがろうとした。が、足腰に思いきり力を入れるのも久しぶりのことだったか、立ちくらみを起こしかける。それを侍女たちがあわてて支えようとするのを、無む意い識しきのうちにだろう、手で振り払って、

「あ、あなたも、皇子に命を救われたひとりでしょう。それを、そんな風ふうに蔑さげすむように──」

「おれは、嫌いなんですよ。メフィウス皇太子ギル・メフィウスなどという男はね。陰険な秘密主義者で、心の内側を誰だれにも見せようとしない。何か後ろ暗い秘密を隠し持っているかのようにね。失礼ながら、姫がかの皇太子の何を知っておられるのです。あんな男にくれてやる涙など一滴も惜しい。忘れることです、あのようにつまらぬ男など」

「ま、まあ──、まあ！」

　侍女たちが心底仰ぎよう天てんしたのは、エスメナがわなわなと身を震ふるわせたかと思うと、卓上にあった花か瓶びんを摑つかみ取り、それを思いきりオルバの眼前に投げつけたからだ。

　がしゃんと派は手でな音を立てて花瓶が砕くだけ散る。

「姫！」

「い、嫌いやな人！　出ておいきなさい、ここからいますぐに。こ、これ以上、エスメナ・バズガンの部へ屋やに、あなたのような無礼者がいることを許しません！」

「姫、姫。お身体からだに障さわります。どうか、どうか気をお鎮しずめください。ああ、ミリ、お医者さまを呼んでちょうだい」

「わたしはどこも悪くなどないわ！　この人が、この、人が──！」

　エスメナの顔は先ほど青ざめていたのが信じられないくらい真まっ赤かに染まり、涙で潤うるんだ鉄てつ灰はい色いろの目を憤ふん怒ぬに燃もやしている。

「やれやれ、厄やつ介かいな姫だ。ギルのことを聞かせろというから正直に言ったまで……」

「オルバ、きみももうよすんだ！　さあ、こっちへ」

　一気に騒さわがしくなった室内から、シークたちは逃げるように駆かけ出た。部屋の番をしていた守しゆ衛えいがぽかんとなっている。

「何事だ？　姫が、あのように大声を出されるなど」

「少し興こう奮ふんされているようだ。さあいこうオルバ、門限を過ぎては兵舎長に大目玉を喰くらってしまうからね」




　三人のメフィウス人が大急ぎで立ち去ったあと、エスメナ・バズガンは侍じ女じよのひとりにかじりついて、わんわんと大声で泣いた。その肩を抱きすくめてやりながら、侍女たちは、

（やっと）

　という視し線せんを交わしあった。

（やっと、お泣きになられた）

　エスメナは部屋にこもっているあいだ、泣きも、もちろん笑いもせず、ただぽつねんと座っているきりだった。食事もまともにとろうとしないばかりか、室内をほとんど動こうともせず、あたかも調ちよう度ど品ひんの一部と化したかのようだった。いつも、誰だれに対してもわけ隔へだてなく笑え顔がおを振りまくエスメナだったから、主人の心がまるで死んだようになると、部屋そのものすら命を失い、不ふ吉きつな影かげに染められていくように思われて、世話をする侍女たちにはつらかったのだ。

　それがいま、エスメナは感情を爆ばく発はつさせて幼おさな子ごのように泣きわめいている。

　肩を抱き、背中をさすってやりながら、侍女たちも同じく涙をこぼした。




「おまえは大おお馬ば鹿か野郎だな！」

　ギリアムがオルバの肩を小突いた。前によろめいたオルバだが、振り向きもせずに歩きつづけている。

「姫の覚えがめでたくなって、今度の戦いくさで手て柄がらでも立てた日にゃ、一いつ介かいの傭よう兵せいよりよっぽどおいしい話にありつけたろうによ。シーク、こいつを仲間に誘ったのはまちがいだった。いますぐ縁えんを切れ！」

「ぎゃあぎゃあわめくな、うるせえ」

「何だと。縁より早く、手前てめえの首を叩たたき斬きってやろうか」

「まあまあ。ギリアム、姫の覚えがめでたくなれば──って、きみは緊きん張ちようしてひと言もしゃべらなかったじゃない。あれ以上あの場にいたら窒ちつ息そくしかねないところだったよ」

「だ、黙だまれ」

「オルバ」

　シークは語ご調ちようを改めて、オルバの背中へ声をかけた。顔だけ振り向かせたオルバへ、

「きみは、エスメナ姫に──」

「何だ」

「ああ、いや、何でもない」

　オルバは不ふ審しんそうに眉まゆを寄せたが、すぐに前へと向きなおった。

　少年の背中を見やりつつ、シークはひとりもの思いにふける。

　憔しよう悴すいしきっていたエスメナ姫の姿を見て、そして皇太子の話ひとつひとつに喜んで聞き入っていた姿を見て、もちろんオルバとて何も感じなかったはずはない。

（オルバはそこに、別の誰だれかの姿を重ねあわせたのかもしれない）

　シークにはそう思えたのだった。

　タウーリアは陽ひが暮れると、日中の暑さが意外なくらいにおさまって、昼日中と同じ格好では肌寒いくらいになる。通りの左右では、食事や酒を提供する店が灯あかりを掲かかげ出していた。

　ギリアムはそれからも長いこと愚ぐ痴ちを言いつづけた。




　そのときと前後して、アークスは諸隊長を呼び集めて評ひよう議ぎをしていた。

　ヘリオへの援軍、その軍容がいよいよかたまる。率いる指揮官はボーワン・テドス。無む論ろん、第五兵団つきの傭兵部隊もこれに同行することとなる。

「ヘリオも各方面から軍勢をととのえてはいるものの、政情そのものが不安定」

　アークスが言った。命を受けたボーワンがその御ご前ぜんでかしこまる。

「何かひとつほころびが生じれば、一気に瓦が解かいしかねないもろさがある。時勢を見誤ってはならんぞ、ボーワン。退ひくべきときは退け。まだ決死の戦をのぞむべき時期ではないからな」

「はっ」

　ボーワンも六〇〇ほどの兵の指揮官に任じられての戦ははじめてとなる。若い顔を紅こう潮ちようさせ、はや、胸は打ち鳴らされる軍ぐん太だい鼓このひびきをすでに奏かなでているかのようだ。

　諸しよ隊長が去ったのち、アークスは腰をまさぐろうとして、その手を止めた。興こう奮ふんしてくると、腰に差してある軍ぐん配ぱいを掌てのひらにぴしゃりと打ちつけるのが以前の癖くせだった。

「さて」

　と、軍師ラバンを控えさせた室内で、アークスは目の前に敵がいるような、獰どう猛もうな表情で唸うなった。

「ガルダを騙かたるペテン師め。他ほかの王は騙だませても、このおれだけは騙されんぞ。必ずや化けの皮を剝はいでやる」

　ラバンは応こたえない。軍ぐん議ぎに用いた机の上に、各都市国家より届いた書状がある。救援を求むものや、いざ事あらばともに戦おうと共きよう闘とうを呼びかけるもの──それぞれガルダ軍に対する国家の歩ほ調ちようを示したものだが、そのなかには依然チェリクのものがなかった。
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　オルバがタウーリアの傭よう兵へいとなってから九日後。

　ボーワンを大将とする部隊がタウーリアの門を出た。軍から支給された鎖くさりかたびらと武器一式を身に帯びた傭兵隊の姿ももちろんそのなかにある。

　彼らは旧ゼル・タウラン時代に整せい備びされた街道を通って、一路、北西のヘリオへと向かった。タウラン全域では、沿岸諸しよ国こくから買いつけるより他に魔素エーテルを手に入れられる手段がないため、航空部隊は数少ない。タウーリアも今回は船を出さず、飛ひ空くう艇てい八機きを連れるのみだが、これらは行軍中、部品をばらばらにして中型竜に運ばせている。大砲も同様だ。

　徒歩の兵にあわせて行軍すれば、ヘリオまでは四日ほどかかる。陽ひが暮れると、街道沿いに天てん幕まくをひろげて野営した。

　兵たちが焚たき火びに集まって賭と博ばく遊びなどをしているなか、オルバは無言で木の幹みきに背を預け、座っている。その前を通りかかったタルコットが、

「お、包帯剣士改め仮面剣士さん。剣には自信があるようだが、こっちはどうだ。おれとひと勝負してみねえか？」

　カードを見せて軽口を叩たたいたが、オルバはまた無視をした。「けっ」とタルコットは顔を歪ゆがめて去っていく。オルバは別段、タルコットを忌いみ嫌きらっているわけでもないのだが、無む駄だ話ばなしをしたいとも思わない。

　ちなみにオルバは現在、ダンカンより手渡された仮面をつけている。吊つりあがった形の双そう眸ぼうに、鼻をぎりぎりまで覆おおい隠す面めん積せきの仮面。口周りは以前オルバがつけていた──というより、魔ま道どう的てきな呪のろいによってつけさせられていた──虎とらの仮面より広い。

　街道の脇わきには、小さな砦とりで跡あとがあった。これも旧ゼル・タウラン時代のものだろう、わずかに天てん井じようと壁かべが機能している区画が残されていて、ここは指揮官クラスが宿営として使っている。旧ゼル・タウラン時代のもの、と推測できるのは、建物の古さばかりが原因ではなく、現在、タウラン地域においては街道近くに城や砦とりでを建造することはまずあり得ないからだ。

「──ほう、それはなぜ？」

　メフィウス皇太子であった時代、そんな薀うん蓄ちくを小こ姓しようのディンにひけらかされて、深く追及したことがある。ディンは得々と語った。

「ゼル・タウラン時代の公道は、そのまま沿岸諸しよ国こくとの交易路になっているからです。タウラン地域は外部との接触がほとんどない国ですから、ここを断たれてしまえば、死活に関わる問題となります」

「たとえばタウーリアは沿岸部からもっとも遠い。もしタウーリアと敵対している国がその交易路を封ふう鎖さしてしまえば、戦略的には、当然有利になるはずだな」

「ええ。ですが、彼らはもともとひとつの国だった、という共通認にん識しきがあります。これは外国人にはとても奇妙に思えるのですが、たとえ昨日きのうまで血で血を洗う抗争に明け暮れていてさえ、外部から攻こう撃げきがあれば一致団結して追い返そうとしますし──我わがメフィウスに対してがまさにそうなのですけど──、あい争っていても、同胞意識がことさら強い」

「なるほど。交易を断つのが有効な策だとどこかがはじめてしまえば、他ほかの都市国家も同じことをする。そうなると、タウラン全域が弱体化し、飢うえてしまう。外部からの侵略も許しやすくなるため、暗あん黙もくの了解で交易路は守られているわけか」

「ええ」

　オルバが先を読んで言うと、知識をひけらかすせっかくの機き会かいを奪うばわれたディンがやや機き嫌げんを損そこねたように頷うなずいた。が、すぐさま張りきって、

「暗黙の了解、というよりも、彼らにとっては絶対のタブーだと言ったほうがいいでしょう。街道はゼル・タウラン時代に信仰されていた竜神の加か護ごを受けるとされており、ここを通る隊商を襲おそったり、封鎖したりすれば、他国からいっせいに攻撃を受けかねません。また、山さん賊ぞくなどから隊商を守るのもそれぞれの道を管かん轄かつする国の義務だとされているのです」

（だが）

　西方タウラン地域が基本的に弱肉強食の世界であることに変わりはない。一代、二代で国の統治者が血統ごと入れ替わることも珍しくなく、盗賊まがいの男が国主になることさえあるのだ。そうした不ふ文ぶん律りつが果たしていつまで機能することか。一〇年前にメフィウスがタウランに攻め入った際にも、なかなか動こうとしない他国をラバン・ドウが檄げきを飛ばしてどうにかまとめあげた、という話もある。

　タウラン地域から王が失われて久しい。もはやゼル・タウラン時代の法も権けん威いも色あせてしまっているのが、いまのこの土地なのかもしれなかった。

「何、考えているんだい？」

　声をかけられ、顔をあげると、例のスタンという男だ。オルバの許しも得ないまま「よっこらしょ」とばかりに腰をおろす。こうして間近にすると手足が短いが、いずれも丸太のように太い。

「ほれ」

　と、彼は小こ瓶びんをオルバに差し出した。それを手で断ろうとすると、

「酒じゃないよ。蜂はち蜜みつさ。ここら辺あたりでは割と貴重品だよ。昨日きのうの賭と博ばくで手に入れたんだ」

　と言う。いつもなら無視をするところだが、このスタンという男、いかつそうな見た目に反して妙な人ひと懐なつっこさがある。それも、押しつけがましくないていどのものだったから、オルバは何とはなしに小瓶を手に取り、指でひとすくいして舐なめた。

　にっとスタンは笑って、同じことをする。笑うと、ただでさえ細い目がさらに細くなった。

「しかし、見るたび、奇妙なご面めん相そうだなあ」

「仮面をかぶっていてもわかるのか」

「おれの場合、『色』が見えるんだ。うーん、詳しいことは説明できないけど、ああ、こいつはこういう色だからこういう性格かな、とか、こいつはたまに青ざめて見えるから、きっとよくないことが近いうちにあるぞ、とか」

「そりゃ、ただの勘かんだろう」

　とオルバはにべもない。スタンは腹も立てず、

「でも馬ば鹿かにしたものじゃないさ。戦場では、たとえば青く見える奴やつにはおれは絶対に近づかない。そいつによくないことがあるということは、戦いくさではつまり死ぬということだからね。そして実際、高い確かく率りつでそいつは帰ってこない。こうやって、おれは戦場では生き抜いてきたんだ。大して腕の立たないおれがね」

「遊牧民のあいだで育ったと言ったな」

　オルバはふと心を動かされた。メフィウスを出て以来、彼のほうから何かに興きよう味みを示すことは珍しい。

「タウーリアの遊牧民とは、そういう、人並みはずれた能力を皆が持っているものなのか」

「まさか」スタンはまた蜂蜜をひと舐めして笑った。「普通に都会で暮らす人間と何ら変わりはしないよ」

「たとえば、竜の扱いがひどくうまい奴とか。手で触れるだけで怒れる竜をしずめ、手なずける。竜の『声』が聞こえる、といったような」

「何だい、それ？」

「知らねえならいい」

　関心をそそられたスタンに反し、オルバは興味を失ったようにそっぽを向いた。

「ずいぶん具体的な話だな。竜の『声』ねえ。バルバロイの集落の人間なら、そういうこともあり得そうだけど」

「バルバロイ？」

　ああ、と頷うなずいたスタンは、

「ヘリオの北に、クルアーンの湖がある。その周辺にあるといわれる伝説の里だ。ゼル・タウラン時代より遡さかのぼることはるか古代、ここで竜神を祭っていた人類がいたといわれている。人類とはいっても、我われらの祖先が宇宙からやってくる前だから……、つまりは惑わく星せいの先住民、竜人族といわれた人たちのことだね」

「竜人族は、竜神の退化した姿という説もある」

「さあ？　その辺の難むずかしい議ぎ論ろんは学者先生に任せるとして、ともかく、その先住民たちは人類との戦いに敗れて姿を消したけれど、このバルバロイの里にはいまも住みついているそうなんだ」

「竜人族の生き残りを探してさまよっている冒険家、探検家は多い。そうした伝説を聞きつけてやってきた人間たちもいたはずだぜ。いままで見つからずにいたとは考えにくい」

「そこだよ。クルアーンの湖には、ゼルド人ならばまず近づかない。ゼル・タウラン時代にも竜神に曰いわくのある土地だといわれていたからな。いわば、ゼルド人たちにとっての聖地なんだ。大昔、タウランの土地を狙ねらった東側の将軍だか王さまだかが、ゼルド人が近づいてこないなら都合がいい、と思って、ここに砦とりでを建てて湖一帯を支配し、そこをタウラン攻略の前ぜん線せん基地にしようとしたらしい。ところが、この砦は完成して間もなく、まるで夢のように消え去った。火をかけられたわけでも、どこかの襲しゆう撃げきを受けたわけでもない。本当に、跡形もなく消え去った」

「ほう」

「ガルダは」

　と言ってから、スタンはいったん間をおいて、

「おれたちが戦おうとしているガルダと同一人物か知らないが、ここでいうガルダは、ゼル・タウラン時代の竜りゆう神じん教きようの祭司だ。そのガルダは、一年に一度、ゼル・イリアスの神しん殿でんで聖別した、まあ言うなれば特殊な生いけ贄にえを選び出して、一〇〇人近い人数をこの湖に沈めたといわれている」

　オルバは決して迷信深いほうではないが、何やら、肌を撫なでる風がぞっとしないものに感じられた。

「そういえば、伝説上の話だけど、バルバロイのなかには竜の巫み女こと呼ばれる存在もあった気がするなあ。それがきみの言う、竜の『声』を聞ける人と同じかどうかはわからないけど」

「そうか」

　その後、スタンは、クルアーンの湖を水源とする川が、ヘリオの民たみの生活水になっていることを話した。民にしてみれば、ゼルド人の聖地クルアーンから恵みを得ているというのが一種の誇りなのである。

　オルバは、伝説にまつわる話の数々を聞くともなしに聞きながら、周囲に視線を配っていた。

　あちこちで焚たかれた火によって、岩に立てかけられたり地面に放っておかれたりした剣や槍やりが鋼こう鉄てつの青白い光を放っている。西方なまりの強い言葉がひっきりなしに聞こえた。男どもが集まったとき特有の獣けものじみた臭においが、オルバに剣けん闘とう士しのときのことを思い返させる。

　と、タルコットの悲鳴に似た声が聞こえてきた。

「あーあ」スタンが腰をあげた。「またカモにされているな、兄貴。あれで頭はいいほうなんだが、血がのぼりやすくていけない。ちょっといってこよう」

　スタンが去っていくと、オルバは支給されていた毛布を肩まで引きあげ、眠りにつこうとした。地面に触れる仮面の感触が、無む性しようにうっとうしい。

　目を閉じると、エスメナ・バズガンのやつれた笑え顔がおが、瞼まぶたの裏にこしらえた闇やみをよぎった。それがすぐさま別の誰だれかと重なって、オルバの気持ちを落ちつかなくさせる。

　オルバは何度も寝返りを打った。そしてそのたび、

（もっと遠くへいこう）

　そう思った。オルバのことも、皇太子の顔も、誰も知らない土地へ。知り合いの名前も、国の名前も、耳に触れない土地へ──。




　部隊はベルガナ山さん嶺れいに沿って北上した。ベルガナを越えて東に広がる平野には、どこの国にも属さないいくつかの集落が点在しているきりだ。メフィウスとの国境緩かん衝しよう地帯でもある。山嶺内には砦とりでが築かれており、東と南を警けい戒かいして、山々を突破しようとする者から国境を守っている。

　峰々が徐じよ々じよに低くなってくると、ヘリオの外がい壁へきが見えてきた。門前には、飾りたてた騎き馬ばの列が待ち受けている。ボーワンは使者の騎馬を出し、やがて許しを得ると、タウーリアの一軍を引きつれてヘリオ内部へ入った。

　援軍が来たとあって、街路を埋める人々が歓かん呼この声を送ってくる。

「アークスめ、ようやく重い腰をあげたか」

　それを塔の上から見おろす人物がいた。長身瘦そう軀くで、後ろに撫なでつけた髪に、ととのえられた口くち髭ひげ。一見、洒落しやれ者もののようだが、全身からは野に放たれた獣のような精気を放っている。西方では珍しい、四肢すべてを覆おおう形の甲かつ冑ちゆうを軽々と着込んでいた。

「それもなかなかの規き模ぼだな。ここを陥おとされれば次は自分たちと見て、さすがにあわてておるか。まあいい、せいぜい歓迎してやろう」

　王のような口を利きくが、この男、そもそもヘリオの人間ですらない。同盟国チェリクの傭よう兵へい隊長をしていた男で、名前をグレイガン。戦場を荒々しく駆かけては、敵を殺し、女を犯して、必要とあれば味方の村まで力ずくで従わせ、勝手に自分の拠きよ点てんにする。傭兵団『赤い鷹たか』の首領グレイガンといえば名の知れた存在だ。

　が、いささか度を越した行為があって、王ヤムカ二世と口こう論ろんになり、チェリクを追放された身である。その際、自分の隊だけでなく、チェリク正規軍からも大勢の兵を引き抜いて、総勢七〇〇もの兵を従えた上で国外へ出た。

　もちろんそれだけの兵を養うには、すぐさまどこかの国に雇やとわれる必要がある。幸いというべきかどうか、タウラン全域はガルダ軍の侵攻途中にあり、どこの国も強い部隊を欲している。そこでグレイガンは、ここヘリオへとやってきた。

　エイメンに出した援軍が全滅し、さらには内乱によって正規の兵も数少なくなっていたヘリオだから、王になりたてのジャラーは一も二もなくグレイガンの部隊を歓かん迎げいして、高い報ほう奨しようを約束したのである。

　それからはグレイガンが軍事のほとんどを取り仕切っている。部下たちの振ふる舞まいも、この街がまるで自分たちのものだと言わんばかりだ。

　グレイガンはもともと、戦場で野ざらしになった娼しよう婦ふの腹のなかから生まれいでた孤児であったという。酒を飲むと、

「おれは戦場で生まれ、戦場で死ぬ男だ」

　と自らの出生を、自負と自じ嘲ちようまじりの口く調ちようで言うのが常だった。

　そんな男が、塔の窓に足をかけてタウーリア軍を見おろしながら、

「ガルダ軍は、いつ動くと見る」

　背後に控えていた男に訊きいた。砂さ漠ばくの民たみのように、輪わで固定した布を頭からかぶっている。彫りの深い顔立ちだが、病気をしているように瘦やせこけていた。

「一週間後には、動きましょう」

　声は、ざらざらとした、砂漠を徘はい徊かいする蛇へびの威い嚇かく音おんにも似ていた。

「そうか」グレイガンは指に唾つばを吐いて、それで口くち髭ひげを撫なでつけながら、「タウーリア人どもめ、いまだ自分たちがゼル・タウランの正統などと気取っておるようだが、果たしてかび臭い誇りなどが戦いくさで使いものになるかどうか。たっぷり見物してやるとしよう」










　三章　ヘリオ
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　行軍途中、オルバはヘリオに関する様さま々ざまな噂うわさ話ばなしを聞いた。皇太子のときのように積せつ極きよく的てきに情報を集めたわけではなく、兵たちの会話が自然と耳に入ってきたまでのことだ。

　ヘリオ王エラーゴンは、一か月ほど前、北のエイメンに援軍を率いていったが、戦死。

　そしてそれが伝えられた直後、とある重じゆう臣しんが突然兵を動かした。王の敵かたき討うちとばかり、ガルダ軍に敢かん然ぜんと立ち向かった──のではない。ヘリオ王の血筋に連なる者たちを捕らえ、自らが王になるべく謀む反ほんを起こしたのである。息子むすこの死に嘆なげき悲しんでいたハードロスは不覚にも、真っ先に捕ほ縛ばくされてしまった。

　ヘリオ宮廷は、外敵の到来を待たずして血に濡ぬれた。謀反に抵抗する者、時勢を読んで謀反に加担する者──、重臣たちもふた手にわかれて争い、数多くの人材が散った。

　そしてその動乱にまぎれて、エラーゴンの遺い児じロージィも行方ゆくえ知れずになっている。ロージィは王おう妃ひマリレーヌの子ではない。そもそもマリレーヌは子を設けることができなかった。側そく室しつティータと王とのあいだに産まれた子で、齢よわい九つ。

　愚おろかしくも凄せい惨さんな戦いの果てに、ヘリオの統治権を勝ち取ったのはジャラーという男だった。財務副長官という役やく職しよくにあったが、名前を聞いて、民衆もすぐには顔を思い出せないほど印象の薄うすい男だった。

　ジャラーは謀反側についたひとりであったが、その謀反を先せん導どうしたかつての重臣がいよいよヘリオの玉ぎよく座ざに手をかけようとしたころあいになって、突とつ如じよとして裏切り、この先せん導どう者しやの首を獲とった。有力者たちがばたばたと倒れたあとだったので、ジャラーはほとんど労せずして、漁夫の利を得たというわけだ。

「マリレーヌが裏で糸を引いていたんだそうだ」

　兵たちが噂しあっていた。ジャラーの件だけでなく、この謀反そのものすらマリレーヌが描いた策さく謀ぼうどおりだったのではないかというのである。というのも、ジャラーが即位してはじめてしたことは、マリレーヌへの求婚であった。そして夫への喪もに服すべきマリレーヌは、実にあっさりと、ヘリオ王家を裏切った謀反者の妻となることを決めた。

「あの女は、チェリクから嫁とついできた身だ。現チェリク王は、マリレーヌの兄。彼女は、自分が傀かい儡らいとして操あやつりやすいジャラーみたいな男をわざと玉座に据えたんだ」

　さらには、エラーゴンの遺児ロージィと、その母である側室のティータも行方が知れないため、マリレーヌが暗殺したのではないかという説もある。

　が、そうして母国との黒いつながりを噂うわさされるマリレーヌだったが、いままさに危き機きが迫るはずのヘリオに、チェリクからの援軍は来ていない。これにも諸しよ説せつあったが、

「グレイガンのせいだ」

　という意見があった。

　チェリクの傭よう兵へい隊長だったグレイガンは、チェリク王ヤムカ二世の不ふ興きようを買って追い出された男だ。その男を、ジャラーは高い報ほう奨しゆうで雇やとい入れている。これに憤いきどおったヤムカは、ヘリオへの援軍を取りやめにしたという。

（策さく謀ぼうと、裏切りとの連続か）

　一兵卒となった自分には関かかわりのないことだと思いながらも、いざ門をくぐって、街路を埋めつくした人々の顔を見ると、オルバは考えずにはいられない。

　犠ぎ牲せいになるのは、常に力のない民衆たち。行進していくオルバは、見送るひとりの少年と目があった。粗そ末まつで薄うす汚よごれた服を着、身体からだも瘦やせている。それでも兵士たちを見る目に憧あこがれと希望があった。つとオルバは視し線せんを逸そらす。それは、かつての自分そのもののようだった。




　ヘリオはタウーリアにくらべるとずいぶん埃ほこりっぽい。街路は整せい備びされておらず、通りの左右には飾り気のない石造りの家々が並ぶ。街角には露ろ店てんや屋台の姿が目立った。

　陽ひが暮れて間もないその通りを、オルバとシーク、それにギリアムが歩いていく。

　他国への援軍に来た身である。正規の兵はもちろん、傭兵にも厳きびしい軍規が課かせられる。酒でも飲んで、他国の人間や軍隊と揉もめごとを起こしてしまえば国際問題になりかねないためだ。

　が、オルバら三人が編へん入にゆうさせられた小隊の隊長が、やる気のない男だった。傭兵隊はいくつかにわけられ、オルバたちは使われていない民家を宿舎としてあてがわれていたが、小隊長はあまり厳しいことも言わず、

「就寝前に点てん呼こを取る。それまでに帰ってこい」

　とだけ伝えた。あとは気もそぞろに、真っ先に出かけていったのである。

「しかし、何もない街だな、ここは」

「しっ。ギリアム、聞こえるよ。メフィウス人だというのでただでさえ目立つんだから、滅めつ多たなことを言うものじゃない」

　ギリアムが不ふ機き嫌げんなのは、小隊長同様、彼もすぐに出かけた口なのだが、裏通りの娼しよう館かんにいった折、入店を断られてしまったからだ。店主は何やらもっともらしい口実を言っていたが、要するに、メフィウス人の客を取りたくないのだ。

（あそこの妓ぎ女じよどもは、メフィウス人と寝た）

　などと噂が立てば、ゼルド人の客が寄りつかなくなる恐れがある。

　それで怒りも露あらわに帰ってきたギリアムを、シークはオルバとともに食事に誘った。

　あてがあるわけもないから、観かん光こうがてら街路をぶらぶらと歩く。通りにはゼルド人はもちろん、この国が独自に雇やとった傭よう兵へいたちも多いためにか、様さま々ざまな人種であふれている。

　ギリアムが「何もない」と評したとおり、通りのどこにも、人目を引くような派は手でなものがない。地味で、堅けん実じつとなれば、メフィウスとて他国からそう陰口を叩たたかれることも多いのだが、さすがに小さな都市国家よりは、よほどメフィウスのほうが色彩に満ちていたように思える。

「何より、娯楽があった。人殺しの娯楽がな」

　剣けん闘とう士し時代を振り返ってか、自じ嘲ちよう気味にギリアムは言った。

　オルバはというと、ろくに口も開かず、また別段物珍しそうでもなく、ただ周囲を無感動に見わたしているきり。

（やれやれ。とんだ引いん率そつ係だ）

　シークは思うが、こういう役まわりは嫌いじゃない。

　一時間ほどもぶらぶら歩いたのち、とある店に入った。

「おや」

　とシークが声を出したのは、すでにタルコットとスタンの姿があったからである。どちらも同じ隊に所属していた。スタンは挨あい拶さつしたが、タルコットは無視を決め込んで、別のことに夢中になっていた。

「こんな殺さつ伐ばつとした傭兵稼か業ぎようにはうんざりなんだ。きみとここで出会ったとき、おれは自分だけの花を見つけたと思った。他ほかの奴やつらに摘つみ取られるくらいなら、おれがいっそこの手で持ち去ってやろうかと思える花をね。なあ、戦いが終わったら、おれといっしょに街を出ないか」

　店で働いている女性を口く説どこうとしているのだ。女性は二は十た歳ち前後。頭に巻きつけた赤いスカーフが鮮あざやかなその女は、肩にまわそうとするタルコットの手をすっといなした。

「あんたがお酒を抜いて、化粧を取ったわたしの顔を見た上で同じことを言ったら、信じてあげるわ」

　などと笑う割に、化粧っ気はないに等しい。要するに手て慣なれているのだ。毎晩酔すい漢かんの相手をてきぱきとこなす様よう子すまで想像できるようで、シークは思わず微笑ほほえんだ。

　西方タウラン地域においては、国によって、女性の身分に大差ある。ここへリオやタウーリアは比較的姿格好も自由だし──とはいえ、地域柄がら、肌を露ろ出しゆつすることはほとんどない──、こうして接客業にも就けるようだが、例えば西のチェリクなどは、女性が人前に出て働くことは禁じられており、また往来に出るときには身体からだだけでなく顔にも布を巻いて、目以外の部分を露出しないよう厳きびしく義務づけられているほどだという。

　ともあれ、タルコットをやんわりたしなめた女は、オルバたちのほうへ来て注文を取った。仮面姿のオルバを見て、ちょっと驚おどろいたように目をみはったが、特に何かを言うわけでもない。ギリアムが店内を見まわした。テーブルが五つほど並んでいる、さほど広くもない店だが、他に店員らしき者はいない。

「ひとりで切り盛りしているのか？」

「弟が厨ちゆう房ぼうにいます」若い女は如じよ才さいなく答えた。「わたしの反対を振り切って、エイメンでの戦いに参加しましてね、足を悪くしたんです。表に出ても無ぶ愛あい想そうなんで、厨房を任せていて」

　姿格好は地味で、目を引くほどの美人というタイプではないが、表情と声に明るさがある。近所ではさぞ人気があるだろう。どことなく、近この衛え隊たい歩兵隊の世話係だったミラという女を思わせた。

　客は、他ほかにもうひとりだけ。その客もまた同じ小隊の傭よう兵へいだったが、タルコットらとはちがう席にひとりで座っている。いまのオルバ以上に寡か黙もくで、最初に挨あい拶さつをしたきり声を聞いていない。確たしか、クルンという名前だった。

　ケイと名乗った若い女が料理を運んでくる。香こう辛しん料りようをふんだんに使った羊の焼肉とかぼちゃのスープ、野菜が数点。

　ギリアムが麦酒ビールを注文したが、この店にはなかった。代わりに木の実の酒が運ばれてくる。渋しぶみが強いのか、ひと口含んだだけでギリアムは嫌いやな顔をした。

「ここは、食べものも酒もひと癖くせあるな」

「そう言わずに。さあ、オルバも食べよう。慣なれてしまえばどこの国の食事も同じさ」

　食事も半ばほどを過ぎた辺りになって、

「ほう、ここははじめてだな」

「ちょっと薄うす汚ぎたないんじゃないか？　だから前の店にしようと言ったんだ」

　どやどやと騒さわがしい男たちが入ってきた。入口を一いち瞥べつしたケイが一いつ瞬しゆん顔をしかめる。

　いずれも、簡かん素そな武装をした、体格のいい兵士たちである。

「『赤い鷹たか』」

　シークがぼそりとつぶやいた。胸当てに赤々とした鷹の姿が描かれている。グレイガン率いる傭兵の証あかしだ。

　ヘリオにやってきた勢力のなかではもっとも大きく、それゆえか、街を我わがもの顔で振ふる舞まっているという話だ。潤じゆん沢たくな軍資金をもって毎日遊び歩き、サービスが悪いと言っては店を荒らす。街を守っているからその代金をよこせと言っては豪商を強ゆ請する。これにほんの少しでも逆さからえば殴られ、蹴けられて、しまいには赤い鷹の軍営所につれていかれる。

　ジャラー王はこれを見て見ぬ振りをした。グレイガンにへそを曲げられては、国の守りもたちいかなくなるのが現在のヘリオだ。したがって兵たちはますます増長し、事件を起こさぬ日はない。

　その『典型的な例』をシークらは見せつけられることになった。兵たちは横おう柄へいな態度で席につき、料理を注文する。

「おや、メフィウス人がいるぜ」ひとりが聞こえよがしに言った。「よう、タウーリアのゼルド人を何人斬きった？　それでよくもまあ抜け抜けとタウランに入れたもんだな」

「構うなよ。あっちで仮面をつけて格好をつけた坊やに殺されちゃうぜ」

　野や卑ひな笑い声が聞こえる。ギリアムが無言で席を立とうとするのを、シークが抑おさえた。店を出ようとしていたわけでないのは、隆起した腕の筋肉を見ればわかる。

　ケイが料理と酒を運んできた。兵たちがその味つけに散さん々ざん文句を言ったあと、ケイが空あいた皿を下げようと近づいたときだった。

「きゃあっ」

　ケイの手を強引に引いて、兵士が自分の腕のなかに彼女を抱え込んだ。

「や、やめてください」気き丈じようにもケイは笑えみを消さず、「そういうお店だったら、裏通りにいくらでもありますから」

「商売女なんて興きよう味みないねえ。どうだ、いい目を見させてやるぜ。赤い鷹たかの女となりゃ、金も思うがままだ。いい服も着れる。悪くないだろう」

「無ぶ粋すいな連中だな」離はなれた位置で、タルコットがこっそり囁ささやくのが聞こえた。「口く説どき方がいかにも下品だ」

「わたしには、両親から継いだ店がありますから」

「はっ、こんな辛しん気きくさい、つまらん店、さっさとたたんで──」

　言いかけた兵士の頰ほおが張られた。他ほかの二、三人が大笑いするなか、ケイはきっとまなじりを吊つりあげて立とうとする。そこを、頰を張られた兵士が突き倒した。

「姉ねえさん！」

　厨ちゆう房ぼうのほうから若い男が飛び出してきた。といっても勢いに欠けていたのは、杖つえを持って、右足を引いていたからだ。ケイの弟だろう。

「姉さんに何をする。出ていけ」

　線せんの細い、まだ少年といっていい年ねん齢れいだったが、すごい剣けん幕まくで兵士に詰め寄ろうとする。ひとりが両手を広げて、

「おいおい、そんなにすごむなよ。悪かった。すぐに出ていってやるさ」

　言うなり、少年の腹を蹴けりあげた。前のめりに身体からだを折って倒れるのを、今度はケイのほうが「ニルス！」と叫んで近づいていこうとする。その髪を後ろから引っぱられた。

「ああ、お望みどおり出ていってやるとも。ただし、おれたちが店を出るより早く、店のほうがおれたちの前からなくなるかもしれんがな」

　肩の上にケイを強引に担かつぎあげる。

（ちっ）

　シークが唇を嚙かんだ。荒くれ者ぞろいの傭よう兵へいとはいっても、さすがに常じよう軌きを逸いつしている。しかし、赤い鷹と騒さわぎを起こすわけにはいかない。と、視界の端にクルンの姿があった。背を丸め、目立たぬようにしていて、脅おびえきっているかとも見えたが、表情は怒りに満ちている。彼も同じ葛かつ藤とうをしているのかもしれない──とシークが思えたとき、

「うがっ」

　奇き怪かいな呻うめき声ごえが聞こえた。

　兵のひとりが横よこっ面つらを押さえて倒れている。

（まさか）

　とシークが思うまでもない。兵の傍かたわらに突っ立っているのは、仮面をつけた男の姿だ。中ちゆう空くうに、突き出された彼の拳こぶしがあった。

「ほう」ギリアムがにやりとして席を立った。「珍しく気があうな、小僧」

「ま、待て」

　シークが止める間もなく、ギリアムは駆かけ込んでいった。

「こ、このメフィウス野郎ども！」

「おれたちに手を出して、どうなるかわかっているのか」

「手前てめえらこそ」無言のオルバに代わって、ギリアムがすごんだ。「女に手を出して、ただで済むと思っていないだろうな」

「ちくしょう、やれっ」

　人数は七人と、赤い鷹たかのほうが多い。さすがに抜刀こそしなかったが、押しあい、へしあいの乱らん闘とうとなる。ギリアムがひとりを抱えて投げ捨てれば、オルバが組みつこうとした相手からさっと距きよ離りをおいて、真正面からその鼻っ面を蹴けりあげる。

　止めようとあいだに入ったシークも、横あいから殴られた。鼻からぽたぽたと血が滴したたって床ゆかを汚すのを、一いつ瞬しゆん、他ひ人と事ごとのように眺めていたが、

「貴様」

　別人かと思うほどぞっとする声こわ音ねで言った。

「わたしの顔に傷をつけたな。古代王朝が末まつ裔えい、このシーク・エイランドの顔に」

「ほざきやがれ」

　さらに見み舞まわれた拳をすっとしゃがんでかわすと、相手の股こ間かんに容よう赦しやなく膝ひざをぶち当てた。

　この騒さわぎのなかにあって、ひとり、あのクルンという傭よう兵へいは姿をくらましていたのだが、誰だれも気づく者はない。タルコットはというと、離はなれた位置でひょいと卓上に飛び乗って、やんややんやと喝かつ采さいを送っている。すると、弟分のスタンに肘ひじ打うちされた。

　促うながされるままに入口のほうに目をやり、それから驚おどろくような速度で裏口のほうへと駆け出した。スタンもあとへとつづく。

　ふたりが姿を消したのとほぼ同じタイミングで、

「何をしている！」

　入口に、新たな兵士たちがあらわれた。騒ぎを聞きつけてやってきたのだろう。しかしオルバたちにとって不運だったのは、彼らがヘリオの正規兵士ではなかったことだ。武装した彼らの胸で、いずれも赤い鷹が誇らしげに翼つばさを広げていた。




　　　　２




　ボーワン・テドスは城の広間でジャラー王と謁えつ見けんしていた。隣となりには王おう妃ひマリレーヌがいる。噂うわさの数々はボーワンも聞きおよんでいたが、真しん偽ぎはどうあれ、ひとまず宝玉のような美しさだけは噂にたがわぬものだと思った。

　チェリク王家は沿岸諸しよ国こくがひとつリーブラと縁えん戚せき関係を持ったことがあり、マリレーヌも他国人の血を引いている。象ぞう牙げ色いろの肌に、漆しつ黒こくの髪と目。何とはなしに、その場にいるだけでむっとするほど花の香りで匂においたつようである。

　対してジャラーは、太たい鼓こ腹ばらの、目め尻じりの下がった男である。せいぜい王らしく着飾ってはいたが、風ふう采さいのあがらない中年男が演えん劇げきで『王の役』を無む理り矢や理り演じているのに近い違い和わ感かんがあった。

　ともあれ、ジャラーは型どおりに歓かん迎げいの挨あい拶さつを述べたが、

「しかし、バズガンどのともあろうお方が、いささか決断が遅れたのではないか」

　そう口を挟んだのはグレイガンである。

　いくら厚こう待たい遇ぐうで雇やとわれているとはいっても、傭よう兵へいは傭兵。まるで王のそれのような態度に、いささかボーワンは面めん喰くらった。表情から驚おどろきを隠せなかったのは若さゆえである。

「よ、よいではないか、グレイガン。こうして、六〇〇もの兵をもって駆かけつけてくれたのだから」

　ジャラーがとりなすように言った。板挟みの立場にあって冷や汗を禁じ得ないのが傍はた目めにもわかる。

　驚おどろきからさめると、ボーワンの胸にたぎるような怒りが湧わいた。

「グレイガンどのは、まるで一国の将軍のようでございますな」

　もてはやすとも皮肉ともつかない言葉だ。が、グレイガンは顔色ひとつ変えず、

「おれは戦いにしか向かぬ男だ」とうそぶいた。「平和な時代には何の役にも立たないが、いざ戦いとなると、なるほど、どの国の将軍にも劣らぬ働きを見せよう。おれがチェリクを飛び出したのも、失礼ながらかの国主ヤムカ二世どのが、ガルダ軍に対して弱腰な姿勢を見せたからよ。ここヘリオならば存分に戦えるだろうと踏んでやってきたのだ」

　こわそうな髪に髭ひげ、態度は飄ひよう々ひようとしているようで、目は精気に満ちあふれ、かと思えば鉄を打ったかのように冷れい徹てつな光も同居させている。本人が認めるとおり、こと戦いに関してはできる人物だと見えた。

「ほう、これは頼りになるお味方を得た。ガルダ軍も不運ですな、このような英えい傑けつがヘリオにおられて」

「相応の手て柄がらは立ててみせよう」

　グレイガンは見下すような笑えみを浮かべた。

（若僧めが）

　そんな感情が透すけて見えるような笑みだ。ボーワンは確たしかに若い。思わずかっとなりかけた。

　そこへ、駆かけ込んでくる者がいた。グレイガン配下の人間だ。遠くでひざまずくのを、

「よい」

　とグレイガンが許可を出してそばへ招いた。御ご前ぜんだというのに、意に介する様よう子すもない。耳打ちされて、「何」とグレイガンは声を出した。それから、やや間をあけてボーワンのほうを眺めた。

「ど、どうしたのだ、グレイガン」

　ジャラー王が緊きん迫ぱくした空気に耐えきれなくなったように口を開く。

「これは、困ったことになりましたな」グレイガンは顎あご鬚ひげを手で撫なでさすった。「どうやら、ボーワンどのの兵が、到着早々、街なかで乱らん暴ぼう狼ろう藉ぜきを働いたようだ」

「どういうことだ？」

「酒を飲んで酔ってでもいたのだろう、おれの部下に絡んで、七名も怪け我がをさせたという」

「馬ば鹿かな」

　ボーワンが唸うなったが、グレイガンはいかにも困ったように、しかし内心ではこの展開を面おも白しろがっているのがありありとわかる表情で、

「ジャラー王、そのならず者どもを部下が捕らえ、近くへつれてきているようです。ここへ引ったててきてよろしいか」

　と、一応は王の判断をあおいだが、答えなどわかりきっているような声こわ音ねだった。抜き身の刃やいばにも似た眼光に、ジャラーが「う、うむ」とたるんだ顎を引く。

　ほどなくして、広間に三人の若者がつれてこられた。瞬しゆん間かん、

（くそっ）

　ボーワンが奥歯を嚙かみしめた。後ろ手に縄なわを打たれているのは、確かにタウーリアの傭よう兵へいである。ひとりひとりの顔を覚えていたわけではないが、あの仮面をつけた兵の姿があるのでまちがいない。ボーワンの顔色を読んだグレイガンが、

「どうやら、確かにタウーリア兵のようですな」

　笑う。と、意外なところからも笑い声があがった。場にそぐわぬ、鈴を鳴らしたような声だった。

「マ、マリレーヌ」

　ジャラーがたじたじになっているなか、美しい王おう妃ひはふくよかな唇を嫣えん然ぜんと吊つりあげている。

「七名を怪我させたというので、どれほどの大人数かと思っていれば。たった三名で、赤い鷹たかの勇士とやりおうたのか。タウーリアも精強の士を揃そろえていらっしゃいますな」

「は、はあ」

　どうにも応こたえようがないボーワンだ。無む論ろん、グレイガンにとっては面おも白しろい品評ではない。肩をいからせ気味にしながら、三人のほうへと近づいた。

「顔を隠しているところからして、魔ま道どう士しの間かん諜ちようではないか？　怪あやしげな術でも使ったのだろう。どれ、顔を見せてみろ」

　グレイガンは腰の剣をすらりと引き抜くと、やにわに仮面をつけた兵士──オルバの首もとに当てた。オルバは身じろぎもしない。グレイガンは嘲ちよう弄ろうするように、つつと刀身を仮面の上に滑すべらせた。

「ほほう、命いのち乞ごいもせぬか。魔道士の操あやつり人形には心がないともいうな」でたらめなことを言いつつ、グレイガンはさっと肩の上へと剣を振りあげた。「お后きさきさま、操り人形は首を斬きっても死なぬとか。なかなか面おも白しろい見世物にはなるかと思われます。いまごらんに入れましょう」

　マリレーヌは口こう辺へんにほのかな微笑を貼はりつけたまま、処刑の現場を見学するかのように腰を浮かせかけた。シークが息を吞のんで、さしものギリアムも大声を出しかけたとき、

「待て」

　広間に、ひとりの老人が姿を見せた。青い豪ごう奢しやなトーガを身にまとっているが、歩き方はおぼつかなく、左右を兵士に抱えられている。ジャラーの顔が不安げに揺らぎ、それから愛あい想そ笑わらいを取とり繕つくろった。

「これはこれは、ハードロスさま。おいでいただくとは珍しい。お身体からだの具合はよろしいのですか？」

　ハードロス・ヘリオ──先代王エラーゴンの父は、薄うすい胸を上下させていた。

　すでに王族としての地位も肩書きも失ったハードロスではあるものの、影えい響きよう力りよくはいまだに大きい。民たみにとって、ヘリオ王家とハードロス本人の功こう績せきは忘れがたいものであり、ジャラーにしてみても、今後へリオを安あん寧ねいのうちに統治するためには、ハードロスの処しよ遇ぐうに慎重にならざるを得なかった。

　現在は軟禁状態にある。王宮内では比較的自由な行動を許されているが、ジャラーの指揮下にある兵たちの監かん視しは厳きびしく、その外へは一歩たりとて出られない。

「よろしいか、だと？」

　老人は声を震ふるわせて言った。顔中の皺しわはさながら苦く悶もんのうちに刻まれた溝のようにも見える。しかし目だけはしっかりとジャラー、そしてグレイガンをねめつけて、

「よろしくなくとも、宮中でこうも騒さわがれては老骨に鞭むち打うたんわけにもいくまい。グレイガンといったな、ヘリオ宮廷でこれ以上無用の血を流すことは許さぬ。そなたの兵が街なかで起こしている騒ぎはわしの耳にも入っておる。そこにいる三名のみが責を負って済む話でもあるまい」

　グレイガンは、さすがに一応はかしこまった姿勢になって、剣も腰に戻した。ハードロスはマリレーヌをも視界におさめながら、

「いまは内々で争っているときではない。恐るべき外敵が今日きよう明あ日すにもヘリオの外がい壁へきを崩しにやってくるかもしれぬのだ。民たみを守るのは我われらの義務ぞ。こんなところで、街なかの喧けん嘩かなどを理由に剣を振りあげている場合でも──」

　そこまで言ってから、ハードロスは激はげしく咳せき込んだ。ここぞとばかりにジャラーが手を叩たたき、追い出しにかかる。

「大おお殿との、無理をなさってはいけません。ほれ、大殿を部へ屋やにおつれいたさぬか」

「待て。ジャラー、まだ……」

　ほとんど揉もみくちゃにされながらもハードロスが何か言いかけたとき、マリレーヌがすっと衣い装しようの長い裾すそを払うように席を立った。

「大殿、ご安心めされ。他国よりの勇者たちは、わたくしが責任を持って歓かん待たいするといたしましょう。この場での流血はもはやあり得ませぬ。そうであるな、グレイガン？」

「は」

　王おう妃ひに、オルバらを自分の客にすると宣言されては、グレイガンも手出しできない。マリレーヌは傭よう兵へい団だん団長からかつての義父へと視し線せんを戻し、にっこりと微笑ほほえんだ。
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「さあ、お部屋に戻って、養よう生じようなさいませ。いま大殿がなさらねばならない最大の国事は、ご自分の身体からだをいたわることでございますれば」

「女め狐ぎつねめが」

　ハードロスは激しい咳せきの合間にも、厳きびしくマリレーヌをにらみつけていた。やがてハードロスの姿が消えると、急に広間内の温度が二、三度下がったように思われた。




　ほどなくして、グレイガンもジャラーの御ご前ぜんを辞した。傭よう兵へい団だんの副長が、グレイガンのあとを追いかけながら憎にく々にくしげにこぼす。

「まさか王おう妃ひに口出しされるとは思いませんでしたな」

　グレイガンはふんと笑って、鼻の下の髭ひげをそよがせた。

「多情なあのお后きさきさまのことだ。今宵こよいは目先を変えて、傭兵風ふ情ぜいを寝しん所じよに誘い込もうというのだろう」

　そう言ったが、言葉ほど目つきに余裕がないのは、彼が普ふ段だんからマリレーヌ本人に並々ならぬ関心を寄せているのと、そして、

（あの仮面男め。剣を突きつけても、まっすぐおれの目を見返してきおった）

　取るに足らぬ一兵士の目つきが、グレイガンに苛いら立だちを残したからだ。

　やがて副長とわかれると、傭兵団団長は宮きゆう殿でん内にあてがわれた広い居室へと戻った。

　そこに、布を頭にかぶって、遊牧民のごとき格好をした男が待っていた。ここへリオにおいて常にグレイガンのそばにいる。おそらく主従の関係だろうが、彼はグレイガンが入ってきても振り返りもせず、何やら手もとにおいた水晶球をのぞき込んでいる。

「何か面おも白しろいものでも見えるか」

　グレイガンも気にせず、訊きいた。男が手にしている水晶球、頭ず蓋がい骨こつを模もした形をしているのだが、人間のそれとはやや形状が異なる。鼻はなっ面つらが長く、左右の額ひたいには角つのに似た突起物がある。あたかも人間と竜のあいだを取ったかのような形だ。その落おち窪くぼんだ眼がん窩かの部分をのぞき込んでいた男は、

「手て筈はずがととのったようにございます」

　と言った。おう、と唸うなったグレイガンは、先ほど抱いた苛立ちも忘れて、爛らん々らんとその目を輝かがやかせはじめた。

「いよいよか。一軍を率いる将の立場にも飽あいたところだ。魔ま道どう士しがふたたび魔性の力をもって世界に覇はをとなえようとしているとは、さても面白い時代になったものよな」

　暗青色をした顎あご鬚ひげを手で撫なでさするグレイガンは、興こう奮ふんを抑おさえきれぬように剣の柄つか頭がしらを手で叩たたいた。
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　マリレーヌが三人を招待したのはもちろん寝所などではなく、竜りゆう神じん教きようの聖堂だった。

　円えん蓋がい状の屋根は見あげるほどに高く、陽ひが暮れたいまとなっては、闇やみに吞のまれててっぺんが見えないほどだ。聖堂つきの女官たちがあちこちの燭しよく台だいに火を灯ともすのを待ってから、大理石の床ゆかを歩いていくと、マリレーヌはいったん祭さい壇だんの前にひざまずいて祈りを捧ささげた。

「これも、占うらないのとおりだな」ギリアムがこっそりと小声で言う。「高貴な女か。おまえといると、よくよく退屈しねえ」

　オルバは無言でマリレーヌ──市中で、売国の后きさきとも罵ののしられる女──の後ろ姿と、聖堂内を見つめていた。メフィウスで多々見かけられるような偶ぐう像ぞうは、ここの聖堂には見当たらない。壁かべにめぐらせた金銀の帯形状の装そう飾しよくがきらびやかなばかりで、あとは目を引くようなものなどほとんどなかった。

「さて、お客人」

　マリレーヌは振り返ると、あでやかな笑えみには似つかわしくないことを言った。

「わたしも無む為いに人助けをしたわけではない。もしここでわたしの無ぶ聊りようを慰なぐさめるために戦ってみせよ、と命じたらどうするのじゃ？　メフィウスには剣けん闘とうの儀ぎ式しきもあると聞く。神前に捧げるための生いけ贄にえを、敗北者のなかから選ぶと申したら？」

　シークはうやうやしく一礼した。

「わたしどもの命をお拾いになったのが王おう妃ひさまなら、お捨てになるのも王妃さま。我われ々われは命じられるがままでございます」

「言うほど殊しゆ勝しような男とも見えぬがの」

　マリレーヌは手の甲で唇を隠すようにして笑った。と、三人のもとに神官たちが葡ぶ萄どう酒しゆを満たした杯さかずきを運んでくる。マリレーヌもひとつ受け取って、

「これも運試し。そのなかにひとつだけ、毒が入っている。それも西のサリサより取り寄せた猛毒じゃ。わずか数滴酒に垂らしただけで、大の男数人はゆうに殺せる。とはいえ、三人が全員飲む必要はない。誰だれかがいちばんに飲み干してみよ。その男が生きようが死のうが、そなたら全員を解放してやろう」

　シークとギリアムが顔を見あわせた。王妃の真意ははかりかねるが、両者とも、さすがに緊きん迫ぱくの色がある。何しろ、夫が戦死したばかりだというのに、謀む反ほんに加わった家か臣しんからの求婚を受け入れた女だ。

　オルバはというと、受け取った杯の中身をじっと見おろしている。かすかな灯あかりに照らされた酒が、果たして毒でくすんでいるのかどうかもわからない。

「どうした？　やはり、メフィウス人は剣闘のほうがお好みか？」

　手のなかで酒しゆ杯はいをまわしながら、マリレーヌは訊きいた。目がきらきらとして、好奇心にあふれている。男三人の命をいままさに弄もてあそびつつ、表情はともすれば童女のようですらある。

　オルバは液体に映し出された仮面越しに、自分の目を見ていた。

　心しん臓ぞうの音が聞こえるほど、辺あたりは静けさに満ちている。

（思えば──）

　オルバは自身の目と見つめあいながら、もの思いにふけった。

（思えばこの六年、おれの心しん臓ぞうは、オーバリーを殺すためだけに鼓こ動どうを打っていた）

（その目標もないいま、いったいおれの血は何のために流れて、おれは何のために眠り、何のために明日あしたを迎えるのか）

　メフィウスを発たって以来、得え体たいの知れない倦けん怠たい感かんに取りつかれているようでならなかった。たとえあまりに遠くて、あまりに困こん難なんであろうとも、復ふく讐しゆうという明めい確かくな目的があればこそ、オルバはどのような苛か酷こくな試練にも打ち勝つことができた。自分でもじれったくなるほどに、ひたすら歯を喰くいしばって時勢を待つこともできた。しかしいまは、歩いていくその向こう、遠方に目指すべきものが何もない。いいや、足もとすらおぼつかず、次の一歩を踏み出すことさえできずにいる。

（おれは、オーバリーに取とり憑つかれていやがるのか。あいつがいなければ、おれは飯を喰らって、クソをひり出して、毛布にくるまって眠る──そんな当たり前のことさえできねえのか）

　ヘリオの酒場で、ケイというあの女の悲鳴を耳にしたとき、オルバの脳のう裏りを稲いな妻ずまのようによぎったのは、それこそ六年以上も前、故郷の村で、ガーベラの荒くれ兵に抱きすくめられた母の姿だった。

　どろりとした黒い感情が、オルバの胸の奥で頭をもたげた。粘ねばり気けのある血が手足の血管を流れていく。そしてオルバ本人の意思とはかかわらず、まるでその黒い血によって操あやつられたかのように、彼は、気がつけば赤い鷹たかの傭よう兵へいを殴り倒していた。

（おれは、いつまでも──）

　故郷をあとにし、泣き叫んでさまよう少年のままだ。

「オルバ！」

　シークとギリアムが声を揃そろえた。オルバは酒しゆ杯はいを傾け、中味を一気に飲み干していた。

「おお」

　と目を輝かがやかせたマリレーヌは、自らも酒杯を空からにした。

「そちらのふたりも空あけるがいい。ただの余よ興きよう。毒など最初から入っておらぬ」

　シークとギリアムは覚悟を決めて、酒を喉のどの奥へと流し込んだ。さすがに場末で出されていたものとは違う、上質の酒だ。三人とも身体からだに変へん調ちようはない。毒がないというのは確たしかなようだった。

　それからマリレーヌは三人のために椅い子すを用意させた。メフィウス出身ということで、故国のことをいろいろと訊きかれた。以前にエスメナ姫に招かれたときと同様、受け答えを主おもにしたのはやはりシークだ。

「ほう、そなたら、噂うわさに聞くメフィウスの剣けん闘とう士しであったか」マリレーヌは長椅子にゆったり身をあずけている。「どおりで赤い鷹の兵を叩たたきのめすだけはある。前々から気になっておったのだが、剣闘士というのは、男だけか？　女の剣闘士はおらんのか」

「剣けん闘とう士し、という名称で呼ばれる女性はいません。ただ、一年に数度、自由を勝ち取りたい女奴ど隷れいたちが数十人、闘技場で戦わされることもあります。武器も持たず素手で、なおかつほとんど半裸の格好で取っ組みあうのです」

「見世物になるわけだな。しかし自由を得られるとあれば、笑われようと、賭かけの対象になろうと、命がけで戦うであろうな」

「それはもう」

「この目で見てみたいものじゃ」

　マリレーヌは次々と酒しゆ杯はいを空にした。

　この間、またもオルバはひと言も発しなかったが、ふとマリレーヌが立ちあがって、オルバの眼前に立った。

「面おも白しろい目」突然そう言った。「わたしを恐れてもいない。いいえ、そもそも関心を持っていない。まるで、愛した人を亡くしたような目」

　仮面越しに、オルバの目が動揺した。

「最初から死ぬつもりで戦場を求めてきたか？」

「まさか──おれは」

　かすれた声でオルバは答えた。仮面ごと視し線せんを外はずそうとするその少年めいた仕し草ぐさに、マリレーヌはふっと微笑ほほえんで、

「そういう男ほど、悪運がついていて死ねぬものよな。もうよい、お下がりなさい。腕が立ち、勇ゆう敢かんなのも結構だが、今後あまり無む茶ちやはせぬほうがいい」

　マリレーヌに促うながされるまま、三人とも聖堂を出た。夜や気きを吸うと、誰だれからともなくため息が洩もれた。修しゆ羅ら場ばは数多く経けい験けんしてきた剣闘士たちも、いまのような場面となるといささか勝手がちがう。

「女性の不ふ興きようを買うのは慣なれているようだな」

　ギリアムが半分本気の表情で言ったが、オルバはまたも無言。しかし胸中ではマリレーヌの言葉がいく度となくよぎっていた。

　三人が宮廷の敷しき地ち内から出かけたとき、

「よお」

　門前で手を挙げたのはタルコットだった。隣となりにはスタンの姿もある。ギリアムが威い嚇かくするように歯を剝むきながら近づいていくと、タルコットは大げさに後ろへ跳とび退のいた。

「自分たちだけとっとと逃げやがって」

「おいおい、おれたちはおまえらの喧けん嘩かに巻き込まれただけだぜ。加勢したことを感かん謝しやされても、責められる筋合いはねえな」

　実際は加勢もせず、見物を決め込んでいただけなのだが、赤い鷹たかとの喧嘩は、オルバらの意思によるものなのは確たしかだ。ギリアムが唸うなりつつも足を止めると、タルコットはにんまりして、

「とはいえ。おまえら、よく無事で戻ってきたな」

「仮面の御ご仁じんが、高貴な女性に気に入られる相を持っていてね」

　シークが言うと、タルコットはきょとんとなった。と、門の奥から赤い鷹たかの傭よう兵へいたちがこちらを憎にく々にくしげに見ているのに気づいて、べえっと舌を出してからかう。

「いい気味だぜ、あの野郎ども。どうだ？　またあの店にいこうぜ。赤い鷹にひと泡吹かせた祝いだ。スタンが賭と博ばくでたんまり儲もうけたみたいなんで、今度は一杯奢おごってやるよ」

　タルコットは自分の金であるかのように言った。

「一応は、ダンカンどののところへ報告にいかなくちゃいけないと思うんだがね」

「知ったことか。大体、おまえらが釈放されたなんてまだ知らされちゃいないよ。さあ、いこういこう」

　タルコットも最初はオルバらを嫌きらっていたはずだが、もっと嫌いな連中と揉もめごとを起こしたので、いまや同志に似た気持ちがしているらしい。スタンに負けず劣らず、単純な面があるのだ。

　オルバも特には反対せず、五人でケイの店に戻った。乱らん闘とう騒さわぎのせいでテーブルや椅い子すが壊こわれていたが、「何もなけりゃ地べたでもいい」と、タルコットがチップを弾む。ケイは後ろで束たばねた髪を左右に振った。

「いいわ、受け取れない。あなたたちに助けてもらったんだもの」

「それはいいが、店をつづけるのは賛さん成せいしかねるね」シークが言う。「赤い鷹の連中が腹いせにまた店を荒らしかねない」

「それだと、あいつらに負けたことになるわ。この店だけはゆずれないの」

　年ごろの娘らしい笑えみの裏に、ケイの強情さが見え隠れする。

　結局、営業にはならないというので、ケイも傭兵たちのささやかな酒しゆ宴えんに参加した。足を悪くした弟のニルスも、簡かん単たんな酒しゆ肴こうをつくったのちは末席に加わる。

　話題はあれこれ飛んだが、まずはタルコットが、どうやってグレイガンの手の者から逃のがれられたのか、ということを聞きたがった。シークやギリアムが説明すると、

「へええ、あの別べつ嬪ぴんの王おう妃ひさまがね」タルコットが目を丸くする。「しかしまあ、おれも遠目にしただけだが、いかにも苦労知らずのお后きさきさまだったな。ガルダ軍に侵略されても、自分だけはその美び貌ぼうで助かると思っているんじゃないか？」

「あら、苦労知らずってことはないと思うわ」

　ケイが言った。若いながら、さっきから男の誰だれより飲みっぷりがいい。

「どうして。一国のお后だぜ」

「マリレーヌさまが嫁とついでいらっしゃったのは、たった一四のときなのよ。女が、身ひとつで別の土地へ嫁いでいく苦労ってのを、男はたいしたことないと思い込むのよね。それも、会ったこともない、全然好きでもない男のところによ」

「よせよ、姉貴。おれたちみたいな民衆とはちがうんだ」

「あら、いまあんた、『姉貴』って言った？」

（──一四か）

　オルバは思う。一四の少女が、身ひとつで、別の土地へ嫁ぐ。好きでもない、会ったこともない男のもとへ。

（それも、一〇年というあいだ、故国と戦った宿敵の地だ）

　さっきからマリレーヌとは別の顔が浮かんできて離はなれない。「ちっ」とオルバは舌打ちした。やっぱり自分に酒はよくない。

「悪いが、王妃さまに同情はできないね」タルコットがこの話題をつづけていた。「聞いたところによれば、エラーゴン王が戦死した直後、チェリクから王妃さまあてに遣つかいが来たんだそうな。おそらく、謀む反ほんをそそのかし、ヘリオをチェリクの勢力で乗っ取ろうという腹だったんじゃないかね」

「おれも聞いた」にきびの痕あとがまだ目立つニルスが頷うなずく。「あの王妃、きっといつか竜神の天罰が下るはずさ。おれたちのヘリオをチェリクなんかの思うとおりにしようったって、そうはいかない」

「あなたに何ができるの、馬ば鹿かね。お客さんが来たくなるような新しいメニューを考えているほうがよっぽどいいわ」

　この店をはじめたのはケイの父親だが、ちょうど軌道に乗りはじめたころになって、徴兵され、それ以来帰ってこないという。ガルダ軍との戦せん闘とうではなく、一〇年以上も昔、他ほかならぬメフィウスが侵略してきたときのことだ。

　メフィウス、というので、何とはなしにギリアムたちが居い心ごこ地ち悪そうな顔をしたが、ケイはかぶりを振って、

「いいの。メフィウスとは休戦したんでしょ？　戦う理由もないのに、いがみあったり憎しみあったりなんてもうたくさん。ニルスも、無む理り矢や理り兵隊に取られたわけでもないのに、黙だまって戦いにいっちゃって」

「もういいだろ、その話は。お客さんの前でまで説教しないでくれ」

「何よ」酔ってきたケイは弟にからんだ。「あんたこそ、人前だと強気になるんだから。いつもは、姉ねえさんごめんよ、ごめんよ、って、泣きながら言うくせに」

　ニルスが顔を赤くした。何か怒ど鳴なろうとするみたいに口を大きく開いたが、

「もうやめてやれ」

　シークもギリアムも意外そうな顔をした。口を出したのはオルバだ。

「彼だって、男なのさ。剣ひとつで身を立てたいとも思うし、人前で馬鹿にされたくないとも思う」

「そりゃあ」

　ケイは口をとがらせたが、

「この店を、女手ひとつで切り盛りしようという姉を、助けてあげたいとも思う」

　オルバがつづけると、押おし黙だまった。

　ニルスは照れくさいのか、わざわざ外に出て、酒の追加を持ってきた。戻ってくるまでのあいだ、「そっか」とケイがつぶやく。

「いつまでも、『わたしの弟』ってだけじゃないのよね」

「ほーお」

　ギリアムが、オルバの首に太い腕をまわしてきた。

「何だ、触るな、酒臭い」

「知った風ふうなことを言うじゃねえか。おまえも姉貴がいた口か。純情だったころの自分と、あの小僧を重ねあわせたか」

「触るな、って言ってんだ、酒だけじゃなくて、けだもの臭え」

「何だと、いつまでも調ちよう子しに乗りやがって。あのころとはちがうぞ、喧けん嘩かを止めるタルカスもいなけりゃ、足をつないでいる鎖くさりもねえ」

「ああ、そのおかげでおまえは何度となく命拾いしたんだったな」

「手前てめえ」

　いまにも取っ組みあいになりそうなふたりに、

「やめて！」

　意外なくらいに強い調ちよう子しでケイが割って入った。哀あい切せつを秘めたその瞳ひとみを見て、はっとなるふたりの男に、

「喧嘩なら外でやって。これ以上店を壊こわされたらたまらないから！」

　そう叫んで、タルコットやシークを大笑いさせた。










　四章　コルドリン丘陵の戦い







　　　　１




　オルバ、シーク、ギリアムの三人は、謹きん慎しん処分になった。監かん督とく責任として、やる気のなかった例の小隊長も同様である。狭い民家に閉じ込められて、小隊長は視界の端にオルバたちが入るたびに、つまりはしょっちゅう、罵ののしりと呪じゆ詛その言葉を吐いた。しまいには、

「二度と口が利きけないようにしてやる」

　とギリアムにすごまれ、実際、小隊長は暴ぼう力りよくこそ受けなかったものの、三日目には口を利かなくなった。

　一度、彼らの前をわざとらしく笑い声を立てながら赤い鷹たかの傭よう兵へい団だんが通り過ぎたこともあった。ケイの店で喧けん嘩かをした当人たちの姿もある。

「奴やつら、もとは剣けん闘とう士しだと」

「なら、狭い檻おりがお似合いだな。許可がないかぎり、獣けものには餌えさを与えないでください」

　どっと笑ったが、そのとき窓の隙すき間まからシークが顔を出し、

「きみらの顔は覚えておくよ」にこやかに言った。「ぼくらはいつまでもここにいるわけじゃない。わかっているだろう、獣はいずれ野に解き放たれるんだ。いまはきみたちも大勢かたまっているが、はて、いついかなるときでもそうだろうか。灯あかりのない夜道にひとりでいることはないだろうか。そういうときは背中に気をつけたまえ。爪つめと牙きばを光らせた、飢うえた野や獣じゆうが闇やみに隠れひそんでいないともかぎらないのだからね」

　女性めいた顔立ちをしているだけに、目を細めて笑うその顔にはうそ寒いものがある。赤い鷹たかの笑い声は徐じよ々じよにおさまり、何か、侮ぶ蔑べつとも言いい訳わけともつかない言葉を吐き捨てながら去っていった。

　シークがそうやって恫どう喝かつするのは珍しい。顔を殴られた恨うらみがよほどあるらしかった。

　剣闘士時代にはもっと苛か烈れつな環かん境きようにあったとはいえ、日中、暑いなかに何もすることがないというのは、剣の訓練や獣の世話で汗をしぼり取られるよりもよほどつらいものだ。オルバも決して気の長い性格ではなかった。何か果たさなければならない目的があって、そのために耐えよ、というのなら三日だろうが三年だろうが待てる男だが、先に何もない苦行というのは我が慢まんがならない。

　四日目には脱走を考えたほどだが、幸い──と決めつけていいものかどうか──五日目になって、事態が変わった。

　ついにガルダ軍がエイメンより発たったというのだ。その数、およそ二千。エイメンの拠きよ点てんに残したのが一千だというから、

「信じられぬ」

　ボーワンが腕組みをして疑念を口にしたのも無理はない。あわせて三千ということは、敵が陥かん落らくさせた都市都市で吸収した軍事力の大半だ。ガルダ軍の本ほん拠きよ地ちと見られる、ゼル・イリアスの神しん殿でん跡あとにはほとんど兵が残っていないということでもある。

「占領間もないガルダ軍は、支配力に欠けているはず。本来、多数の兵を残していかねばならぬところを、奴やつらは膨ふくれあがった軍団をほぼ丸ごと進しん撃げきに用いている。都市部でいつ反乱が起こっても不ふ思し議ぎではない上、そもそもこれでは、兵の統率を取るのも難むずかしいはずだ」

「民たみも兵も、魔ま道どうで操あやつっているのだろうさ」

　グレイガンの答えは簡かん潔けつであった。彼はジャラー王に許可を得て、いよいよ進軍することとあいなった。

　こちらの総数は二千五〇〇ほど。数では上まわっている。指揮官に選ばれたのはいちおうヘリオの将軍であったが、彼はお飾りにすぎず、実際のところはグレイガンに決定権があるのだろう、と末端の兵たちですら噂うわさしていた。

　オルバたちも謹きん慎しん処分から解放された。その際、傭よう兵へい隊たい隊長ダンカンが自らやってきて、

「次に赤い鷹たかの傭兵とやりあうときには、」しかつめらしく言った。「誰だれにも気づかれんところで、こっそりとな」

　奇妙にユーモアのある男だった。職しよく業ぎよう的てきな戦争屋を束たばねる男だ、そういった部分も必要なのかもしれない。

　ヘリオ軍、タウーリア軍、グレイガン率いる赤い鷹、そしてダンカンをはじめ、数人の隊長に率いられた傭兵集団。見物しようと門前の街路にひしめきあった群集の中央を縫ぬうように、それら軍勢が進発した。

　先頭はヘリオの正規騎き馬ば兵へい。そのあとを、のしのしと足音を響ひびかせながら騎竜隊が進む。ヘリオの騎竜兵といえば、ラスビウス将軍率いる騎竜隊が勇名をとどろかせていたが、ヘリオ王家に絶対の忠誠を誓っていた彼は、エラーゴン王の死後に起こった謀む反ほんのさなかに行方ゆくえをくらませている。そのため、数は以前の半分ほどに減っていた。

　ヘリオ軍のあとにつづくのはタウーリアの部隊だ。騎馬、騎竜兵、鉄砲隊ときて、ダンカンを先頭にした傭兵集団が列をなして歩を進めていく。一〇〇の騎兵と三五〇の歩兵からなっており、当然、オルバの姿も歩兵集団のなかにある。長い槍やりを掲かかげての行進だ。

　これから戦いに向かうというのに、そして幼少のころに憧あこがれた軍装をし、勇ましく槍そう旗きをはためかせて、大勢の人々に見送られながらの行進のさなかだというのに、依然、オルバの心は晴れぬ靄もやのなかを漂っていた。

　と、門を出る手前になって、隣となりを歩いていたシークが肘ひじでつついてきた。

　促うながされた方向を見ると、群衆のなかに、ケイとその弟ニルスの姿がある。手を振るふたりに何気なく手を振り返した。ざっざっと踏みつらねていく足音、がちゃがちゃと装具の鳴る音。向かう先にたとえ死地があろうとも、兵士たちは群集の歓かん呼こに応こたえるこの誇らしい一いつ瞬しゆんのなかにあっては、誰だれもが死を恐れぬ英えい傑けつである。国々をおさめる王たちがいかなる知ち謀ぼうをめぐらし、いかなる野望をもって火ひ蓋ぶたを切った戦いであるにせよ、兵ひとりひとりにしてみれば、生まれ育った土地を、家族を、隣りん人じんを守るための聖戦。

　だが、

（剣けん闘とう士しにも、傭よう兵へいにも）

　降り注ぐ声援であれ、見送る人々の目であれ、何ら意味はなさない。オルバは、周囲一帯が灰はい色いろに塗りつぶされた空間の中央を歩んでいく。

　最後に門をくぐるのが、グレイガン率いる赤い鷹たかだ。五〇〇の兵力が出陣し、残り二〇〇人余が、ヘリオ正規兵五〇とともに都市防ぼう衛えいにあたる。

　列をつくった軍勢がヘリオをあとにした。

　空は曇どん天てん。

　風は乾いている。

「ハードロスさま、お身体からだに障さわります。お部へ屋やにお戻りください」

　城じよう壁へきから突き出た尖せん塔とう、その屋上にハードロス・ヘリオがいた。トーガの上に羽は織おった毛け織おりのマントをはためかせている。

　侍じ従じゆうの呼びかけにも応じず、眼下を流れる人波を無言のまま見おろしていたのだが、それにも飽あいたのか、ハードロスはくるりと身を翻ひるがえすと、南西の方角へと目を細めた。天気がよければ、はるかかなたにソーマ湖の周囲にある森林の影かげがのぞめる。

　ハードロスは、ソーマ湖に格段の思い入れがあった。

　ソーマ湖周辺は地味が肥こえており、ゼル・タウラン時代からの穀こく倉そう地ちであった。その湖を挟んで東にヘリオ、南にチェリクがある。二国は、湖の支配権をめぐっていく度となく争った。もちろん肥ひ沃よくな土地であるがゆえ、二国のみならず、他ほかの勢力も常にソーマ湖を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていた。爪つめと牙きばを光らせ、二国の弱体化を待ちつづけていたのである。

　そこでハードロス・ヘリオは、むざむざこの土地を奪うばわれるくらいならば、とチェリクに同盟を持ちかけた。牧場、農場、畑をともに管かん轄かつし、収しゆう穫かくをきっちり二等分するという盟約である。

　チェリク側と合意にいたり、同盟の証あかしとして、一二年前、チェリクよりマリレーヌがここへリオに嫁とついできた。まだ一四のみぎりだったが、すでに大人おとなびた美しさをそなえた少女だった。ハードロスはこの友好の使者の到来を誰だれよりも喜んだ。あまりに無む邪じや気きに喜んだので、

（あの幼い姫を、ハードロス陛へい下かご自身が后きさきに迎えるおつもりではないか）

　などと忠ちゆう臣しんたちは噂うわさした。後継者エラーゴンは、ハードロスが三〇の半ばになってから得たひと粒種。大事に育てたエラーゴンに嫁よめを迎えることができて大はしゃぎする国主の姿が微笑ほほえましかったのだ。それも、息子むすこの代にはチェリクとの戦争もなく、ソーマ湖の豊かな恵みが得られることが約束されている。ハードロスにしてみれば、国主としての仕事を一段落させた思いもあった。

（しかし、それがいま）

　エラーゴンは討うち死じにし、そのエラーゴンと側そく室しつのあいだに生まれた孫のロージィも行方ゆくえがわからない。王族の血筋が自分以外に絶えたも等しい状況だった。あれほど喜んで迎えたチェリクの姫マリレーヌも、ハードロスなどは名前も知らなかった男を国主として隣となりに座らせ、さらには、民衆のあいだにすら、王おう妃ひはヘリオをチェリクに売り渡すつもりなのではないかと陰かげで囁ささやかれている始末だ。

（いまは耐えねばならん）

　ハードロスは、かつて弱々しい身体からだに鞭むち打うって戦いくさ場ばを駆かけめぐったときの眼まな差ざしで、ソーマ湖が青々とした水をたたえているであろう方角を見やりつづけていた。
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（ガルダ軍の跳ちよう梁りようを無事喰くい止めることができたなれば）

　そのときにこそ、自分の、かつて王であったハードロスの最後の仕事が待っているだろう、と胸に期していた。




　敵ガルダ軍はエイメンを出、ヘリオの北に広がる牧草地を進んでいるという。辺あたりは遊牧民たちの点在する土地だが、彼らが二千の軍勢に立ち向かうとも思えない。一方でゼルド人の混成軍が向かうのは、ヘリオからは北西、ソーマ湖からは北東にそれぞれほぼ等とう距きよ離りの直ちよく線せんを引いた場所に横たわる、コルドリン丘きゆう陵りよう。

　丘陵の北は大平原となる。人間が大勢で進めるであろう唯一の峠とうげ道みちは狭く、ここをかためて本隊を高地に布陣させるのがグレイガンの作戦だ。

「敵にはおそらく飛ひ空くう船せんがある」

　と、グレイガンたち軍の上層部は見ていた。

　噂うわさによれば、ガルダ軍は三隻せきの大型空船を有しており、砲を地上に設置せず、空中から砲火による無差別な殲せん滅めつ戦せんをおこなうという。

　タウラン諸しよ国こくは海と接しておらず、魔素エーテルの買いつけルートもばらばらで、供給が不安定。したがってタウラン諸国は空戦に弱い、というのが定説だ。

「ガルダめ、いったいどこから魔素を得ているのだ？　魔ま道どう士しといえど、空中から魔素を取り出せるわけではあるまいに」

　そんな愚ぐ痴ちめいた言葉が、オルバたちの前をいく小隊長の口からこぼれる。

　また、別の噂によれば、ガルダは支配地域の人間を奴ど隷れいのように扱っているという。女性は連れ去られ、大半が怪あやしげな儀ぎ式しきの生いけ贄にえとされるのだそうだ。男たちは家族や恋人を人質に取られ、兵となる道を余儀なくされている。ガルダ軍が占領した街には、絶えず黒煙が立ちのぼっているという。それは人間を焼く炎より生じたものだと街路で人々は噂しあい、震ふるえる身を寄り添わせる。

「それこそが、ガルダの魔術の秘儀なんだ」

　夜中、焚たき火びをかこんで粗末な食事をとっていると、誰だれかが怪かい談だんめかしてぼそぼそと言った。

「奴やつは生きた人間から魔素を取り出すという。そのために大勢の生贄が必要なんだ。実際、歴史上のガルダも、強力な魔術をおこなう際には、必ずその規き模ぼに比例した数の生贄を求めたといわれている」

　オルバが以前スタンから聞いたとおり、ガルダはそれら生贄をクルアーンの湖に沈めたという。そうした歴史があるゆえか、クルアーンには様さま々ざまな伝承があった。

　ゼル・タウランが滅びて少し経たつころ、土地に住み着いた豪族が、北方との交易路として湖の河口に町をつくる計画があったらしいが、責任者が次々病死したため、頓とん挫ざした過去もある。したがって、北からの船は河口でいったん荷を下ろし、南への陸路を選ばねばならないのだ。

　迷信深い土と地ち柄がらのためか、夜中、時折強い風が吹くと、兵たちは不安げに顔を見あわせた。風は、あたかも荒野に打ち捨てられた髑どく髏ろのなかを吹き渡るそれのようで、亡ぼう霊れいが泣き叫ぶがごとき音色を奏かなでている。

　相手が正体の知れない魔法使いということもあり、どのような怪あやしげな術を使うか──いまここに敵兵が突然あらわれるのではないか、空から魔術で操あやつられた怪鳥や竜が襲おそいかかってくるのではないか、あるいはガルダ当人が闇やみの奥より進み出てきて、ここにいる全員を呪のろい殺すのではないか──、ゼルド人たちは恐怖をおぼえている。

　兵たちの不安を嗅かぎ取ったのだろう、グレイガンは頻ひん繁ぱんに自分の部下から騎き馬ばを選えりすぐって斥せつ候こうに走らせていた。だがこれが逆効果となった。コルドリン丘きゆう陵りようを前に、斥候兵が帰らなくなったのである。

　グレイガンは本隊を慎重に押し進めた。いつ奇き襲しゆうがあるかわからぬ不安を抱えながらの行軍は兵たちにストレスを課かした。しかし、赤い鷹たかの傭よう兵へい団だんはさすがというべきか、迷信に無む頓とん着ちやくだったのか、彼らだけは轟ごう然ぜんと胸をそびやかしている。

　しかし──、

　いざコルドリンを目前にした登り勾こう配ばいの地形に差しかかったとき、グレイガンは行軍の中止を命令せざるを得なかった。

　すでに、敵軍がこちらを見おろす高地に布陣していたためである。
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「どういうことだ」

　ボーワン・テドスは手た綱づなを握った手をうっかり放しそうになりながら、啞あ然ぜんとつぶやいた。無理もない。もっとも最近の斥候からの知らせによれば、敵が丘陵地に着くのは、こちらがゆっくり時間をかけて布陣しても、その一日後になるはずだった。

「まさか、これがガルダ軍の魔ま術じゆつだとでもいうのか」

（だとするなら、）

　同じことを兵たちが大声でわめきたてるのを耳にしながら、オルバは考える。

（敵はあっという間にヘリオのほうにあらわれるだろうよ）

　コルドリン丘陵は、ヘリオ部隊から見て、まず低い丘が連なりあい、城じよう壁へきのような形をなしている。そこを突破すると地面が急勾配でせりあがって高地が広がる。敵の本陣はそこにあるらしい。さらに厄やつ介かいなことに、連丘の東西一か所ずつに、敵は砲台を築きずいていた。どうやら噂うわさと異なって大型船はない。が、

「敵は船で兵員輸ゆ送そうしているかもしれん。だとするなら、増援が来る前にいち早く叩たたき、高地を奪うばうべきだ」

　グレイガンはそう主張した。確たしかに相手は斥候が見た『二千』というほどの規き模ぼはない。おそらくその半数ていどだろう。

「その上でこちらも高地に砲を据すえて、船を迎げい撃げきするのだ」

　これから二時間もしないうちに陽ひが暮れよう。コルドリンの制圧に成功し、もし敵が夜中に増援を運んでくるようなら、うまく夜闇にまぎれて船を奪えるかもしれない、とも言う。

　その二時間が勝負どころだ。陽ひが没してしまえば、防ぼう衛えい側、しかも高地に陣取った敵方がはるかに有利となる。攻こう撃げき側の掲かかげる火は鉄砲や大砲の格好の的まとになってしまうし、夜よ闇やみで足もともおぼつかない状況では突撃もままならなくなるからだ。

　当然、グレイガンの作戦に難なん色しよくを示す者もいたが、兵たちの噂うわさどおり、全権限はこの傭よう兵へい団だん団長が握っていた。すぐさま本陣を設けて、各隊長を呼び集める。

　ほどなく戦いくさになるらしい、と踏んで、兵たちの緊きん張ちようも一気に高まった。

「相手は、どんな具合だ」

「先ほど物見が偵察にいったところによれば、ごく普通のゼルド人たちのようだ。伝説の類たぐいにあるように、ガルダは邪じや鬼きや火竜をつれ歩いているわけではないようだな」

「くそっ、そのゼルド人がどうして魔ま法ほう使つかいなんぞに従っている」

　武器の点検や準備をする音で周囲はかまびすしい。距きよ離りはあるからそれで敵に気け取どられるはずもないが、時折、「しっ」と音を制するように誰だれかが言うのは、それほど緊きん迫ぱくしているからだ。

　ダンカンが本陣から戻ってきた。タウーリアの傭兵四五〇名を前に、

「さて、金で命を売った戦争屋ども」よく通る声で言った。「光栄なことに、危険で戦功の立てやすい任務をおおせつかったぞ」

　物見によって、敵の右う翼よくが薄うすいことを発見したグレイガンは、正面からあえてぶつかりあうと見せ、こちらの左翼をまわり込ませて攻撃する策を立てていた。

　オルバたちタウーリア傭兵団の任務は、敵左翼にほど近い、東側の砲台鎮ちん圧あつだ。一いつ直ちよく線せんに突撃し、なるべく派は手でにやりあえということだった。

「さかんに声をあげ、突撃をくり返せ。ボーワン将軍はこちらが敵砲火を脅おびやかしているあいだに正面へいく。本格的にはじまれば、グレイガンの本隊が後方から押し出してくる。三段構えで敵の注意をひきつけておいて、別働隊が敵本陣を攻める手て筈はずだ」

（正面からだと？）

　さすがに傭兵たちがざわめいている。正面突破をはかるボーワンの部隊は、傭兵隊から一〇〇の騎き兵へいを借り、さらにヘリオの主力部隊と合同であたるものの、ヘリオの部隊など二〇〇少々でしかない。それでグレイガンの赤い鷹たかはというと、半分を別働隊として左翼に遣つかわして、残り半分はボーワン隊の突撃にのちのち加わるべく、本陣で待つ構えだ。つまり、他国からの援軍をもっとも危険な位置に配している。

（挑ちよう発はつされたな）

　内心オルバは思った。ボーワンと直接顔をあわせたことは一、二度しかないが、まだ若い将だった。一方のグレイガンはいかにも百ひやく戦せん錬れん磨ま。

「タウーリア武人に、果たして中央突破を任せられるかな」

　などと言って、ボーワンから選せん択たくの余地を奪うばったにちがいない。割を食ったのは傭兵たちだ。砲台への突撃は、ある意味でボーワン本隊のそれより危険な任である。

（おれならどうするか）

　オルバは考えていた。たとえば、敵の薄うすい左さ翼よくに大量の兵力を投入すると見せかけて、突とつ撃げき戦せんをやらせたのちにすぐさま転進させる。そして追撃しようと敵が動いた隙すきに、傭よう兵へい隊たいで砲台を攻める──。そのほうが犠ぎ牲せいは少ないはずだ。

　が、もはや一国の皇おう子じでも何でもなく、ただの一兵卒であるオルバが進言したところで誰だれが聞き入れるとも思えない。上の決めたことは、一兵卒には絶対だ。オルバがかつてザイム砦とりでで、そしてアプターで命令を徹てつ底ていさせていたように。

「ちっ、グレイガンの不ふ興きようを買ったおまえたちのせいだな」タルコットが剣をしきりに鞘さやから抜き差ししながら毒づいた。「ありがたいことだぜ、功こう名みようの立てがいもあるってもんだ。敵の首いくつをぶら下げていけば、ケイはおれの求愛に応こたえてくれると思う？」

　最近になってわかったことだが、タルコットはいつも本心から毒づいているわけではない。ただ口から先に生まれついたかのように、常にしゃべっていなければ落ちつかず、それも大半はただの思いつきでしゃべっているだけなのだった。

「スタン、おれの走っていく場所はおまえのいつもの予感に任せるぜ。信じているからな、ずっとおれの前にいろよ」

「わかっているよ、兄貴」

　ふたりはこのようにして戦場をめぐってきたらしい。ある種超常的な勘かんに任せてスタンがいき、その後ろをタルコットがついていく。それでいままで生き抜いてきたのだから今度も大丈夫だろう、という信仰じみた思い込みがある。

　ていどの差はあれど、命をかけて戦う兵士というものはたいていそれぞれの思い込みやジンクスがあるものだ。敵を斬きりつけるときは左斜め上からなら絶対に外はずさない、突撃する際は右足から踏み込めば敵の矢や弾は当たらない、恋人のくれたお守りを胴丸の下に忍ばせていれば必ず生きて帰れる……。逆に言えば、そうしたある種の信仰にも似た思い込みがなければ、弾が飛び交い、刃やいばが降りかかる戦場に立ち向かっていくことなどできないものなのだろう。

（そういえばアリスも、ロアンにお守りをあげた、って言ってたっけ）

　兄がアプターへいったあとになって、アリスから聞いたことだ。もっと早く教えてもらっていれば、自分も兄に何かあげたろうに、と後悔したものだった。そのお守りが何だったのかは、アリスは最後まで教えてはくれなかったが──。

（駄だ目めだ、駄目だ）

　オルバは仮面をつけた顔を左右に振った。いつだったか──ソロンの宮廷でか、少年同士徒党を組んでいたビラクでだったか──戦場に立った兵士の手記で読んだことがある。戦場で死人のことを思えば、自分もまた死に魅み入いられる、と。

（ロアンは死んだ）

　それが残ざん酷こくな事実。一兵士として、お守りを持って、上の命令に従って、死んだ。

　戦場となれば、死は常に兵士の傍かたわらで顎あぎとを開いて待ちかねている。生死の境目をいく度となくくぐり抜けたオルバとて、気を抜いてしまえば、流れ弾の一発でも喰くらってあっさり命を落としかねない。

　オルバは無む理り矢や理りにでも自らを鼓こ舞ぶした。

「おれは生きてやる」

「どうしたの、オルバ？」

　様よう子すを見に来たらしいシークに「いや」と返事をして、オルバは剣の重みを手のなかで確たしかめた。




　陽ひが翳かげりはじめたころあい。

　グレイガンの指示のもと、傭よう兵へい団だんの突とつ撃げきが開始された。ボーワン率いるタウーリア軍本隊は、これと時期をずらして丘きゆう陵りようの正面突破を試みる手て筈はずになっている。となれば、傭兵たちが死にもの狂いで戦わないことには、敵の砲火が本隊を壊かい滅めつさせかねない。

　そのため、ボーワンは傭兵隊に砲一門をまわしてくれた。大して射しや程てい距きよ離りの長い砲ではないから、安全な位置で射撃をつづけるというわけにはいかないものの、

「よし、命知らずから前に並べ。おまえらを砲の盾たてにする。名前と顔は覚えておくから、生きていればあとで名乗り出ろ。三倍、金を出してやる」

　ダンカンはすばやく作戦を立てた。

　いよいよ太陽が地平に近づき、ベルガナの稜りよう線せんが赤あか紫むらさき色いろに縁ふちどられる。

　ダンカンが「いけ」と命を下したのはその瞬しゆん間かんである。本隊から借り受けた鉄砲隊一小隊を、東側の丘陵に生はえた瘦やせ木ぎをカモフラージュにしながら進ませて、見張りの塔めがけて射撃を開始させる。

　コルドリン丘陵における戦い、その火ひ蓋ぶたを切る合図でもあった。

　敵の気け配はいが乱れ、あちこちで味方の兵がさかんに声を張りあげた。

　丘の上から敵兵も応射してくる。ダンカンが腕を打ち振ると、砲の盾として名乗り出た傭兵たち十数名が、それぞれの得え物ものを手に斜面を駆かけのぼりはじめた。

　丘に陣取った砲台護ご衛えいの敵兵は、おそらく二〇〇ほど。敵銃兵が横一列に並んで、眼下の傭兵たちめがけて射撃した。それで命を散らした者が数名。が、その直後、傭兵たちの大半はぱっと左右に跳とび退のいていた。

　すると砲が敵の正面で大口を開けていた。竜ユニオンに引かせ、兵たちの突撃にまぎれて設置させていたのだ。

　どん、どどん、と近くにいたオルバの身を震ふるわせる轟ごう音おんを立てて、一弾目が丘の中腹に、二弾目が敵銃兵を薙なぎ倒す位置に着弾。むわっとした火薬の臭においがオルバの鼻をついた。

「いまだ、かかれっ」

　あとは、策も何もあったものではない。ひたすら突とつ撃げきするのみだ。敵は一いつ瞬しゆん気を吞のまれたかに見えたが、有利な高台に陣取っている状況は変わらない。すぐさま第二陣の鉄砲兵が構えた。オルバも槍やりを片手に疾しつ走そうを開始する。

　前まえ屈かがみに伏せた背中の上、そして耳の近くを、ひゅんひゅんと銃弾が唸うなってはかすめ飛んでいく。

（ちいっ）

　剣の腕前など、もはや生き残るのに関係ない。試されているのはクソ度胸と、生まれもっての運だけだ。

「きゃっ」

　右を走っていた傭よう兵へいが女性じみた悲鳴をあげる。脛すねを撃うち抜かれて後ろ倒しになっていた。横目で見やる余裕もなく、オルバは疾しつ駆くをつづける。心しん臓ぞうの速い鼓こ動どうにあわせて一歩一歩、跳とぶように走る。ようやく距きよ離りが詰まるかに見えたが、オルバの先を走っていた傭兵たちが突然左右に散った。

　見あげると、槍の穂ほ先さきが一列にぎらりと並んでいた。敵騎き兵へいの集団が駆かけおりてきたのだ。先頭のひとりが槍をびゅっと振るうと、逃げ遅れた傭兵ひとりの首が宙を舞まった。おそらく当人はまったく気づかぬままに生死の一いつ線せんを越えただろう。

　オルバは横っ跳びに地面を蹴けって、この一団から距離を取った。しかしそうして左右に逃のがれた兵たちに、またも上方から銃撃が降りかかってくる。ひとり、またひとりと身体からだに穴を穿うがたれて、その場に倒れる者、丘を転げ落ちる者が続出した。

　槍そう騎き兵へいたちは駆けおりた勢いもそのままに、下で待ち受けていた人波をも割って、丘きゆう陵りようの北側へとまわり込む。もう一度突撃してくる気だろう。

　オルバはわずかに頭上で張り出した岩がん壁ぺきの下でうずくまっていた。

「こっちの鉄砲はどうした？」

　同じ岩壁の下に、タルコットとスタンもいる。どちらの顔も汗みどろだが、怪け我がはないようだ。

　鉄砲隊はというと、駆けのぼる兵たちを援えん護ごすべきか、下に戻って騎兵を迎え撃つべきかと逡しゆん巡じゆんしている様よう子すだった。

「くそっ、使えねえ。いっちょ叱咤しつたしてくるか」

「待った、兄貴。あいつ、同じ隊のクルンだ」

　見ると、ほとんど身を守るものもない場所に、ふらふらとクルンが立っている。脇わき腹ばらから血が出ていて、おそらく騎兵の一撃で裂かれたのだろう。

　そこへ、丘を駆けおりてくる歩兵がいた。兜かぶとの下の顔が若い。功こう名みようを立てようとはやったか、与くみしやすしと見たクルンに挑いどみかかろうというのだ。

「おれがやる」オルバは即断した。「クルンをこっちに引っぱり込んでくれ」

「何でおれが」

「わかった」

　スタンの返事も早い。毒づくタルコットを無視して、オルバは敵が射しや撃げきする合間をはかって、岩がん壁ぺきから躍おどり出た。

　三歩目で、足もとに銃弾が跳はねた。

（ひゅうっ）

　思わず口笛を吹きたくなるくらいのタイミングだったが、

「うらああっ」

　裏返った怒ど声せいをあげてクルンに跳とびつきかかった歩兵の剣を、かろうじて槍やりで弾はじくことに成功した。敵はよほど焦あせったか、二度目に振りあげた剣を手もとから落としてしまった。そのまま突きかかるには距きよ離りが近い。オルバは柄つかのほうで顔がん面めんを殴りつけた。仰あお向むけに敵が倒れる。止とどめを刺す寸前、味方を援えん護ごしようとしてだろう、こちらに銃撃が集中しはじめた。

「引け、引けっ」

「こっちだ、クルン」

　オルバとスタン、それに手を引かれたクルンが、まるで銃弾の雨に急せきたてられるようにしながら、先ほどと同じ岩壁の下へと滑すべり込んだ。

「おい、大丈夫か？」

「あ、ああ」

　手傷は浅いようだ。しかしクルンの顔は汗の珠たまがいっぱいに結ばれており、呼吸も荒々しい。身体からだよりも心のほうが追いつめられていた。スタンが背筋を撫なでてやりながら、

「しっかりしろ。落ちついて呼吸して。入団試し験けんを見ていたが、おまえ、剣技はうまかったじゃないか」

「お、おれは見習いだったんだ、戦場に出るのもはじめてで、だから」

「傭よう兵へいに見習いもくそもあるものかよ」

　ダンカンが鉄砲隊に檄げきを飛ばしたと見て、タウーリア側も下から射撃をおこない、砲を撃うった。一発、丘の頂上付近に着弾して土ど砂しやが跳はねあがる。敵の射しや線せんが大砲のほうに逸それてくれれば、こちらも突撃するチャンスが生まれる。オルバは慎重に視線を配った。

　タルコットがその耳もとで、

「騎き兵へいの先頭を見たか？　ありゃまちがいねえ。モロドフだぜ」

「モロドフ？」

「知らねえのか。カダインの赤竜モロドフ。弟は青竜ニルギフだ。兄弟揃そろって、無む双そうの猛将だ。奴やつらまでガルダの軍門に下っているとはな。だが、あれを討うてば、特別報ほう奨しようものだぜ」

　と、そこへ下から騎竜隊の雄叫おたけびが聞こえてきた。おそらくダンカンからの要よう請せいがあって、本隊からまわされてきたのだ。行動に柔軟性がある。ダンカンとボーワンのあいだで、意思の疎そ通つうがうまくはかれている証あかしだった。

　オルバの見立てたとおり、敵の狙ねらいがこちらの砲に集中しはじめたころあいだったので、そこをテンゴ隊が一いつ気き呵か成せいに駆かけあがりはじめると、照準が散さん漫まんになりはじめた。

「クルンはここにいろ」

　オルバも身を伏せて、ふたたび駆け出した。背後にスタン、そしてタルコットがつづく。

　テンゴ隊のうち、数名が銃弾に射抜かれて落竜したが、隊そのものの速度は落ちない。その脚きやく力りよくでぐんぐん坂をのぼっていく。いよいよ柵さくをも飛び越え、鉄砲隊へと躍おどりかかった。

　が、

「おのれらあっ」

　頭上から、雷かみなりにも似た怒ど号ごうが落ちたかと思うと、一番駆けとなったテンゴ騎き兵へいが竜の上から跳はね飛ばされた。例の、モロドフとやらだ。なるほど、赤い甲かつ冑ちゆうを身につけて、竜をかたどった兜かぶとをしている。通常よりも長い槍やりを軽々と振りまわして、傭よう兵へいたちを誰だれひとり陣地に通そうとしない。

「タウーリアの雑ぞう兵ひようどもめ、ここに赤竜モロドフありと知れ。命が惜おしくば、引き返せ」

　坂の上に立ちはだかる、竜一匹。その竜が吠ほえたけるたびに、騎竜兵が右へ左へと薙なぎ倒された。血しぶきを散らして振りまわされる槍の穂ほ先さきは三つ叉にわかれており、触れるだけでも一生消えぬ傷を負わされてしまいそうだ。

「鉄砲隊の到着を待て」

　騎竜隊のあとにつづきかけていた兵が叫んだが、たたらを踏んだその一いつ瞬しゆん、頰ほおを撃うち抜かれてばたりと倒れた。

（待っていては、敵の鉄砲も陣形を立てなおす）

　オルバに、駆けていく足を止めるつもりはない。耳の後ろでごうごうと風が吠ほえていた。もろもろのことを吹き飛ばす勢いで、頭のなかで血が渦うずを巻いている。余計なものは何もない。前へ、前へと、ただもう殺意と熱ねつ気きの只ただ中なかへ自らの心身を埋めればいい。

　モロドフがまっしぐらに駆けてくるオルバの姿を認めた。歴戦の将からすればいかにも小兵である。モロドフは髭ひげに埋もれた口を開いて、にっと笑った。

「わっぱ、下がっておれ。おまえを殺したところで、軍功にもならん。見み逃のがしてやる」

　オルバ、応こたえず、気合の一声もなく、槍を突き入れた。距きよ離りが遠い。モロドフは軽く槍をひと振りした。竜の鼻息ひとつでオルバの槍が砕くだかれた──と見えたとき、オルバの右手はすでに剣を引き抜いて、すさまじい速度でモロドフの顔がん面めんを狙っていた。

「なにっ」

　あわてて回転させた槍でその一いち撃げきを弾はじく。それで右によろめいたと見えたオルバだが、足を踏んばって次の一撃、さらに次の一撃と、馬上のモロドフに突きかかっていく。

「ははっ、やるな」

　モロドフはまるで新兵の訓練をつけるみたいにあらゆる方角から突いて、叩たたき、薙なぎ払おうとした。だがそのことごとくが当たらない。ばかりか、

（こ、こいつ）

　オルバの剣が馬の首を狙ねらう。それを防ごうとした刹せつ那な、剣光が軌道を変えた。モロドフの鼻先を風が叩たたく。モロドフは馬を駆かって、距きよ離りを取りたいのだが、オルバの息つく間とてない猛攻がそれを許さない。

　そのときには、傭よう兵へいたちが次々と坂をのぼりおえている。鉄砲を投げ捨てて逃げる兵を、歩兵たちが援えん護ごしようとするのだが、白はく兵へい戦せんがはじまってしまえば数に利のある傭兵たちが勢いに勝まさった。

「オルバ！」

　ギリアムとシークも遅ればせながら到着し、オルバの加勢に加わろうとした。

「ちいっ、勝負はお預けだ」

　情勢をひと目見るや、モロドフは手た綱づなを引いて逃走に移った。オルバたちののぼってきた坂とは反対側の斜面を駆けおりていく。見事と称したくなるほどの引ひき際ぎわだ。

　これで砲台は制圧した。最後に到着したダンカンが、

「よし、砲をまわせ。敵本陣に撃うち込み、ボーワン将軍の突とつ撃げきを援護するのだ」

　その指示に、剣も甲かつ冑ちゆうも血に濡ぬらした傭兵たちが口々に雄叫おたけびをあげた。
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（勝った）

　傭兵たちの誰だれしもがそう思った。いまだ、空に敵の船せん影えいはない。すなわち増援もないということだ。

　おまけに、丘から見おろすと、ボーワン将軍のタウーリア本隊も獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくぶりである。こちらの砲火援護がある前に、すでに敵を上へ上へと追い立てていて、もう目と鼻の先に敵本陣を攻める構えだ。

　ギリアムがにやっとした。

「見ろ、奴やつらの本陣を。どんどん引いているぞ。しょせんは寄せ集め、それもガルダに脅おどされて戦わされている身分だからな。勢いがあるうちはいいが、正面切っての戦いとなると弱いのさ」

（そうだろうか）

　オルバの胸中にそんな思いがよぎった。そうであるなら、なぜガルダ軍はこの短期間でいくつもの国家を陥かん落らくさせられたのだろう？

（罠わな）

　という考えが閃ひらめいた。だが、後方からグレイガン本隊も動きはじめているこの状況で、果たして敵がどのような罠わなをかけられるものか、オルバにもわからない。グレイガンは敵の薄うすい左さ翼よくを衝つくと言っていたが、もうこのまま正面から押し切れそうな勢いなのだ。ボーワンにしてみれば、これでグレイガンの鼻をあかせる思いだろう。

「息をととのえておけよ。グレイガンの本隊が加勢にまわるのを待って、こちらも合流する」

　ダンカンがひとりひとり、肩を叩たたいてまわった。足まめな男だ。オルバのほうにも近づきかけたとき、

「おいっ、敵だ。隠れてやがった」

　その声に、ゆるみかけていた兵たちが一いつ瞬しゆんどよめいた。しかし引っぱり出されてきた敵兵はわずか一名。それも、歩けなくなって、置いていかれた負傷兵だった。

　ダンカンがそちらへ歩み寄った。オルバも見ると、あの、クルンに斬きりかかろうとしていた男だ。いや、男というより、兜かぶとを脱いだ顔は少年じみている。オルバとそう歳としも変わるまい。竜に踏みつけられたらしく、右側の足が変形していた。

　ダンカンは兵から水筒を受けると、少年の口もとに差し出した。

「どこの国の者だ」

「エイメン」

　水を口の端からあふれさせ、少年は答えた。顔色は青い。

「なぜガルダなどにつき従う。奴やつが本当に数百年前の眠りから覚めた魔ま法ほう使つかいだなどと信じているのか」

「本物のガルダかどうかなどは知らない」少年は、夢かうつつかもわからないような顔で言う。「だが、魔法使いなのは本当だ。誰だれも、奴には逆さからえない」

「都市の女子供や老人が人質にされ、男は戦いを余よ儀ぎなくされるというのは本当か」

「ああ。──おれも、母や妹を人質に取られた。父は、ガルダ兵に逆らってその場で殺された。見せしめに母が生いけ贄にえに捧ささげられ、おれは妹を助けるために兵士にならざるを得なかった」

　時折激はげしくむせるので、それだけをしゃべるのにも時間がかかった。傭よう兵へいたちのあいだに、何ともいえないような空気が流れた。

「事情はわかったが、ガルダとてひとりの人間だろう。寄せ集められた兵たちのなかに、おまえたちを扇せん動どうしてガルダに立ち向かおうとする気き概がいの者はいないのか。いや、いまからでも遅くないぞ。おれたちがゼル・イリアスに攻め込んだら、おまえたちが内部から反乱の火の手をあげて──」

「ゼル・イリアスに攻め込む？」

　こんなときだというのに、少年はほとんど嘲あざけりの笑いを浮かべた。

「そんなことは、無む茶ちやだ。それにガルダは、奴は、いつでもおれたちを見ている。いつでもおれたちを監かん視ししているのだ」

「監かん視しだと？　ひょっとして、向こうの陣にガルダ本人がいるのか」

「そういう意味じゃない。だが、ある意味で正しい。ガルダはひとりではなく、どこにでもいる。ひょっとしたら、おまえたちの背後にも。奴やつに逆さからうなど、おそらく考えただけで故国は火の海になってしまう」

　ダンカンは、いまの言葉の意味をどうとらえてよいものかわからぬ顔になった。魔ま術じゆつで惑まどわされているのか、あるいはガルダの腹心がそれぞれの部隊で目を光らせているという意味なのか。

　考えれば考えるほど、むしろガルダの術中にはまるだけのような気がして、ダンカンは会話を打ち切り、各小隊長に命令して兵たちに陣形を組ませた。

「おや、うちの小隊長どのはどこへいかれた」タルコットが軽口を叩たたいた。「我われ々われに突とつ撃げきをお命じなさったあとは姿が見えなくなったが」

　が、傭よう兵へいたちが笑えみを見せられたのもそこまでだった。いよいよグレイガン本隊が押し出してきたとあって、突撃の準備をととのえようかというころあい、彼らは眼下に信じられぬ光景を目まの当あたりにした。

「かかれ！」

　黒毛馬にまたがったグレイガンが手を振るなり、彼の部下三〇〇は、雪崩なだれを打ってタウーリア本隊に後方から襲おそいかかったのである。

「なにっ」

　当然、不意を衝つかれたボーワンの隊は一方的に攻め込まれた。鷹たかの紋もん様ようを赤々と胸に染めた騎き馬ば兵へいたちがタウーリア兵の首を斬きり飛ばし、手足を槍やりで串くし刺ざしにして、あるいは馬の足で踏ふみ潰つぶす。丘きゆう陵りよう地ちの斜面が悲鳴に満ちたとき、後退しかけていたガルダ軍が一八〇度転進した。

　申しあわせたかのように──いや、実際そのとおりなのだろう──、両軍はそのままタウーリア本隊を挟きよう撃げきにかかった。ボーワンの馬が棹さお立だちになるのが、砲台陣地の上から見える。

　この事態を、傭兵たちは啞あ然ぜんとなって見守っていたが、

「グレイガンめ、う、裏切ったか」

　言うが早いか、ダンカンはすばやく馬上へと身を躍おどらせた。

「おれを先頭に突っ込め。もはや陣形はいらん。ボーワン将軍をお救いするのだ」

「待て」

　そのとき、反射的にオルバが口を開いた。ダンカンは敵を見るような目でオルバを射抜いて、

「何だ」

「小隊をふたつほどここに残せ。ボーワンを逃がすときに、ここの前を通すんだ。追いかけてきた敵に横あいから突撃し、追い足を鈍にぶらせる。さらに後続にはここの砲を使う」

　ダンカンはしばし考えたのち、

「おまえらの小隊長はいなかったな。よし、弓ゆみ矢やを使うルーノ小隊もここに残す。ルーノ、おまえが指揮を執とれ！」

　気持ちだけは、はや、ボーワンを巻き込んだコルドリン丘きゆう陵りようの修しゆ羅ら場ばへと飛んでいる。ダンカンはすぐさま馬の脇わき腹ばらを蹴けって、丘の斜面を駆かけくだりはじめた。

「つづけ、つづけっ。この戦いくさ、将軍を失えば我われ々われの負けだ。給金も出ぬぞ！」

　どどど、と馬の蹄ひづめが斜面に無数の穴を穿うがてば、砂煙の立ったそのあとを歩兵たちが槍やりを構えて突き進む。

　オルバ、シーク、ギリアム、そしてタルコットにスタン、クルンの六名、そしてルーノ隊七名のみが丘の上に残った。

　オルバはじっと砂煙の立った向こうに視し線せんを凝こらしていたが、

「考えたな」タルコットが言った。「このままとんずらこけるぞ」

「ば、馬ば鹿かな」とクルン。「あの裏切り者め。グレイガンの首を搔かき切らねば、気がおさまらないぞ！」

　同感だな、という風ふうにギリアムが愛用の戦せん斧ぷを肩に担かついだ。

「グレイガンのくそったれめが。まるで王みたいにこっちを見下しやがったくせして、自分はガルダとつながってやがったとはな」

「どうせ負け戦だぜ。傭よう兵へいってのは引ひき際ぎわも肝かん心じんだろうが」

「兄貴、だからって、ただ働きは兄貴もいちばん嫌いだろう」

　傭兵たちの感情がささくれ立つなか、オルバはひとり、仮面越しに冷れい徹てつな眼まな差ざしを戦場に当てていた。剣を手にひたすら駆けに駆けていた、血の熱あつさはいまや失われている。

　奇妙な性質といえた。不利な状況、追いつめられれば追いつめられるほど、オルバの頭はむしろ冷え冷えとし、冴さえてくる。飛び交う蛮ばん声せい、硝煙の臭におい、剣のきらめきと赤い血のしぶき。それらの只ただ中なかにあるならば我をも忘れ、ただもう剣を振るうばかりの一剣士でしかない彼だが、一歩身を引いて遠巻きに見つめれば、その瞬しゆん間かん、飛ひ瀑ばくに肌を打たれたように我へと返る。

　オルバは小隊長ルーノのほうへと近づいた。砲の準備をしている。ボーワン本隊を援えん護ごしようとしていた矢先だったので、いますぐ使えるようだ。

「あそこに撃うてるか」

　オルバは、出し抜けに丘陵地の一角を指差した。乱戦模も様ようとなった場所からは外はずれている。ルーノは一瞬ぎょっとしたように振り向いた。四〇がらみの、軍人というより一種職しよく人にんめいた雰囲気のある男だ。他ほかの兵たちの気が立っているいま、オルバの冷徹な声に何を感じたか、ルーノは一傭兵相手に頷うなずいた。

「撃てる。敵の動揺を誘おうというのだな」

「ああ。ダンカンの隊が乱戦に加わる直前がいい。ひょっとして味方を巻き込むつもりか、くらいに思わせれば、敵の士気は乱れる」

　敵が死にもの狂いで戦っているのは、あの少年兵が言っていたように家族や故郷そのものが質にされているからだろう。が、それは戦う理由にはなっても、何が何でも敵を殲せん滅めつしてやろうという意思には結びつかない。突発的な事態にはもろいはずだ、とオルバは見た。

「わかった」

　ルーノは首しゆ肯こうした。オルバの声こわ音ねには、人に命令することに慣なれた者特有の張りがある。なおこの場合、仮面で年ねん齢れいがわかりにくい点も有利に働いた。

　そうしたことまで計算に入れていたわけではないにせよ、オルバは胸の一点に火がついたような熱あつさを意い識しきしながら、仲間たちのもとへと戻り、これからの手て筈はずを確かく認にんした。

　ルーノ隊が矢をつがえ、オルバたちは敵騎き兵へいの残した馬に跨またがる。

「いくぞっ」

　ルーノのかけ声とともにどかんと大砲が打ち鳴らされた。

　敵味方入り乱れての乱戦となった場所よりわずかに逸それて、丘きゆう陵りよう地ちの地面が爆ばく発はつとともに吹き飛んだ。と、ガルダ軍にあきらかな動揺があらわれる。時おかずして、ダンカンの傭よう兵へい団だんが鏃やじりのような格好で、戦場をまっぷたつに割った。左右に割れたグレイガン隊の中央を縫ぬって、ボーワン将軍のもとへと駆かけ参じていく。

「もう一発、今度は反対側だ」

「承知した」

　ルーノが発砲の煙で顔をすすけさせながら頷うなずく。そのとき、

「敵が来るぞ！」

　タルコットがわめいた。こちらの砲台に脅きよう威いを感じたか、敵も予想より早く反応したようだ。

「ひええ。モロドフだ。騎兵隊が来る！」

　舌打ちしたオルバ、槍やりを手に手た綱づなを引いた。

「おれがひきつける。ルーノ隊、弓ゆみ矢やで援えん護ごを」

　眼下一面、怒ど号ごうが飛び交い、剣と槍、斧おのと槌つちとが交差している。この砲台陣地もふたたびどろりとした熱ねつを放つ修しゆ羅ら場ばの一角となった。

　オルバはそのなかに、赤あか備ぞなえの騎馬武者を認めた。モロドフの顔にすさまじい気迫があふれている。彼は丘の下からオルバを見あげると、

「貴様かっ、仮面男」

「おや、赤竜とやら、逃げたのではなかったか」

「抜かすなあ」

　モロドフが駆けあがろうとするところ、ルーノ隊の矢が殺到した。左右にいた騎竜武者のひとりが倒れたが、モロドフ自身はまったく意にも介さぬ様よう子すで突き進んでくる。そこへシークが飛んできた。

「オルバ、ボーワン将軍が挟きよう撃げきから抜け出した。ダンカン隊長といっしょにこっちへ来る」

「モロドフは任せろ。おまえらは横あいから敵へ突入、その後はボーワンと合流しろ」

「きみは？」

「あとを追う」

　手短に言った。シークはわずかな時間、オルバの横顔に視し線せんを当てていたが、

「わかった。あとで会おう。必ずね！」

　ギリアムたちのもとにひらりと舞まい戻る。そのときにはモロドフの姿が目前に迫っていた。戦場で敵の気を吞のむ、とはこういう男だろう。馬が一歩を踏んで近づいてくるたびに、その姿が二倍にも三倍にも膨ふくれあがって見える。彼の周囲にのみ、湯気が立っているようでもあった。
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　ひどい戦いだった。

　敵味方が近きん距きよ離りで入り乱れて、とにかく目につく敵に得え物ものを振りまわすといった感じで、陣も隊形もあったものではない。グレイガンの裏切りを受けた傭よう兵へいたちのなかには、誰だれが敵やら味方やらもわからず、同どう士し討うちをする者までいた。

　そんななか、ようやく混戦から抜け出たダンカンは、ボーワンの護ご衛えいをしながら丘きゆう陵りよう地ちを駆かけていた。

「将軍、ご無事で」

「グレイガンは、どこだ」

　しゃがれ声でボーワンは訊きいた。馬の上に半ば身を伏せている。肩を割られていた。割ったのは、当のグレイガンだ。赤い鷹たかの一団が背後から迫ってきたとき、不覚にもボーワンは反応が遅れた。裏切りを信じられなかったのだ。

「生きていれば、またあいまみえることもありましょう」

　そう励ますダンカン自身、手足に無数の傷を負っている。いまも追いすがってきた敵騎き兵へいの槍やりを肩に受けた。それをへし折る勢いで長剣をかざして、敵の頭を叩たたき割る。

「ボーワンの首だ。首を取れ。グレイガン大将から恩おん賞しようが出るぞ！」

　赤い鷹が、死肉に群がるハゲタカと化して群がりかかる。そこへ、横あいからシーク、ギリアムらが逆さか落おとしに駆けてきた。ボーワンの馬に横から突きかかった兵士が、ギリアムの斧おのによって馬上から吹き飛ばされる。一方のシークも、槍を振るってダンカンを挟はさみ撃うちにしようとしていた赤い鷹の傭兵を突いた。

「おや」とシークは返り血を浴びた顔で笑った。「きみだったか」

　一いつ瞬しゆん恨うらめしげにシークをにらんで、それからどうとばかりに馬から落ちた傭兵は、シークを殴りつけた男だった。

　そのときオルバは、依然砲台陣地を死守していた。敵が掃そう討とう戦せんに移る前に、砲をせめてもう一発はぶち込みたい。そのためにはモロドフを通すわけにはいかなかった。しかし、

「腰が軽いぞ。それでは、おれには槍やりが届かん」

　オルバは馬での戦いに慣なれているとは言いがたい。馬上槍の名手モロドフ相手では分ぶが悪かった。もっともそんなことは先刻承知の上だ。ルーノ隊が砲の狙ねらいを定めているあいだ、オルバは防戦のみにつとめた。

「来ぬか、小僧」

　敵の意図を読んだモロドフが、ならばとばかりに強引な突破をはかろうとする。馬同士をぶち当てるような勢いだった。そしてその機きをこそオルバは待っていた。軽く腰をあげた姿勢を維持していたオルバは、鐙あぶみからさっと足を抜き取るや、馬の背を蹴けって跳とんだ。目標を失った槍が虚こ空くうを裂く。

「ぐっ」

　飛び降りざま、オルバの振るった槍のひと突きが、モロドフの背中に当たっていた。が、甲かつ冑ちゆうを貫かん通つうするにはいたらない。それでも苦く悶もんの息を吐いたモロドフはやがては落馬して、もう一発、大砲の打ち鳴らされる音を耳にしなければならなかった。

「よし、退ひけ。退くぞ」

　オルバ自身が隊長であるかのように叫ぶ。モロドフの馬をすばやく奪うばい取った。

「ま、待て」カダインの赤竜は立ちあがりながらわめいた。「まだ勝負はついていない」

「お預けだ」

　そう応こたえるオルバも、決して無傷ではない。いや、むしろオルバのほうが数多く傷を負っていた。しかし痛みなどおくびにも出さず、オルバは馬を駆かけさせ、急きゆう峻しゆんな坂をおりていくと、シークたちと合流した。

　彼らの突とつ撃げきと大砲の一撃とで、多少は敵の追い足も鈍にぶっている。あとは駆けに駆けるだけだ。

　負傷したボーワンを中央で守りながら駆けていく騎き兵へいは、五〇騎もない。他ほかはグレイガンとガルダ軍の挟きよう撃げきでやられたか、逃げ遅れたか、あるいはばらばらに逃げ散ったかだ。

　タウーリアの兵たちが、しかし真の意味で絶望を味わったのは逃走に移って、半時間もしないうちだった。

　敵の集団が土煙になって背後に見えていながら、彼らは足を止めざるを得なかった。ヘリオの方角から火の手があがっているのが見えたからだ。

「やられた」馬上でダンカンが握にぎり拳こぶしを震ふるわせた。「奴やつらめ、ヘリオを占せん拠きよしたな」

　グレイガン隊が動くと同時に、街に残っていた赤い鷹たかの一団が宮きゆう殿でんを落としたのだろう。何もかもが敵の目論もくろ見みどおりに動いたわけだ。となれば、道は目の前で寸断されているにも等しい。

　ダンカンが横目でボーワンを見やると、顔色はほとんどまっ白に近く、意い識しきを失いつつある。このまま敵の目の前を突っ切って、さらには敵の追っ手を背にしながらタウーリアへ逃げ帰ることなど、たとえ無傷の勇士であっても不可能だ。

　ダンカンは何を思ってか、正規兵の三〇名近くを呼び集めた。ややあってから、彼はオルバをも近くに招いた。

「ヘリオの北数キロ地点に橋がある。おまえたちは将軍をつれて川を渡り、ベルガナ山さん嶺れいへ向かえ。そこで身をひそませ、機きを待つのだ」

「隊長はどうする？」

「しんがりという奴やつさ。正規兵皆でここを死守する」

　ダンカンは言った。しんがりも何も、正規兵がここに残るのならばあとはほとんど傭よう兵へいだけだ。ボーワンひとりを『本隊』と見立てて、オルバらにあとを頼むと言っている。
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「なぜおれに言う」

「なぜだろうな。機転が利くし、信用できる気もする。それに、」

　ダンカンは目め尻じりを下げて笑った。

「おまえは、おれの嫌いなアデルバーを追い払ってくれた」

「馬ば鹿かな。ボーワンを、グレイガンに高く売るかもしれねえんだぞ」

「そのときは、おれの亡ぼう霊れいがおまえの喉のどに手をかけるだろう」冗じよう談だんとも本気ともつかない声でダンカンは言った。「いずれにせよ、このままでは全滅を待つだけだ。傭兵ではしんがりはつとまらんし、おれとしてはわずかばかりの可能性に賭かけるしかない」

　ダンカンの隣となりにはルーノ小隊長の姿もあった。彼もまた、ここを死地と定めたらしい。

　空には星が散りはじめている。それを見あげる一いつ瞬しゆんを挟はさんだのち、

「急げ」

　とだけ言うと、ダンカンは馬首を翻ひるがえした。タウーリアの正規兵三〇名ほどがそれにならう。ダンカンは傭よう兵へい隊長の身分だが、いずれは兵団長を任せられるのではないかと噂うわさされていた器うつわだ。従う兵たちの顔にも迷いはない。

　向かう先に砂煙が立っている。こちらを追つい撃げきにかかった兵がいかばかりの規き模ぼかはわからないが、当然、三〇名かそこらで喰くい止められるとも思えない。

　オルバの全身に刻まれた傷が、いまここではじめて痛みを訴えていた。

（ならば、おれも）

　と言えるのが、オルバが幼少のときに理想とした英雄像だった。仲間を見殺しになどできない、おれもここに残って戦う、と。圧倒的な数で押し寄せてくる敵を前に死を覚悟しながら、それでも土ど壇たん場ばには奇跡的な知略の閃ひらめきと、常人ばなれした剣技で活路を見み出いだすような、そんな物語の主人公に憧あこがれていた。

　だが、ここで用意できる策などひとつもありはしなかったし、押し寄せる、おそらく一〇倍以上もの数の敵兵をばたばたと薙なぎ倒せるほどにオルバは超人ではなかった。

　そのとき、シークが馬首を並べた。

「いこう、オルバ」

　返り血に化粧された顔は、いつものままのように見える。「ああ」とやはり馬首を並べて、ギリアムが言った。

「あれは、タウーリア軍人だけに許された誉ほまれある任務だ。おれたちは手を出せねえ」

「スタンを先頭に立てて、早いところいくぜ」タルコットが敵の方角を恐ろしげに見やりながら叫ぶ。「スタンなら安全な道がわかる。そうだろ？」

「信用されても、困るがなあ」

「おまえは、そのとおりだ、任せてろ、って言ってりゃいいんだよ。だから馬ば鹿かだ、馬鹿なんだよ」

　オルバはダンカンらの背中を見つめた。

（誉れある任務だと？）

「くそっ」

　仮面越しに、ちっと唾つばを吐き捨てて、オルバはシークとともにボーワンの馬を左右から挟んで、その身を支えるようにしながら駆かけ出した。




　長い長い夜がはじまった。

　途中、ふたりが脱落している。傷が深く、馬での行軍に耐えられなくなったためだ。

　ひとり目は、落馬したときには絶命していた。ギリアムが馬から降りて、兵の携けい帯たい食しよく糧りようや水筒を取る。死者を弔とむらう余裕はない。むしろ追っ手に見つからないよう、目立たないところに隠しておく必要があった。

　ふたり目は自分から馬を降りた。

「もうおれはいけない。先にいってくれ。──大丈夫、敵に見つかるようなへまはしない」

　そう言う中年の傭よう兵へいは青あお息いき吐と息いき。さすがに瀕ひん死しの男から食べものや水を奪うばうことはしなかったが、放置していけばほどなく死ぬのは目に見えている。だからといって、オルバにできることなど何ひとつなかった。

　どちらも、馬はギリアムやスタンが引いていくこととなった。もはや何も手持ちがない兵らにとって、馬は貴重品だ。どこかの村で高く売れるかもしれないし、いざとなれば食しよく糧りようにする。

　敗残兵の現実だ。オルバは疲れはてていた。体力だけでいうなら、もっと追いつめられた状況がかつてある。しかし精神のほうがひどく疲ひ弊へいしていた。英雄が物語で発揮している義ぎ俠きよう心しんやら美徳やらは、健康なときだからこそできるものであって、いつ追っ手がかかるか、いつ新しい食糧や水を得られるかわからない状況下にあっては、他ほかの誰だれかを気き遣づかうどころではない。

　残るは、オルバ、シーク、ギリアム、タルコットにスタン、そしてクルン。正規兵はふたりのみで、こちらも疲れはてて口を利かない。ボーワンも同様で、かすかに背中が上下しているのを除けば、ひょっとしたら死んでしまったのではないかというくらいだ。

　火も掲かかげず、常に背後を気にしながらの逃走である。

　このときオルバは、幼少時代、生まれ故郷の村を追われて逃げていたときのことを思い出していた。母の手を引いて夜道をいきながら、どこからガーベラ兵があらわれるかわからない恐怖に脅おびえていた。

（あのときと同じだ）

　周囲にわだかまる闇やみが、逃亡者たちの神経をすり減らしている。闇はいつしか声を発し、耳もとで囁ささやきつづけた。音を立てるな、息をするな、おまえの背後に、ほれ、敵が迫っている。いや、側面からだ。前からだ。いっそのこと、叫びをあげて馬を全速力で走らせたくなる。じわじわと喉のどもとを絞めにかかってくるような、確かく実じつに死が待つとわかっていながら身動き取れない状態から、焦あせって走り出したくなる。

（グレイガンめ）

　オルバはいまになって、身を燃もやすほどの悔くやしさを覚えていた。

　どうしてもやり遂げたいことがあるならば、私情を投げ捨てることもできるオルバだったが、その目的がいったん失われれば、やはり血の気の多い少年の身、むしろ自分の感情を抑よく制せいできなくなる。コルドリン丘きゆう陵りようでは、何とか味方の壊かい滅めつを防ごうという目的があった。それがため、冷静に状況を見、作戦を立てることもできたのだが、肉体も精神も疲ひ弊へいしたいまとなっては、もう腹ふく腔こうに熱あつくたぎるような怒りしか残されていない。

　そのまま、誰だれも口を利かなくなってから数時間後、

「どこへ向かう気だ」

　早そう暁ぎようの光が荒野を青あお紫むらさき色いろに染めはじめたとき、タルコットが言った。前方、川にかかった橋がある。おそらく集落が近くにあって、そのためのものだと思われる。シークが答えた。

「近くに村があるようだけど、この格好じゃいけないよ。ベルガナに身をひそめて、それから偵察にひとりかふたりをいかせればいい」

「馬ば鹿か正しよう直じきだな。いまとなっちゃ、金を払ってくれるかどうかも当てにならない雇やとい主ぬしのためにかよ？」

「ボーワンを売る気か？」ギリアムがすごんだ。「そうすりゃ、傭よう兵へいの名折れだ。どこも雇ってくれず、信用もされず、もうその勇名がとどろくことなどねえ。おれは傭兵で名を立てる。おまえのような小悪党になりさがるつもりなどねえんだ」

「うるせえ、でかぶつ。命あってのものだねだ。ボーワンを売るとは言わねえ。まずは、食いもの、それから酒だ！　おれが村を探しにひとっ走りいってくる」

「きみだって怪け我がをしているし、敗残兵だとひと目でばれるよ。ヘリオに通報がいきかねない」

「けっ、メフィウス人が揃そういも揃って。おれを止められるもんなら止めてみやがれ。ただしおまえらだって無事じゃすまさねえからな」

　精神が参ってしまっているのは誰しもが同じだ。タルコットは目を三角にして、普ふ段だんの形ぎよう相そうとは別人のようだった。近づけば剣を振りまわしかねない。それでもスタンがなだめにかかろうとしたとき、

「食しよく糧りようならベルガナにある」

「何？」

　皆、意外なものを見るような目でクルンのほうを振り向いた。クルンの顔にこびりついた多量の血が、乾いて垢あかのようになっていたが、彼はいつになく、まっすぐとした目でオルバたちを見返して、

「酒はわからないが、水だけは提供できると思う。あそこは地下に川が流れていたから」

「おい、剣もまともに振れなかった新参者。とうとうおかしくなっちまったか？」

「手前てめえよりゃましだろう」

「何っ」

「とにかく！」クルンが珍しく大声を出した。「おれが、皆を案内する。あんたらを見込んで頼みがあるんだ」

「頼み、だと？」

　ギリアムが訊きくと、クルンは顎あごを引いた。そしてこの状況では実に似つかわしくない台詞せりふを口にしたのである。

「ヘリオを正統なる王のもとに取り戻すために、この先にいらっしゃるヘリオ王子に雇やとわれてほしいんだ」










　五章　ラスビウス隊
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　ラスビウスは苛いら立だっていた。

　ラスビウスといえば、ヘリオで知らぬ者はない騎き竜りゆう兵へい隊たいの将軍である。数々の武ぶ勲くんを立て、国内のみならず、西方一帯にその名を知られていた。王家に絶対の忠誠を誓う男だったので、ヘリオが内乱に荒れた際も古い城じよう郭かくの一か所に留とどまって、部下たちとともに謀む反ほん勢力を一手に引き受け、雄お々おしく戦った。

　しかしそんな彼もやがては行方ゆくえが知れなくなってしまい、おそらく討うち死じにしたのだろうと噂うわさされている。

　そのラスビウス。

　彼は生きていた。彼のみならず、エラーゴン王に仕えていた騎竜兵三〇〇とともに、このベルガナ山さん嶺れいに身をひそめていたのである。

　ぎざぎざに尖とがった牙きばを連想させる峰々のとある一点、東西に幅の広い渓けい谷こくが口を開けている。逃とう避ひ行こうの果てにここを見つけたラスビウスは、谷の入口に石を積つんで臨りん時じの防ぼう御ぎよ壁へきとし、断だん崖がいに刻まれた洞どう窟くつを、自分を含めた本隊五〇人余りの住居としていた。残りは、小隊ごとにわけて同じく雨あめ露つゆをしのげそうな場所に待たい機きさせている。

　ラスビウスたちのいる洞窟は、近くを流れる川のごく細い支流が入り込んでいて、その水が長きにわたって岩壁を削り取ってできたものなのだろう。おかげで、少なくとも飲み水に不足することはなかった。小隊の連中も時折やってきては水を汲くんでいく。──が、食しよく糧りようとなるとそうはいかない。

　ヘリオが謀反者の手に落ちて一ヶ月足らず。持ち出すことのできた食糧を細々と食いつないだ。それが尽きれば、つれてきた馬や竜を焼いて喰くらう他ほかなかった。騎竜兵の名折れである。だが彼らは愛馬や竜の肉に歯を立てて、涙とともに飲みくだした。

　もし落ちのびたのが彼らだけだったならば、このような屈くつ辱じよくは耐えがたいとばかり、玉ぎよく砕さい覚悟でヘリオに攻め入って、そしてそれでしまいだったろう。ラスビウスも決して死を恐れたわけではない。しかし彼には何としても守らねばならないものがあった。彼らに唯一残された希望ともいえるそれは、エラーゴン王の遺い児じロージィである。

　いまだラスビウスがヘリオ内部で抵抗運動をつづけていたときのこと。

　すでに宮廷の大半が占せん拠きよされていたため、ハードロス先代王やロージィ王子の生死は不明であった。が、突然、その宮廷の隠し通路を使って、侍じ女じよたち数名がロージィとともにラスビウスのもとへとやってきたのだ。何とか王子ひとりだけはつれて逃げることができたらしい。

　そのとき、ラスビウスはいったんヘリオを離はなれることを決意した。ここで戦いつづけても王子の身が危あやういだけだ。第一位王位後継者が生きているということは、どのような人間であれ、正統の王は名乗れない。すなわちヘリオにいかなる偽ぎ王おう、僣せん王おうが誕たん生じようしたとて、いずれは必ず取って代わられる存在に過ぎないということだ。

　ラスビウスは部下や王子とともにヘリオを脱し、この洞どう窟くつへと身をひそめた。

　必ずやヘリオを正統なる王族の手に取り戻す──それが彼らの願ねがいであり、それを自分たちがやり遂げるのだと信じればこそ、このような辛しん苦くにも耐えつづけた。兵たちの身体からだは徐じよ々じよに瘦やせ細りながらも、眼光は鋭するどさを増し、むしろ研とぎ澄すまされた刃やいばのような雰囲気を身にまといつつあった。

　彼らは獲え物ものを待ち伏せする肉にく食しよく獣じゆうよろしく、じっと機きを窺うかがった。注意深く、慎重に、手の者をヘリオ内に侵入させ、やはりヘリオ内に隠れていたエラーゴン王配下の兵たちと連絡を取りあった。

　そして絶好の機会が来た。ガルダ軍がエイメンより発たったというので、大勢の部隊がヘリオから離れた。すぐさま攻め入ろうと言う者もいたが、ラスビウスはなおも慎重だった。部隊が行軍中にヘリオを取り戻したところで、返す刀でふたたびヘリオが内乱に荒れるだけだ。

　部隊がガルダ軍とぶつかりあったそのときにこそ、動く必要があった。そのため、部隊の行軍中には、市内で潜せん伏ぷく活動をする者の人数を増やすにとどめた。

（だが──、武運がなかった）

　不覚である。

　ガルダ軍とヘリオ軍の戦せん闘とうがはじまって、ラスビウスらがいよいよ行動に出ようとしていた矢先に、ヘリオはあっさりと陥かん落らくしたのだ。

　さらには、コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いでもヘリオ軍は敗走した。いずれもグレイガンなる傭よう兵へい団長の裏切りによってである。ガルダ軍と合流したグレイガン隊は、戦いがはじまって二時間もしないうちに丘陵地をあとにし、半日後には先さき駆がけの部隊をヘリオに到着させたため、ラスビウスは完全に機を逸いつしてしまった。

　偽ぎ王おうジャラーはほとんど丸裸の状態で引っ立てられ、ヘリオ市内で公開処刑されたという。

「ジャラーを討うつのはこの手であったはずなのに、ならず者の傭兵風ふ情ぜいに首をかっさらわれようとは。何より、な、何より許せんのは」

　ヘリオから報告に来た兵士が、涙で頰ほおを洗い流しながら、悔くやしげに吠ほえていたのを、ラスビウスは覚えている。

「あの、あのマリレーヌの女め狐ぎつねめだ。やはりあいつはチェリクとつながっていた。グレイガンはチェリク王と不仲になって追い出されたのではない。グレイガンは最初からチェリク王の姦かん計けいどおり、追い出された振りをして我われらがヘリオへとやってきた。王おう妃ひはこれを知っていて、あの卑いやしき鷹たかを招き入れたのだ！」

　その証拠に、この短期間でまたヘリオ統治者の名前が入れ替わったとき、チェリクが突とつ如じよとして部隊を動かした。ヘリオ救援のためではない。彼らはタウーリアとの国境沿いに陣を張ったのだ。急きゆう遽きよ迎げい撃げき態勢をととのえねばならなくなったタウーリアは、ヘリオへ援軍を送り込むことができなくなった。当然、チェリク側の狙ねらいとしてはそこにあったろう。彼らは直接タウーリアへ攻め入るような真ま似ねはしなかったものの、いまだ陣は引いていない。

　ヘリオが陥かん落らくしたいま、タウーリアは容易に軍を動かせなくなった。ヘリオ、チェリク、いずれに進路をとるにしても挟はさみ撃うちに遭あう可能性が高くなるゆえだ。

（下へ手たをすれば、このまま膠こう着ちやく状態だ）

　ラスビウスの苛いら立だちが募つのろうはずだ。彼らはまたも次の機会が来るのを辛しん抱ぼう強づよく待たねばならない。

　しかし隊の状況を考えれば、引き伸ばせてあと二、三週間といったところか。近くの遊牧民に武器を売って食しよく糧りようを買ったところで、相手にこちらの素す性じようを怪あやしまれ、なかにはヘリオに密告に走る者がいないとも限らない。いまやガルダ軍は破は竹ちくの勢いであり、彼らとつながりを持って生きのびようと考える人間も多いだろう。

（だが、おれはちがう）

　ラスビウスは思う。正統の王が手もとにある以上、彼には飢うえも疲労もない。いや、感じていたところで、たとえ死ぬ寸前になってもおのれの保身などは考えない。そういう男だった。

　部下たちも同様である。ラスビウスはその日、洞どう窟くつ内をはじめ、部下たちのいる場所場所を見てまわったのだが、兵たちの顔にはさすがに落らく胆たんと疲労の色が濃こい。とはいえ、まだいくらか力は残っている。大将たるラスビウスの性格もあってのことだろう、彼らには鉄の絆きずながあった。

（しかし）

　現在、それを乱しかねない不ふ穏おんな空気が洞窟内にある。ぬめりを帯びた岩肌を進んでいくと、その元げん凶きようがいた。他ほかならぬロージィと話しているのを見て、ラスビウスの鼻の頭に皺しわが寄る。その男は仮面をつけていた。




　一昨日のこと。ラスビウスのもとへ、

「クルンが戻ってきた」

　という報告があった。クルン、という名前を聞いてもすぐには思い出せなかったが、顔を見て騎き竜りゆう兵へい見習いの男だったことに気づいた。ジャラーが王位についたばかりのころ、周辺の警けい戒かいがまだ甘かったので、数名をタウーリアに傭よう兵へいとして送り込んで情報を集めさせていた。そのひとりである。

　クルンはコルドリン丘きゆう陵りようの戦いに参陣していた。グレイガンの裏切りを目まの当あたりにし、命からがら逃げのびてきたらしい。見習いの兵は悔くやしさと怒りとで、涙ながらに語った。ラスビウスはその労をねぎらってやったが、クルンはひとりではなく、タウーリアの将ボーワンと、数名の傭よう兵へいをつれていた。そのうちひとりは仮面をつけた、素す性じようも知れぬ剣士だったが、クルンによるといずれも使い手らしい。

「必ず、ヘリオ奪だつ還かんの折に役立つかと思われます」

　ボーワンは意い識しきを失っていたので、治ち療りように当たらせることにした。余分な物資はなかったが、彼もタウーリアの将。何かの役に立つと思ったからである。

　しかし傭兵たちのうち三名はメフィウス人だ。ゼルド人の例にならい、彼はメフィウスを憎にくんでいた。一〇年以上前のメフィウスとの戦いには父とともに参戦し、その父はメフィウス軍の奇き襲しゆうで命を落としている。

　とはいえ、ラスビウスは部下たちには手を出さぬよう徹てつ底ていした。内うち輪わ揉もめの醜みにくさ、空むなしさはヘリオで身に染みている。体力精神力ともに限界を迎えつつあるいま、彼らを支えているのはそのヘリオを奪還したいという思いのみだ。しかし裏を返せば、その思いを共有せぬ者などは、たとえ味方であっても絆を乱す邪じや魔ま者ものでもある。

（追い出したところで、ここの位置を知られてしまっている）

　いざとなれば、何か理由をつけて殺してしまう手もある。ラスビウスにとってはロージィを次期ヘリオ王につけることこそがかけがえのない正義であり、そのためにならある種の汚名を着る覚悟とてあった。




　それより少し前。

　オルバは依然仮面をつけたまま、岩がん壁ぺきに背を預け、剣を砥といでいた。そこへシークが戻ってくる。

「どうだった」

「まだ熱ねつにうなされているよ。肩の傷はともかく、背中に銃弾を受けている。甲かつ冑ちゆうのおかげで内ない臓ぞうには届かなかったけど、弾が割れて肉に喰くい込んでいるんだ」

　ボーワンはまだ意い識しきを取り戻さない。「そうか」と答えて、オルバは磨みがきぬいた刀身に自分の顔を映した。

　洞どう窟くつを流れる川のおかげで水はたらふく飲んだが、ここ三日、まともなものは口にしていない。空腹は、焦あせりと苛いら立だちを生む。気の短いタルコットやギリアムなど、連日、ヘリオの騎き竜りゆう兵へいたちと揉もめごとを起こしそうになって、その都度、スタンやシークに止められている。

　オルバたちのみならず、騎竜兵たちも気持ちが荒々しくなっていた。機きを待つ以外にほとんどすることがないので、彼らは毎日のように車くるま座ざになって座り、グレイガンやチェリクを罵ば倒とうした。とともに、その憎しみの矛ほこ先さきはヘリオ王おう妃ひマリレーヌにも向けられた。

　ヘリオの王となったグレイガンは、恥知らずにも、またもマリレーヌを王妃に求めた。そしてマリレーヌはこれもまた、即座に受け入れたのである。これによって、ヘリオは王も王おう妃ひも、いずれもチェリク人に統治されることとなったのだ。

「しかしヘリオも、災わざわいが絶えないね」シークがため息混じりに言った。彼もまたさすがに疲れている。「王が戦死して、謀む反ほんがあったかと思えば、次は迎え入れた傭よう兵へい隊長の裏切り。こういうとき、いちばん害を被こうむるのは無力な民たみ人びとだね。赤い鷹たかの狼ろう藉ぜきだけならまだいいが、ガルダ軍は民人を人質にし、生いけ贄にえにもするというから──」

　陥かん落らくの日、ヘリオ内の光景は凄せい惨さんを極きわめたという。傭兵団があちこちで、仲間より少しでも多くの金品をかっさらおうと商家や民家を荒らしまわり、逆さからう者はもはや容よう赦しやもなく斬きり捨てて、女性の悲鳴が聞こえぬ街路はない、といったありさまだったらしい。

　いまもそれがつづいているかというと、実のところ、グレイガンが王になった暁あかつきにだいぶ抑おさえられている。

　傭兵集団の長という身分でなくなり、王になったことで、むしろグレイガンはある種の理性を保とうとしていると言っていい。ヘリオが、では以前のように健全な生活を送れる場所なのかといえばもちろん答えは否いななのだが。

「ガルダ直属の配下らしい祭司たちが数名、宮廷に入って、一日おきに十数名の生贄を求めているんだそうだよ。王の命を受けた兵たちが、夜な夜な街に姿をあらわしては、生贄にする民人を選んで連れ去っていく。しがみついて、泣き叫んでそれを止めようとする家族があれば、ついでとばかりに肩の上に担かつがれ、ともに連れられていくんだ」

「もういい」

「ケイとニルスが無事ならばよいけれど。赤い鷹に目をつけられているだろうから……」

「いいと言っているんだ。やめろ！」

　突然、オルバは怒ど声せいを放った。シークは驚おどろいた顔をしたが、剣をほとんど力任せに研といでいるオルバの姿を見、口を閉ざした。

　逃とう避ひ行こうの最中からオルバの腹ふく腔こうに溜たまっていた怒りは、粘ねばり気けをも帯びて、どろどろと体内に貼はりついたまま離はなれない。あの裏切り者のグレイガンが王となってヘリオに留とどまっているかと思うと、血が騒さわいで我が慢まんがならなくなる。

（おれに、喧けん嘩かを売りやがったな）

　影かげ武む者しや時代、策略を好んだオルバだったから、その策略をもって打ちのめされた事実が、いっそうオルバの憎にくしみに火を注いでいる。ひとり、いますぐ馬を駆かってでもヘリオの城じよう郭かくへ乗り込みたい気分ですらあった。

　と、

「モロドフに一刀を浴びせた剣とは、これのことか？」

　幼い声がした。近づいてくるその少年は、エラーゴンのひとり息子むすこロージィだ。供ともらしき者が数名いて、ロージィを傭兵風ふ情ぜいに近づけたくないという顔を露ろ骨こつにしていたが、少年本人はそばかすを散らした顔を好奇心に輝かがやかせて、オルバの手もとをのぞき込んでくる。歳としはまだ九つ。

「カダインの赤竜といえば、ラスビウスにも劣らない武将だというぞ。そなた、ラスビウスよりも強いのか？」

　王族といえど十分な栄養をとれていないのだろう、こけた頰ほおに土汚れをうっすらとつけて、瞳ひとみだけをきらきらとさせている。

「さあ、どうだろう」オルバはさすがに無視できず、剣を地面においた。「それに、モロドフに勝ったわけじゃない。正面から槍やりで突いても、まるで届かなかった。あれを一いつ騎き打うちで破るには骨が折れそうだ」

「当然だ。モロドフは馬に乗っては天てん下か無む双そうという」王族の男の子らしく、戦いの話が好きらしい。ロージィはもっともらしく言った。「どの国の戦術家も、まずはモロドフをどう馬から引きずりおろすか、そのことから考えるという。銃弾、矢で射い貫ぬくべきか、もしくは大型竜を向かわせて馬を脅おどしにかかるべきか」

「魅み力りよく的てきな雌ひん馬ばをあてがってはどうだろうな」

　ぎょっとシークが目を剝むくのをよそに、オルバはそんなことを言う。からかっているわけでなく、この会話そのものが彼にはどうでもいいのだ。当然、王子の後ろにいる供の者の顔つきが険けわしくなるのだが、

「モロドフの馬が、戦いを忘れて飛びつきたくなるような、そんな馬を用意すれば、モロドフも人馬一体の境地を発揮できないのではないかな」

「それも手かもしれない」オルバの意外な返答を、ロージィのほうは楽しんだ。「でも、魅力的な馬を、人間がどう見わける？　馬の美人、不美人がわかるのか？」

「おれの友人に、竜の『声』を聞きわける天才がいた。ひょっとしたら、馬の美び醜しゆうを見わけられる人物もいるかもしれない──」

「おまえは、まるで王侯貴族のような話し方をするのだな」

　そこへラスビウスが来た。ちらっと視し線せんをあげたオルバは一礼もしない。

　将軍の顔は他ほかの兵たちと同様、やつれてはいるものの、甲かつ冑ちゆうを着こなした体たい軀くは堂どう々どうとしている。三五歳。もともと吊つり目がちなのが、瘦やせたためか、あるいは一ヶ月のあいだ溜ため込んだ憎にくしみと恨うらみのためか、より吊りあがって、にらみをくれると何ともすさまじい形ぎよう相そうになる。

　しかしオルバは平然として、

「その逆だろう。王侯貴族を知らないため、口の利き方を心得ていないだけだ。非礼があれば、謝あやまろう」

「貴様──」

　ヘリオの猛将がなおもすごみ、周囲にいた人間たちが息を吞のんだ。と、

「ラスビウス」

　ロージィがあいだに入った。オルバの『奇策』を披ひ露ろうし、部下のうちに馬に詳しい者はないか、と言うのである。ラスビウスは苦笑し、

「探させましょう。さあ、殿でん下か。学問のお時間です、こちらへ」

　ロージィはオルバのほうを振り返り、笑え顔がおを見せると去っていった。

「あかるい子だ」とシーク。「あのあかるさに周りもだいぶ救われている。生きてヘリオを奪だつ還かんできれば、いい王になるかもしれない」

「かもな」

「しかし、あの子のほうがよっぽど大人おとなだね。誰だれにでも嚙かみつくところは、まるで昔に戻ったみたいだ」

「うるせえ」

　オルバは不ふ機き嫌げんな顔をしてそっぽを向いた。

　無む論ろん、彼とてラスビウスに非礼な態度をとったところで、何か得なことがあるとも思っていない。しかし抱え込んだ苛いら立だちも憎しみも、ラスビウスに引けを取らない。敵の影かげに脅おびえて逃走していたとき、幼少時代、故郷の村から追われたときのことを思い出した。

（くそっ）

　二度とそうならないために、何も奪うばわれないために、自分は剣を取ったのではなかったか。

（あいつの首を取ってやる）

　グレイガンの小憎たらしい面つらを跨またいで、足のあいだに見おろさねば気がおさまらない。

　シークが「昔に戻った」と指摘したとおりだった。

　彼は、ただ一本の剣で、自身の沽こ券けんと命のみを守ろうとする、ただひとりの剣士に舞まい戻りつつあった。




　　　　２




「どけ、どけっ」

　ヘリオの大通りを、赤い甲かつ冑ちゆうを着こなした男たちが走っていた。わざわざ大声をあげて追い払うまでもなく、通りに民たみ人びとの姿などほとんどないのだが、赤い鷹たかの傭よう兵へいたちはことさら横おう柄へいに振ふる舞まっている。

　ヘリオ陥かん落らくの日、都市内を荒らしまわった者どもばかりだ。家々にかくまわれたヘリオの正規兵を狩り出すためだったが、そればかりが目的ではなく、傭兵たちはとにかく目についたものを奪い、若い女と見れば路地に連れ込もうとし、それに逆さからった男たちはことごとく殺して、家々をも打うち壊こわした。

　人々はだからかたく門もん扉ぴを閉ざして、傭兵に目をつけられぬよう身をひそめている。ただひとり、商家の隠いん居きよが二階の窓から彼らの姿をそっと見おろしていたが、兵たちが中央で古めかしい砲を引いているのが目に留とまると、恐ろしげに身を震ふるわせ、窓から離はなれて、怯おびえている孫たちを抱きすくめた。

　赤い鷹たかの傭よう兵へいたちが目指したのは、竜りゆう神じん教きようの聖堂であった。

　さすがに竜神教の司祭であったガルダを標ひよう榜ぼうする男が首領格だけあって、いかなガルダ軍とて聖堂や神しん殿でんに攻こう撃げきを加えたことは一度もない。が、それをいいことにヘリオの兵が内部にひそんでいるとの噂うわさがあった。先日、赤い鷹の傭兵たちはここを捜索しようと押しかけたのだが、竜神教の司祭たちに、

「帯剣した者をなかへ入れるわけにはいかぬ。それに本日は、ガルダの遣つかいもなかにいるのだ」

　と追い払われている。

　一時はガルダ軍との軋あつ轢れきを恐れて引き下がった傭兵たちだったが、いまとなってはヘリオは自分たちのものだという意い識しきがある。朝まで酒を飲んで騒さわいでるうち、だんだん憎にくしみを駆かり立てられてきた。

　ひとりが、

「どうせガルダ軍など他国の軍勢の寄せあつめだ。一国を治めているおれたちに一丸となって立ち向かえるはずがない」

　などと大きなことを言えば、

「そうだ、逆らうようなら街から追い払えばいい」

　ワジムという砲兵隊長が気勢をあげた。

　それで、砲を引いての行進となった。目的はもちろんヘリオ兵の狩り出しだが、もうこうなると手段そのものが目的に変わっている節ふしがある。彼らは子供じみた復ふく讐しゆう心しんを満足させようと、聖堂前に砲を据すえた。

　ワジム自身はゼルド人だったが、傭兵生活で他国出身者とのつきあいが長く、竜神への畏い怖ふや信仰心はすっかり薄うすらいでいる。もともと赤い鷹には、脛すねに傷持つ荒くれ者どもが多い。それがいまや一国の支配者なのだから、その勢い、まさしく神をも恐れぬ心境だったろう。

　彼らは鉄玉をこれ見よがしに聖堂前で焼きはじめた。次々にこれを撃うち込むぞという意思表示である。さすがに司祭たちは聖堂内で青ざめた顔を見あわせていたが、

「お待ちなさい」

　ここに、意外な人物があらわれた。

　マリレーヌである。古代ゼルド人の王おう妃ひがそうしていたように、長々と引いた頭飾りのヴェールを侍じ女じよたちに持たせている。陽ひの高いうちに城外へ出るとき、マリレーヌはいつしかこの扮ふん装そうを好んでやっていた。自らの権けん勢せいを示すためのものだろう。

「これは、王妃どの」

　ワジムも、一応は慇いん懃ぎんな態度で一礼した。とはいっても、こっそり王妃の肉感的な肢し体たいを盗み見る目つきには畏い敬けいのかけらもない。

（次々と男を変え、命と権けん威いを守ってきた女だ）

　そんな嘲あざけりさえほのかに見え隠れする。

　嘲りだけならばよいが、マリレーヌはかつて以上に、ヘリオの民たみから憎にくしみを寄せらせている。グレイガンが王になる以前から、同じ権力を維持できたのは彼女ただひとりである。赤い鷹たかの内乱に歯向かった兵や貴族たちの大半は殺され、生き残った者たちもことごとく捕ほ縛ばくされている。その扱いは犬いぬ畜ちく生しようのごとくだという。

（グレイガンを、そしてガルダ軍を手引きしたのはマリレーヌだ）

　そんな噂うわさもまことしやかに囁ささやかれていて、いまやヘリオの民たみ人びとからは、グレイガンよりも、ガルダ当人よりも、マリレーヌこそがもっとも憎むべき存在のように思われていた。

　ワジムたちにしてみたところで、王おう妃ひといえどもただ『頭とう目もくの女』というだけのことだった。それ以外に恐れることなど何ひとつなかったのだが、

「おまえたち、いますぐここからお引きなさい」

　マリレーヌはこともなげに言った。つんと顎あごを反そらし、冷たい眼まな差ざしをワジムに当てている。まるで、歩くのに邪じや魔まだから石でもどかせというような口振りだった。

　ワジムの顔が赤くなった。

「こ、これは王妃どののお言葉とも思えませぬ。ヘリオの兵をひとり残さず捕らえろとはグレイガン王のご命令ですぞ。その捜索を拒こばんだ輩やからを庇かばい立てするようなら、いかに王妃どのといえど──」

「王妃どのといえど、何だと申すのだ？」

　ワジムは押おし黙だまった。王妃より彼のほうが頭ひとつ高いはずなのに、まるではるか高みから見おろされている気分がする。

「ここにはわたしも足しげく通っている。もし司祭や巫み女こが兵をかくまっているようなら、わたしも気づきましょう。しかしここで軍人の姿など見たこともない。そなたら以外はな」

「し、しかし」

　ここで王妃は手の甲を唇にあてて、甲かん高だかく笑った。

「それにしても、このような場に大砲を引いて、甲かつ冑ちゆうを着込んであらわれようとは、何とも仰ぎよう々ぎようしい。ここには剣や銃を持つ者は誰だれひとりおらぬ。いったい、竜りゆう神じん教きようの何がそなたらを傷つけるというのだ？」

　そう言われては、完全武装して勢い込んできた彼らが、まるで大人おとな気げなく子供の遊び場に怒ど鳴なり込んできたように思われて、ワジムたちは急にいかめしい甲冑姿が恥ずかしくなった。

（く、くそっ）

　実際にはマリレーヌ以外の誰も笑ってなどいなかったが、ワジムは、そこかしこからヘリオの民が顔をのぞかせ、その顔に嘲ちよう笑しようを貼はりつけているようにも感じていたのである。

「こ、このこと」ワジムはそれでもマリレーヌを精いっぱいにらみつけて言った。「このこと、王にはご報告せねばなりますないな」

「好きにせよ。さあ、用事は済んだか？　なら、とっとと去いぬるがよいぞ」

　マリレーヌの顔色はまるで変わらない。ゆたかな唇に笑えみを残したまま、ワジムたちの前で聖堂内へと入っていった。




　陽ひが落ちてしばらく経たって。

　湯浴みを終え、侍じ女じよたちに髪を梳ときすかせていたマリレーヌの私室へ、足音も荒々しくグレイガンが訪ねてきた。まだマリレーヌが支し度たくを終えていないというので、扉とびらの前ではやや押し問答があったが、いまのグレイガンに逆さからえる者もなく、これも荒々しく扉が開いた。

　大おお股またで歩み寄ってくるグレイガンは、あたかも宮廷にまぎれ込んできた一匹の野や獣じゆうのようであった。が、

「これは、我わがきみ」

　マリレーヌはワジムに見せたのと同じ、涼しげな笑え顔がおで呼びかけた。グレイガンに妻になるよう迫られたその日から、マリレーヌは彼のことをこう呼ぶ。その声にも表情にも、運命に弄もてあそばれた悲運の女といった風ふ情ぜいはない。むしろ、自分を求めたがる男たちへの対応など慣なれきっている感があった。

　それがいっそうグレイガンの怒りに火を注いでか、

「兵たちの邪じや魔まをしたようだな」

　口を開くなり、ヘリオの新王は怒ど声せいを迸ほとばしらせた。侍じ女じよたちが声もなくすくみあがる。無理もなかった。新王即位を宣言したその日、グレイガンのしたことはヘリオ中に知れわたっている。

　早そう暁ぎよう、牢ろう獄ごくに捕らえてあった貴族たちを御ご前ぜんに呼び寄せると、グレイガンは自分への忠誠を誓わせた。

　それを拒こばんだ者の首を刎はねた。

「不忠者」

　と呼んで。

　ばかりか、忠誠を誓った者の首をも刎ねたのである。

「たやすく鞍くら替がえする輩やからなど信用に足らん」

　と笑って。

　剝むき出された歯にも返り血がかかっていた。

　グレイガンの足もとには十余名の死し骸がいが転がっていたのだが、それをそのままにしながら、即位の酒しゆ宴えんが催もよおされたという。

　恐怖に声を失った侍女たちを、マリレーヌは部へ屋やから下がらせたあと、

「聖堂はガルダ軍の魔ま道どう士しも訪れる場です。兵のひとりもひそんでいれば、たちどころに気づかれ、とっくに捕まっているでしょう。むしろ無む駄だ足あしを踏ませずに済んだのではありませんか？」

　グレイガンの怒りなどどこ吹く風で言った。無む論ろん、グレイガンとて、いま指摘されたようなことは百も承知だ。つけくわえるなら、もし兵が聖堂を攻こう撃げきでもしていたら、ガルダ軍の不ふ興きようを買い、グレイガンにもまずいことになっていた。マリレーヌの行動こそが自分の立場を救ったとも、彼にはわかりきっている。

　囁ささやかれる陰口や噂うわさがどうあれ、マリレーヌは由ゆい緒しよ正しき血統の王おう妃ひであった。その王妃を妻にし、『王』を気張ったところで、最下層を生きてきたグレイガンにはぬぐいがたい劣等感がある。マリレーヌはそれをわかった上でのことか、表向きの態度はあくまでもグレイガンを『王』として立て、いまのように『我わがきみ』とも呼ぶ。それがいっそう、癪しやくに障さわった。しょせんおまえなど兵の勝手な行動さえ止めることができぬ器うつわ、と軽けい蔑べつの色も露あらわに言われたほうがどれだけましなことか。

「ここはおれの王国だ。すべてのことはおれが取りしきる」

「ガルダの魔ま道どう士しにも同じことを申されたらどうです？」

「何？」

　マリレーヌは謎なぞめいた笑えみを浮かべたまま、それ以上は口にしなかった。グレイガンの目が燃もえ立った。

（おれの心でも読んでいるのか、女め狐ぎつねめが）

　グレイガンは実際、ガルダ直属の配下を名乗る魔道士たちに手を焼いていた。モロドフら将兵に直接命令を下しているのはこの男たちである。彼らは軍隊とともにヘリオに入るや否いなや、一〇〇人の生いけ贄にえを要求してきた。そしてこれから二日に一度、一〇名ずつの若い男女を捧ささげよと言うのである。最初、グレイガンは冗じよう談だんかと思った。そんなことをすれば、小さな都市国家などたちどころに滅んでしまう。しかし、魔道士たちがフードの下からねめつける冷たい視し線せんにあてられているうち、体温までも下がる思いがした。

　さらには、近いうちに、エイメンからガルダの新たな部隊が援軍としてこのヘリオにやってくるという。これ以上数が増えれば、いかに『王』と名乗ったところで、グレイガンも彼らを制せい御ぎよできるとは思えない。

　戦場で生まれ落ち、いく多もの修しゆ羅ら場ばをかいくぐりながら、グレイガンがやっとの思いで手に入れた王国は、死と滅びの腐ふ臭しゆうを早くも放ちはじめていたのである。

　諸もろ々もろの思いを吞のみ下して、グレイガンは声に力をこめた。

「とにかく、これ以上勝手な真ま似ねをするな」

「そうでしょうとも」マリレーヌはふくよかな声で笑った。「ご立派な王が、早くもお后きさきの尻しりに敷しかれていると噂でも立ったら、我わがきみの立場もないというもの──」

　突然顎あごを摑つかまれてマリレーヌは唇を閉ざした。

　ぎらぎらとしたグレイガンの目が間近にある。マリレーヌはしかし笑えみを崩さなかった。嘲ちよう弄ろうするような視し線せんは、魔ま女じよのようであり、少女のようでもあった。

　グレイガンは顎あごを摑つかんでいるのとは別の腕でマリレーヌを強引に立ちあがらせると、天てん蓋がいつきのベッドへとその身を投げ出した。

　すかさずグレイガンは覆おおいかぶさる。
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「それ以上、しゃべるな」

　唇でマリレーヌのそれを塞ふさいだ。一刻も早く組み伏して、マリレーヌのそのすべてが自分のものだと確かく認にんしてしまいたかった。三代にわたって王おう妃ひでありつづけている女は抗あらがわない。ただ、グレイガンはやはり、肌を触れあわせているあいだも、どこかでか自分を冷たく嘲あざ笑わらうような視線を感じずにはいられなかった。
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　ボーワンが意い識しきを取り戻したのは、オルバたちがラスビウスらと合流して四日目のことだ。自分を逃がすためにダンカンらが決死の戦いくさを挑いどんだことを知らされて、横になりながら涙した。

　その日の夜、洞どう窟くつの奥まった場所で開かれる軍ぐん議ぎにおいて、なぜかオルバが呼ばれた。

「クルンに聞いた。コルドリン撤てつ退たいの際に、機き転てんを利きかせたらしいな。何か逆転の奇策があるなら、話してみせよ」

　これはオルバという男に長々とつきまとうことなのだが、明めい確かくな理由のあるなしにかかわらず、オルバ本人が感情的に（気に喰くわない）と思った人物がいれば、その人物もまたオルバをうとましがったり、嫌ったりすることが多々ある。

　ラスビウスもまたそうだった。

　オルバはもともとへリオの事情などろくに知らない。だがグレイガンへの怒りが胸にくすぶっている彼は、少数精せい鋭えいでヘリオに乗り込み、グレイガンを討うち取るべきだと主張した。

「なかなかの勇者ぶりだ」ラスビウスは鼻で笑った。「だが、おまえはいいとして、その作戦が失敗すれば我われ々われが生き残っていることも気け取どられ、全滅するだけだ。少し買いかぶりすぎていたようだな」

「なにっ」

　頭に血ののぼるオルバを、同行していたシークがなだめた。

　ラスビウスとて無む論ろん、ただ時期を待っていたわけではない。コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いが起こる前から都市内に潜せん入にゆうさせていた部下たちを通じて、ヘリオ内部での決起の段取りをととのえている。捕まっている兵士たちの位置や、警けい備びの状況などもつぶさに調しらべ、彼らを救出した上でグレイガンを討つ。

　が、そのためには二千もの規き模ぼで駐ちゆう留りゆうしているガルダ軍が邪じや魔まだ。まずヘリオからガルダ軍を動かさねばならない。

「いざとなれば」ラスビウスはヘリオ周辺を記した地図に鋭するどい目を当てて言った。「我々全員でヘリオに奇き襲しゆうをしかけ、敵をおびき出すしかあるまい」

　部下たちは悲壮な覚悟を貼はりつけた顔で頷うなずいた。それこそオルバは、

（はっ）

　と笑い飛ばしたくなる。相手の規模を考えれば、三〇〇の兵で奇襲をかけておびき寄せられる数などたかが知れている。たとえそれでヘリオ奪だつ取しゆに成功したとして、その数でガルダ軍の攻こう撃げきから守りきれるかどうか。

　いまにも口を開いて皮肉を言いそうなオルバを、シークは苦労して制した。

「きみは、子供っぽくなっていけないな」

　軍ぐん議ぎのあと、シークが言うと、近くにいたギリアムが肩をすくめた。

「何をいまさら。こいつはもともとガキだろう」

「いいや、皇おう子じさまであったときはまだ頭が冴さえていたものさ。きみはどうやら手足の力が強すぎる」

「手足の？」

「なまじそうだから、まずは腕力で物事を片づけようとするのさ。手足を縛しばる桎しつ梏こくのひとつもなければ頭で考えることをよしとせぬらしい」

　オルバははらわたが煮えくり返るのを覚えつつ、相手にしない振りをした。が、

「ラスビウスの言うことにも理はあるよ。グレイガンをいま闇やみ討うちにしたところで、ガルダ軍は意にも介さない。いまやグレイガンは王なんだ。たとえ玉ぎよく座ざについた経けい緯いがどうであれ、そして王になって何をしているかはさておいてもね。その王をまた失えば、ヘリオはガルダのなすがままになる。それこそ、都市すべての人々が生いけ贄にえにされかねないんだよ」

「どこへいく、オルバ？」

　オルバが急に立ちあがったので、ギリアムが訊きいた。「いや」と言いおいて、洞どう窟くつの外へと歩いていく。ギリアムも空腹で気が立っている。素っ気ない態度にむっとなって立ちあがろうとするところを、

「まあ、待ちたまえよ」

「何だ、貴様があいつの肩を持つのはいつものことだが、今日きようばかりは……」

「いまの顔を見たかい。何かを考えている。ああいうときのオルバの目が、いちばんぞくぞくするじゃないか」

　共感を求められたところで、ギリアムに答えようがあるはずもない。結局、喧けん嘩かをしたところで体力の無む駄だ遣づかいだと気づいて、腰をふたたび落とした。

　一方のオルバは、

「あまり遠くへいくなよ」

　見張りの兵に忠告を受けながら、夜空の下を歩いていた。

（王か）

　シークの言うとおりだ。王であるグレイガンを斬きり、いま復ふく讐しゆう心しんを満足させたところで何にもならない。

（何にもならない、とは、誰だれにとってだ？）

　皇おう子じとしての立場を失った自分が、いったい誰だれに気兼ねをする必要があるのだとも思う。しかし、オルバはいまになって、門を抜けて戦いに赴おもむこうとしていた際のことを思い出していた。

　民たみ人びとに見送られるその瞬しゆん間かんは、兵士たちにとっては晴れがましい場面だ。しかしオルバ当人には関かかわりのないことだった。ヘリオは故郷でもなければ、顔見知りもほとんどいないのだから。

　だが、そのなかにわずかふたり、ケイとニルスの顔があった。見送る視し線せんがあった。ふたりとは一夜を飲み明かしただけの関係だった。それでもそのとき、確かく実じつにオルバには託されるものがあったのだ。

（家族や恋人に見送られる兵士は、その一瞬を抱いて死地に向かう）

　ロアンもそうだったのではないか。自分や母やアリス。大勢の村人たちに送られて、ほんのわずかばかり誇らしい思いもあったのではないか。自分こそが彼らを守るのだという思いが。

　いつしか歩みを止めて、オルバは挑いどみかかるように夜空を仰あおいでいた。怒りがおさまったわけではない。いやむしろ沸ふつ々ふつと煮立っている。ただしそれはグレイガンへの私情ではない。街を、家族を守るのだと誇らしい顔で旅立ったロアンと同じ兵たちを裏切り、殺したグレイガン。西方全域を恐怖に陥おとしいれるガルダ。母やアリスが辿たどった道と同じく、民たみ草くさはただ権力と暴ぼう力りよくとに弄もてあそばれて──。

　シークからヘリオでの現状を聞かされたとき、彼に八つ当たりをした自分の心境が、いまになってわかる気がした。

　グレイガンへの怒りのせいだけではない。何より、オルバが憤いきどおっていたのは、他ほかならぬ自分に対してだったのだ。

　なぜグレイガンの裏切りを見抜けなかったのか。罠わなかもしれないという予感はあったはずだった。それを具体的に言葉なり行動なりで示しておけば、このようなことにはならずに済んだのではないか。

　オーバリーを討うって以来、何事に関してももの憂うくなっていた自分自身こそが、ヘリオを──ケイとニルスを窮きゆう地ちに陥おちいらせたのではないか、と無む意い識しきのうちにそんな悔かい恨こんを抱いていたのである。

「ちっ」

　もちろん、コルドリンでのあの戦いを、自分ひとりの判断のみで跳はね返せたとも思わない。彼とて戦場をいくつも経けい験けんした身だ。グレイガンのような男を頼みにせねばならなかったヘリオの実情、謎なぞめいたガルダ軍の跳ちよう梁りようを許した、西方タウラン世界そのものに根づいた闇やみが、ことの要因でもある。

（裏切りと、奪うばいあい）

　それによる負の連れん鎖さがつづいているのがいまの西方だ。同じ人種が集つどいながら、この広い大地は戦いに明け暮れている。

（タウランには、王がいない）

　アークス・バズガンは自分こそが旧ゼル・タウランの血筋を継ぐ者だと主張している。しかし全土を統一するにふさわしい力がいまのタウーリアにあるとは思えない。だからどこの勢力も、自分が王になれる可能性があると見て戦いをつづけている。そこを、ガルダなる謎の人物につけ込まれたといっていい──。

（ん）

　ふと話し声が聞こえて、オルバは耳を澄すませた。どうやら、見張りのために外へ出ていた兵たちが、帰ってきている途中らしい。思考を邪じや魔まされたくなかったオルバは、脇わきの岩かん壁ぺきに身をひそめた。

　彼らの話を聞くつもりもなかったが、耳に入ってくるうちに、仮面の下でオルバの顔色が変わった。

　どうやら明日あした、ラスビウスたちは遊牧民らのなかでも外部との商取引をおこなっている連中を呼び寄せ、武器と食しよく糧りようを交換するつもりでいるらしい。しかしこちらの素す性じようや隠れひそんでいる位置を外部に洩もらしたくないラスビウスは、食糧を得たあとで、彼らを騙だまし討ちにするつもりらしいのだ。

（騎りゆう竜き兵へいの誇りとやらも大したものだ）

　むしろオルバは仮面の下でほくそ笑えんでいた。ラスビウスを（気に喰くわない）と思った、その勘かんが立証された気がして、これで思う存分嫌うことができると思ったからだ。

　が、ふと目をしばたたかせて、別の考えに浸ひたりはじめる。

　オルバは、何かがふつふつと湧わきあがるような気け配はいを自分のうちに感じた。もはやラスビウスに対する個人的な感情などは埒らち外がいだ。

　本人が改めて意い識しきすることなどなかったが、このとき、オルバはギル・メフィウスの『仮面』を身にまとっていたときと酷こく似じした目で、天空を仰あおいでいた。




　真夜中のことだ。ラスビウスのもとに、ヘリオで張っていた味方からの情報が届いた。

　それもいい情報ではない。

「ガルダ側の援軍だと？」

　近いうちに、エイメンからの援軍一千がヘリオに到着するだろうという知らせだ。エイメンにはさらに後詰めが五〇〇到着するという話で、それを待ってからのことだろう。見立てによれば、およそ一週間後。

（一千の援軍）

　おそらくこれをもってタウーリアへ攻め込むつもりだ。部隊が動くのは、膠こう着ちやく状態にあるいまより好こう機きを見み出いだしやすいとも思うが、しかし数が増えれば、ヘリオの守りもかたくなる可能性が高い。

　ラスビウスはますます苦境に追いやられる思いがして、歯を喰くいしばった。




　ヘリオの南東、タウーリア。

　ここにも当然、コルドリン丘きゆう陵りようでの敗戦、そしてヘリオ陥かん落らくの報は届けられていた。

「父上！」

　さすがにエスメナも閉じこもっていた部へ屋やから飛び出て、父アークスにすがりついている。

「ボーワンは。ボーワンは、どうなったのです」

「あれほどの男だ。そう簡かん単たんにくたばりはせん。おまえは心安らかにしていろ、また例の発ほつ作さが起きるといかんからな」

　アークス・バズガンは娘をそうさとしたが、無む論ろん、心中は決して穏おだやかでない。

（チェリクめ、魔ま道どう士し風ふ情ぜいと手を結びおって）

　現在、タウーリアとチェリクのほぼ中間地点に、チェリクの軍七〇〇が陣を張っている。国こつ境きよう線せんぎりぎりの位置なので、こちらもうかつには手を出せない。

「こうなれば、短期決戦だ。チェリクから一気に平らげるか」

「それも手ではありましょうが」

　ラバン・ドウは慎重な姿勢を崩さなかった。というよりも、チェリクがガルダと結びついている可能性を見抜いていたため、いままで太たい守しゆに慎重な行動を求めていたのだ。

「敵が都と邑ゆうに引き込んで籠ろう城じようすれば、こちらも全軍をもってあたらない限り時間がかかります。その隙すきにヘリオからガルダ軍が動けば、もぬけの殻からとなったタウーリアが陥かん落らくしましょう」

「そう真ま面じ目めに答えるな、おれをあほだと思っているのか。ただ勢い込んだだけだ」

「ふむ。どうりで、殿とのにしては」

（よい考えを持っていらっしゃると思ったが）

　後半は、アークスには聞き取れないような声でつけ加えた。

「何だ？」苛いら々いらしたようにアークスは言った。ただでさえ例の軍ぐん配ぱいが手もとにないので落ちつかないのだ。「言いたいことがあるなら申してみよ。斥せつ候こうを多数出しているようだが、おまえに策があるのかないのか。このままでは全タウラン勢力に包囲されかねんのだぞ」

「お任せを。殿は、大きく構えていなされ。おおらかで、兵や民たみにとって頼もしきいつもの殿であるように」

「おおさ」

　半ば捨すて鉢ばち気味にアークスは言った。

　もちろん、むざむざ破滅を待つアークスではない。兵や竜、弾丸の準備には抜かりがなかったし、大だい規き模ぼな戦いにそなえて新たな大型船を一隻せき購こう入にゆうしている。空船の扱いに手て慣なれた人間も多数雇やとっていたが、これの存在はまだ公おおやけにしていない。いざとなれば新型船に兵員を積つんで、敵の背後を衝つく構えだ。

　いよいよ戦いくさが近いか、と常になく緊きん張ちようをはらんだタウーリアにおいて、

「ボーワンに止とどめを刺せなかっただと？」

　ひとり、戦場にいなければ知り得ない情報を耳にしていた人物がいた。

　ラスワン・バズガンである。

「まあ、よい。荒野に逃げのびたところで、野の垂たれ死じぬだけだろう。すべては手て筈はずどおりだ。あとはこちらの準備を抜かりなくおこなえばいい」

　暗い目を窓の外へ向け、ラスワンはつぶやいた。

　数年前、タウーリアととある遊牧民の一派が小こ競ぜりあいになった折、彼は、自陣に捕らえた捕ほ虜りよ三十数名を伯お父じの許しなく虐ぎやく殺さつした過去がある。その戦いで主おもに指揮を執とったのはラスワンで、手て柄がらも多かったためにアークスは厳げん重じゆう注意にとどめて、あとは大目に見た。が、風ふう采さいのよさにもかかわらず、城内で女性にもてはやされることがほとんどないのは、そうしたことをやむを得ずおこなうのではなく、平然と、ただの思いつきでやってしまいかねない性質が、目の暗さにあらわれているように見えるからだ。

　だからか、いまだ後継者の候補者順もろくに決まっていないタウーリアにおいても、ラスワンをこそ後継者に、と推おす声はほとんどない。というより、なかった。いままでは。

「仲間も増えつつある。次は我われ々われの番だ。決してぬかるなよ」

「は」

　ラスワンのつぶやきに応じたその声は、蛇へびの威い嚇かく音おんにも似ていた。
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（やむを得ん）

　ラスビウスのなかで、悲壮な決意がかたまりつつあった。

（奴やつらがタウーリア軍とぶつかったそのときだ。そのときにこそ動く）

　コルドリンでの二にの舞まいはごめんだ、という思いがラスビウスにはある。あのときは戦せん況きようを詳しく知った上で動こうとした。結果、グレイガンの謀む反ほんが起こって、時期を逸いつした。もちろんそれを見抜けていたラスビウスではないから、あのとき軽率に動いていれば全滅の恐れもあったわけだが、

（手遅れになって、もはや一歩も動けない状況に追いつめられるよりはましだ。じわじわと飢うえと衰すい弱じやくで死ぬのを待つだけなら、いっそのこと決死の覚悟で戦ったほうがいい）

　ラスビウスは、正しき義に殉じゆんじるのならば死をいとわない。食しよく糧りようもなく、気が滅め入いるような岩がん壁ぺきにかこまれただけのここで白骨をさらすのだけはごめんだった。

（どうせなら、名を残して死にたい）

　敗残兵としてはそれが理想だ。ラスビウスはつるりとした肌を撫なでた。このような境きよう遇ぐうにあっても、彼は髭ひげを小刀で毎日丁てい寧ねいに剃そりつづけている。潔けつ癖ぺきなのではない。吊つり目がちなところもそうなら、彼は顔立ち全体が妙に鋭するどい。細ほそ面おもてなのに加えて鼻び梁りようも唇も細く、尖とがっている印象があるのだ。

　ともすれば女性らしく見えないこともないこの顔が、ラスビウスは嫌いだった。だから平素はむしろ立派な髭をたくわえ、男性らしく見せつけようとしている。それを剃っているのは、自分へ立てた誓いの一種である。ロージィをヘリオの玉ぎよく座ざに据すえるそのときまでは、恥ち辱じようを忍んで髭を剃る。

（たとえ玉ぎよく砕さい覚悟でも、この誓いまでは破れぬ）

　ラスビウスはそう決意して、今け朝さも髭を剃った。

　いよいよこの覚悟を部下たちに話そうとした矢先のこと、おかしな報告があった。朝早くに遊牧民との商取引に出かけた一隊が帰ってきたのだが、そこにオルバたちが無む理り矢や理り同行したため、遊牧民を討うつことができなかったというのだ。

「馬ば鹿かめ」ラスビウスは目をさらに吊りあげて怒ど鳴なった。「邪じや魔まだてするなら、斬きればよかったのだ」

「い、いえ、それが」

　兵は額ひたいに汗を浮かべて弁解した。オルバらは表立って何かをしたわけではない。ただ、見物とばかりに同行したまでのこと。それに、

「ロージィさまをもおつれしていたので、さすがに王子の前で遊牧民を殺すことはできず──」

　どのような意図によるものか、オルバは馬に王子を乗せていたらしい。その後、彼は彼で遊牧民たちと何か話し込んでいた様よう子すだったという。

「王子の世話役は何をしていた。下へ手たをすれば、傭よう兵へいに王子をつれさられかねんのだぞ」

「そんな真ま似ねはしないさ」

　洞どう窟くつにいんいんと響ひびくような声がして、振り向くと、そこに仮面の男がいた。一いつ瞬しゆん、感情的になりかけたラスビウスだったが、ここはぐっとこらえて、
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「我われ々われは勝手気ままな傭兵の集団ではない。風紀を乱す行為は慎つつしんでもらいたいな」

「風紀が保たれるのはいつまでのことやら」オルバは相手のにらむような眼まな差ざしもどこ吹く風で言った。「部下に騙だまし討うちを指示するようでは、彼らの気持ちは荒すさむ一方だ」

「何っ」

　今度こそラスビウスが怒ど声せいを放った。そうするとむしろ表情が消え、息を吞のむようなすごみがあらわれる。

　と、オルバはがらりと話題を変えた。

「ヘリオに、ガルダ側の援軍が来るらしいな」

「それがどうした。まだヘリオに乗り込んでグレイガンを斬きることを考えているのか」

「いいや」

　オルバはちらっと仮面越しにラスビウスと、その周囲で剣けん吞のんな雰囲気を漂わせはじめた騎き兵へいたちを見やって、

「軍ぐん議ぎを」

　と言った。鼻はな白じろんだラスビウスらにオルバはつづけて、

「おれはタウーリア将軍ボーワン・テドスの代理人として参加する。無む論ろん、ボーワンどのの血判も用意してある」




　軍議に使用される洞窟の奥まった場所。

　天てん井じようにわずかな裂け目があって、陽ひが細く降り注ぐその場に、ラスビウスとその腹心たちをはじめ、山さん麓ろくのあちこちに分散していた小隊長たちも集まっていた。そこで、ラスビウスはまず自分の考えを語った。オルバに言われるまでもなく、もとより、軍議でこの覚悟を伝えようとしていたところだった。

　主おもだった騎兵隊の小中隊長たちは涙した。いずれも僣せん王おうジャラーを斬り、ロージィを王としてヘリオに凱がい旋せんさせる──その理想のみをもって、この環かん境きように耐えてきたつわものたちだった。それがいつしかジャラーは死に、グレイガンなるならず者までもがヘリオの王を名乗り、門もん扉びを開けてガルダ軍を迎え入れている。

　事態はもはやヘリオ一国のみの問題ではない。一週間後には、ヘリオがかつて常じよう駐ちゆうさせていた軍隊の二倍三倍にもなる兵が国を埋めつくし、タウーリアに進軍を開始するという。

「それが最後の好こう機きだ」ラスビウスは震ふるえを押し隠した声で言った。「敵がタウーリアと刃やいばを交えたそのときに、内部の兵が決起するのに呼こ応おうしてヘリオに攻め入る」

　皆、感じ入ったように耳を傾けて、ラスビウスが断言すると、次々席を立った。

「参りましょう」

「ともに、義戦に赴おもむきまする」

　ラスビウス隊、その鉄の絆きずながいままさに強固に結びついた瞬しゆん間かんだった。ラスビウスもさすがにこみあげてくるものを抑おさえきれず、目め頭がしらを熱あつくしてひとりひとりの手を握ろうとしたそのとき、

「さすがだ」

　水を差す者があった。ひとり、座したままのオルバが頷うなずいている。

「覚悟がおありになられる」

（ふん──）

　ラスビウスはオルバを見下した。先ほど、「騙だまし討うちをするようでは、部下の気持ちが荒すさむ」などと言った手前、ここは自分たちの団結を認めざるを得なくなったのだろう、と思ったからだ。が、オルバは得とく心しんしたように妙なことを言った。

「ボーワン将軍の言われたとおりだった」

「ボーワンどのが？　どういうことだ」

「将軍は、ラスビウスどのから逆転の秘策を耳打ちされているとおっしゃった。が、それを部下たちに打ち明ける前に、まず兵たちの覚悟を試そうとされるであろう、ともおっしゃっていたのだ。さすがだ。決死の覚悟を抱いた三〇〇の志士がいれば、必ずやこの秘策も成果をあげるであろう」

「秘策？」

「隊長、まことなのですか？」

　口々に部下たちが言うのを、ラスビウスは制することができない。彼には何のことやら見当がつかなかった。

　オルバは落ちつき払った態度でつづけて、

「先ほど、ラスビウスどのは敵の援軍を待ち、タウーリアとの交戦をはじめてから行動するとおっしゃられたが、実際、それでは兵たちは犬死にするようなもの。ガルダ軍が膨ふくれあがるということは、ヘリオの守備隊も増えるということだからだ」

「い、犬死にとは」

　自分たちの決死の志こころざしに冷や水を浴びせられた格好になって、中隊長のひとりが顔を赤くした。それはラスビウスも同様だが、彼の場合、

（こ奴やつ、まさか）

　ある種の戦せん慄りつも色いろ濃こい。まさか、部隊の指揮官であるラスビウスがいかにも考えたようによそおって、自分の策を披ひ露ろうするつもりなのか？

「よい。オルバ、つづけよ」

　ラスビウスは色めきたちそうな部下を制した。どこかでか、

（面おも白しろい）

　という気持ちもあった。オルバを気に喰くわないと思うのと、しかし彼に何か他ほかのものとちがうものを感じる気持ちとがラスビウスの内側で混在している。だから試しに話させてやろうと思った。それがとんでもないものであれば、一笑して撥はねのければいいだけのことだ。

　オルバはひとつ頷うなずいて、

「……であるから、この戦い、ガルダの援軍が来る前にかたをつけねばならない。現在ヘリオにいる敵の注意を外にひきつけ、その隙すきに、まずは内部の兵に決起させるのだ」

（何だ）

　とラスビウスが落らく胆たんしたのは、そんなことは誰だれしもが思いつく策だったからだ。実際、部下のひとりがあざ笑った。

「我われ々われの数では、たとえ強攻策に出ようとも十分な敵をひきつけられまい。だからこそ、敵がいったんヘリオを離はなれた隙に同じことをしようというのだ。貴様、隊長が策を授けたなどと見みえ透すいた噓うそを……」

「我々の数ではな。だから、ガルダ軍を動かすのではなく、タウーリアを動かす」

「何？」

「タウーリアが多勢をもって前ぜん線せんを押しあげれば、敵にはふたとおりの出方が考えられる。門を開いて打って出るか、あるいは後援を頼って門を閉じ、防ぼう衛えい戦せんにつとめるか。いずれにせよ、我々の有利は動かない。前者の場合はヘリオ内部にいるこちらの兵が動きやすくなり、後者の場合は内部で火を起こして動揺を誘えば、タウーリアのほうで攻め込みやすくなる」

「馬ば鹿かげている。ガルダ軍のほうから動かぬ限り、タウーリアは動かん。チェリクが陣を張って威い嚇かくしているのだぞ」

「動く」オルバは断言した。「こちらの策を伝えれば、必ず。チェリクなどはガルダに比べれば小勢力に過ぎない。タウーリアが本気でヘリオのガルダ軍を討うつとわかれば、次は自分たちだと恐れをなすだろう。むしろタウーリアに留とどまったままでは、チェリクは増長する一方だ」

（わからん話ではない）

　部下たちが動揺して視線を交わしあうのを前に、ラスビウスは腕組みした。オルバの策は確たしかに強引で、ひとつ計算が外はずれれば成功する見とおしがぐんと低くなる類たぐいのものだ。だが、ラスビウスももとより決死の戦いくさをしかけようとしていた身だ。

（こ奴やつ、面おも白しろい）

　緻ち密みつな計算で練りあげた策でこそないが、どこか泥どろ臭くさく、武人の血を沸わきたたせるものがある。

「ここに」とオルバは、湿った地面の上に鞘さや入りの短剣と書状をおいた。「ボーワンどのの身分を証明する短剣と、ボーワンどの直筆の書状がある。これをタウーリアに届けて、出陣を促うながすのだ」

「し、しかし」

　騎き兵へい隊たいの中隊長が口を挟んだ。顔は狼ろう狽ばいしている。本当にラスビウス隊長の策なのかもしれないと思いはじめているのだ。

「タウーリアへの街道は当然封ふう鎖さされている。このベルガナ山さん嶺れいも、途中にはヘリオの山さん砦さいが築きずかれていて、臨りん時じの関せき所しよにもなっているのだ。使者を送ろうにも、気づかれずに素どおりするのは不可能だろう」

「民間人になりすまして関所を堂どう々どうと通ればいい。この場合、ゼルド人であれば敵も警けい戒かいするだろうが」

「おまえたちがいくと言うのか」

　オルバの意図に気づいた諸しよ隊長は難なん色しよくを示した。鉄の絆きずなで結ばれた同志ならともかく、他国人の傭よう兵へいをそこまで信用ならないのだ。オルバは先ほどから淡たん々たんとした口く調ちようをいっこうに崩さず、

「おれは人質となってここに残る。タウーリアまでの行程を三日と考え、三日以内に何の動きもなければ、おれをどうしようとも構わない」

「しかし」

「よい」

　と言ったのは、ラスビウスだ。言葉を吞のんだ隊長たちの前で、ラスビウスは立ちあがっていた。

「おれはこの策に賭かけてみようと思う。皆の者はどうだ。ともに、同じ覚悟をもって死地に挑いどもうと先ほど言ってくれたつわものたちばかりだ。これに反対しても、臆おく病びよう者ものとも裏切り者とも思わん。心のうちを明かしてくれ」

　そう言われては、彼らも反対の意を示すことは難むずかしい。「三日待つ」ということで同意した。

　軍ぐん議ぎの場所を離はなれたオルバは、曲がりくねった道を進んだところで、

「気に喰くわん奴やつだ」

　背後から肩を叩たたかれた。ラスビウスだ。

「何もかも思いどおりになって、満足か？」

「さて」

「貴様のその仮面の下に、著名な英えい傑けつがいたところでもう驚おどろかん。だが、おれも先ほど口にしたが、これは賭けだぞ。おまえの命をも担たん保ぽにかけた賭けだ」

「慣なれている」

　その返答と声こわ音ねがあまりに面つら憎にくいものだから、むしろラスビウスは低く笑った。ここまで徹てつ底ていして気に喰くわないのが、いっそ心ここ地ちいいくらいだ。

「任せよう。ただ死ににいくだけの戦いくさが、少しは面おも白しろくなってくれそうだ」

（武人という奴だな）

　このときオルバも内心で、ラスビウスの言いようが癇かんに障さわっていた。信念やら武人としての誇りやら、何が気に喰わないかといえば、それが以前ザイム砦とりでで対たい峙じした騎き士し道どう精神の塊かたまりのような男に似通っているからだ。

（あの男も、自分の信念のためにならば、と主君の娘に剣を向けた。こいつもヘリオ奪だつ還かんのためならばと、無関係な遊牧民を殺そうとした。ご立派な心持ちだが、傍はた目めにして気持ちのいいもんじゃない）

　そうは思いながらも、というよりも、そうであるからこそ、武人としてのラスビウスに信をおけるともオルバは思うのだ。

　それはラスビウス当人が多少自分への悪意をゆるめたからでもあって、要するに、オルバも歳とし相応に現金なところがあるのだった。










　六章　軍師の策
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「反対だね」

　オルバから策を授けられたとき、シークは開口一番に言ったが、どのみち従うことになるんだろうと心中では最初からわかりきっていた。といっても、不安はある。不安ばかりといったほうがいい。

「タウーリアは動くかね」

　進しん撃げきの隙すきにチェリクから側面を衝つかれれば、タウーリアとて危あやうい。果たしてアークス・バズガンがこの危険な賭かけに乗ってくれるかどうか、彼には心もとなかった。

　オルバはタウーリアへの使者に、シークとスタン、それにタルコットを選んでいた。全員、ゼルド人ではない。物資輸ゆ送そうに使っていた馬車を用いて、商人の扮ふん装そうをさせることにした。

「騎き竜りゆう兵へいたちの話によると、現在ベルガナの山さん砦さいに詰めているのはエブラという男だ。グレイガン直属の配下だが、こいつも主人に似て強欲な男でね。ヘリオから離はなれた場所に配置されたものだから、市内の略りやく奪だつに加われなかったことをいまでも嘆なげいている。だから、せめておいしい汁を啜すすろうとしてか、砦とりでを通ろうとする民たみや商人に無む理り難なん題だいを言って、金目のものを奪うばっているんだ」

「そんな危ない奴やつに目をつけられたらどうする」タルコットは露ろ骨こつにこの役目を嫌いやがった。「こっちにはまともな袖そでの下したもない。逆上しておれたちを捕まえるんじゃないか」

「大丈夫だよ、兄貴」のんびりと太たい鼓こ判ばんを押したのはスタンだった。「それに、兄貴だってもうこんなところにいるのは一日もごめんだって言ってたじゃないか。タウーリアへ戻れるチャンスだよ」

　実際、タルコットは騎竜兵たちとずっと不仲で、このままここにいたら餓が死しするのが早いか、気の立った兵士に殺されるのが早いかといった具合だったので、仕方なくこの策に乗ることにした。「大丈夫だ」と請うけあったスタンの勘かんを信じたということもある。

　早そう暁ぎよう。洞どう窟くつを発たつ直前に、シークは人質となって残るオルバの肩に手をおいた。

「必ず朗報を持って帰る。それまで、無む茶ちやをするんじゃないよ」

「わかってるさ」

「そっちの御ご仁じんもね」

　シークは、小便に立った振りをして、実のところは見送りに来たギリアムのほうを見た。彼は大おお柄がらで、いかにも傭よう兵へい然ぜんとしているために使者の役は向かない。

「何かあったら、そのでかい身体からだを張ってオルバを守るのだよ。そのためにきみは親からご大たい層そうな身体をもらったんだからね」

「おまえが一週間以内に戻らなかったら、おれのほうがオルバを引き裂いてやる」

　ギリアムが牙きばに似た犬歯を剝むいた。




　それから数時間。

　ベルガナの砦。山々を越えて東に荒々しい戦せん闘とう民族が点在していたとき、東へにらみを利きかせるためにゼル・タウランが築きずいた砦の名残なごりである。数十年前からヘリオが所有し、ベルガナ山さん嶺れいを横断して国境越えを目論もくろむ勢力への備えになっていた。

　オルバが得た情報のとおり、現在はエブラというグレイガンの部下が指揮を執とっている。兵は一〇〇少々。

　コルドリン丘きゆう陵りようでの戦いが起こった直後には、エブラも自ら部下を率いて、この砦を拠きよ点てんに敗残兵を狩っていたのだが、あまり実りのある任務ではなかった。いまは敵兵の姿もほとんどいなくなったので、砦内の空気はすっかりだらけきっている。

　たまに戦火から逃のがれて南へいこうとする商人や民から高めの税金をむしり取るくらいで、朝から酒を飲んだり、博ばく打ちに興きようじたりする兵たちの姿も目立っていた。

　が、その朝、よどんだ空気を銃声が引き裂いた。すわ敵の襲しゆう来らいかと、さすがに重い腰をあげて見張りの兵が塔によじ登った。

　見ると、幌ほろをつけた一台の馬車が土煙を立ててこちらに接近している。その背後、さらにもうもうたる砂さ塵じんが立つなかを、馬に乗った男たちが山刀や銃を振りまわしていた。白い衣服に、背中まで裾すその垂れた頭飾りから、北の牧草地に住む遊牧民、それも好戦的で知られるピネペー族だとひと目でわかった。

　見張り役が鐘かねを打ち鳴らして、十数名の兵が銃や槍やりを手に門前へ殺到する。遅ればせながらエブラも駆かけつけた。

「いかがなさいます」

「門を開けてやれ」

　エブラが馬車をなかへ入れるのを決断したのは、何も彼らを不ふ憫びんに思ってのことではない。ピネペー族のことだ、ここで下へ手たを打って彼らを図に乗らせるようなことがあれば、今度は砦とりでを狙ねらって襲おそいかかってきかねない。そうなってから、わざわざヘリオに援軍を要よう請せいしたのでは、グレイガンからきつい叱しつ責せきを受けることになろう。

　門が開くのを見て、御ぎよ者しやがさらに馬を煽あおった。滑すべり込んできたところで門もん扉ぴを閉ざし、上に伏せておいた兵たちがピネペー族に銃火を浴びせかける。

　まだ届く距きよ離りではなかったが、脅おどしには十分すぎたようで、遊牧民らはすぐに馬首を翻ひるがえして去っていった。

　砦とりでの敷しき地ち内を半ばほどまでいったところで、ようやく馬が足を止めた。エブラが兵に調ちよう査さを命じたところ、なかにいるのは小こ柄がらな男と若い女のふたりだけだという。

「女？　それなりの器量か」

　エブラが鼻の穴を膨ふくらませたが、

「いえ。それがガラガラ声の、化粧の下へ手たな女で。男のほうは怪け我がか病気で横になっています。御ぎよ者しやによれば、ヘリオから逃げてきた外国の商人だそうです。金目のものがあるようにも見えません」

　ゼルド人兵でないというのと、女の件で、エブラはすっかり興きよう味みをなくした。それでも商人たちから、謝しや礼れいという形でわずかばかりの金を搾しぼり取るのは忘れない。寝たきりの主人に代わって交渉に応じた御者はかなり渋しぶった。

「もう少し、まからないものですかね？」

「あまり調子に乗るなよ」兵士が槍の穂ほ先さきを突きつけて脅おどした。「おまえらを助けてやったんだ。弾代くらいは出してもよかろう」

　反対側の門が開いて馬車が通り過ぎたのは、砦に入ってからわずか十数分後。

「ふう」

　後ろを振り返りつつ、馬車のなかにいた女──の格好をしたシークが息を洩もらした。御者役のタルコットに、

「何でまたお金をすぐに出さなかったんだい。長居して、怪あやしまれたらどうするのさ」

「あそこで渋しぶったから、むしろすんなり信用されたのさ。いかにも商人らしいし、まさか敵の兵士がわざわざ怪しまれるような真ま似ねをするとも思わないだろ？」

「へえ、うまいもんだ。商人の扮ふん装そうも板についているね」

「兄貴は、もともと商家の出なんだ」

　シークの隣となりで、いかにも病人といった風に横たわっていたスタンが言った。

「計算が苦にが手てで家を飛び出して、海かい賊ぞく船せんに乗り込んじゃったんだよ」

「うるせえ」冷や汗を拭ぬぐってタルコットは馬を飛ばす。「それにしても、おまえも化けたもんだな。おまえなら、女装のひとつもすりゃもっとべっぴんになるかと思ったが」

「当たり前だよ」妙なところでシークは胸を張った。「自分の顔を心得ている者は、化粧ひとつでいかようにも変へん貌ぼうできるものさ」

　ともあれ、第一関門は突破した。そもそもグレイガンやエブラはラスビウス隊が生き残っていることを知らず、警けい戒かいは甘い。夜よ闇やみのなか、こっそり砦の脇わきを抜けようとしたならば逆に注意をひきつけたかもしれないが、遊牧民に襲おそわれていた他国人はあっさり信用した。

　シークらがタウーリアへとたどり着いたのは、馬を飛ばしてそれから二日にもならない日暮れどきである。

　ボーワンからの遣つかいということで、さしものアークスもあわててその使者に会った。エスメナも同様である。

「ボーワンが、ボーワンが生きていたの？」

　青白い顔を紅こう潮ちようさせている。使者が、以前後こう宮きゆうに招いたシークであったので驚おどろいた様よう子すだったが、シーク本人はそんなことはちらりとも顔に出さず、バズガン父娘の前でよどみなく使者の役をつとめた。

「ボーワンどのは怪け我がを負われましたが、さすがに鍛きたえ抜かれた身、いまは順じゆん調ちように回復しておられます。殿とのや姫には、ご心配ご迷めい惑わくをおかけし、また大事な部下を失って申しわけも立たぬと──」

「よい」

　アークスも感かん慨がい深ぶかげな顔をしたものの、シークから書状を渡されると、すぐに太たい守しゆとしての顔に戻った。

　エスメナや使者が去ったのち、アークスは居室にラバン・ドウただひとりを招いた。この軍師とともに書状に目を通す。アークスのただでさえいかつい目つきがさらに厳きびしくなった。

「敵の増援か」

「コルドリン丘きゆう陵りように敵の大多数をおびき寄せるため、まずはあるていどの規き模ぼをもって進軍し、そののちヘリオを陥かん落らくさせてから増援を送る。ガルダめも、魔ま道どうの研究のみならず、軍事も多少は学んでおるようで」

「敵を誉ほめそやしておる場合か。しかし──」

　アークスは唸うなって、もう一度書状に目を通した。ラスビウスなる人物率いる三〇〇の兵がヘリオ近郊にひそみ、またその配下が市内で決起の準備をととのえている、というのは悪くない情報だ。が、挟はさみ撃うちのためタウーリア側からヘリオに進軍してほしい、という申し出をすぐには受けられない。

　国こつ境きよう線せんの目と鼻の先にチェリクの部隊が布陣しており、タウーリアを無防備にするわけにはいかなかった。

「我われらの手もとにあるのは残り三千。親しん衛えい隊たいや民兵、残りの傭よう兵へいも動かすとして、せいぜい四千。これをふた手にわけ、ラスワン辺あたりに指揮をとらせて進軍させるか」

「殿」

　と、そこへ話題にしたばかりのラスワン・バズガンが姿を見せた。若い顔に血気をのぼらせている。

「何だ。人払いを命じていたはずだが」

「ボーワンより使者が来たというのはまことで？　して、いかなる状況なのです」

「それは──」

　アークスが説明しようとしかけたとき、ラバン・ドウが、

「文ふみの内容は要領を得ませぬ」恭うやうやしく言った。「これが本物であるかどうか、これからじっくり検討せねばなりますまい」

（おや）

　アークスは不ふ審しんを抱いた。身分を証明するために使者が携たずさえてきた短剣は、確たしかにボーワンのものだった。兵を指揮する身分になった際、アークスが手ずから渡したものだから見まちがえようがない。敵兵がそれを奪うばって利用した、ということも考えられるが、書状の筆跡もボーワン本人のものに相そう違いない、と断言したのは他ほかならぬラバンなのだ。

　ラスワンは不満げな顔をしたが、太たい守しゆの手前、抗弁せずに去っていった。

　アークスは老軍師を横目でねめつけて、
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「……何を考えている、ラバン？」

「いまは誰だれにも策をあかさぬほうがよろしい。傭よう兵へいを手広く募つのったため、ガルダやチェリクの間かん者じやがまぎれ込んでおる可能性も考えられます。ひっそり準備を進め、行動を起こすときには一気に」

「一気に。それで、一気に、何をする」

「全軍を動かします」

「全軍を？」

　アークスは度肝を抜かれた。四千の兵、すべてをタウーリアから出すというのだ。

「た、確かに敵の増援が来る前に決着をつけねばならんとはいえ、全軍を動かせばチェリクに不意を打たれるぞ」

「いえ。全兵力をもって、チェリクを取りにかかります」

「何？」

　さらに啞あ然ぜんとした主君に、ラバンは飄ひよう然ぜんとした顔で、

「チェリクはガルダ軍とつながりがあるといっても、しょせん安全な立場でこちらを牽けん制せいするのがせいぜい。タウーリアの動きを封じているだけで、言われたとおりの任務は果たした、くらいの気持ちでいるでしょう。よもや我われ々われが直接向かってくるとは思ってもいないはず」

「しかし」

「こちらが城を空からっぽにし、好こう機きと見たガルダ軍が動けばさらによし。ラスビウスの隊がヘリオを取るのは容易になり、今度はこちらから挟きよう撃げきできましょう。無む論ろん、そのためには短期間でチェリクを屈服させる必要があります。それゆえ」

「全兵力でもって、か」

「は」

　アークスは目をみはっていたが、やがてしげしげとラバン・ドウの顔を眺めはじめた。

「何か」

「いや、おまえこそがガルダ軍からの刺客のような気がしてきたぞ。チェリク攻略に少しでも手間取れば、タウーリアはあっという間に陥かん落らくしかねんというのに」

「よいですか、殿との」ラバンはまるで子供をさとすかのような口く調ちようで、「これは最大にして最後の好機。ぐずぐずしておれば追い詰められるのは我わがほうですぞ。もし万が一帰るところがなくなれば、背水の陣でチェリクを攻めつづければよろしい。そして今度はチェリクを拠きよ点てんに据すえて、タウーリア奪だつ還かんを狙ねらうのです」

「大だい胆たんな奴やつだ。おまえ、アプターで砦とりでを自ら爆ばく撃げきしたあの若僧に感化されておるのではあるまいな」

「馬ば鹿かなことを」この老人には珍しく、ラバンは一いつ瞬しゆん視し線せんを逸そらした。「ともかく、好機あるときを願ねがって、かねてよりチェリクとヘリオ間の連絡路を斥せつ候こうに見張らせております。そのすべてのルートも把は握あく済み。まずはここを断ちましょう」

　さすがに抜かりがない。アークスも半ば覚悟を決めかけていた。




　　　　２




　ベルガナ山さん嶺れいに銃声が連続して起こった。木々の[image: こずえ]こずえからぱたぱたと鳥たちが翼つばさをはためかせていくその眼下で、白い衣服を着たピネペー族が山さん砦さいに襲おそいかかっている。この一族、馬上での射しや撃げきを得意としていた。

　対する砦側も防ぼう壁へきの上から、塔のなかから、銃や弓ゆみ矢やで反撃する。

　しばらく銃弾の応おう酬しゆうがあったのち、ピネペー族は撤てつ退たいをはじめた。門の内側にいたエブラは太い鼻息を噴ふいた。

「くそっ、毎度毎度面めん倒どうな奴やつらだ。これでは銃弾の無む駄だ遣づかい。ヘリオから補給を受けなければ尽きてしまうぞ」

　馬車を襲おそうのを邪じや魔まだてした報復のつもりか、あるいは略りやく奪だつしがいがあると踏んだか、ピネペー族は日もあけずに襲いかかってくる。一、二度追い払えば大丈夫だろうとたかをくくっていたエブラだが、これで三度目だ。

　一、二度のとき、相手を脅おどしつけようとして、鉄砲玉を使いすぎている。まさか消しよう耗もう戦せんをしかけられるとも思わなかったエブラは、やむなく強攻策に出ることにした。

「よし。明日あしたから、尾根道に兵を伏せておく。敵がまた引きあげそうになったら逃げ道を塞ふさげ。その後、門を開けて追つい撃げきにかかる」

　敵には頑がん丈じような甲かつ冑ちゆうがない。が、だからこそ彼らは身軽であり、おまけに馬の扱いにも長たけている。普通に追撃しても追いつくまい。そのための伏ふく兵へいであり、エブラは、追撃隊にも鎧よろいを着ないよう徹てつ底ていした。

「ひとりふたり捕らえたら、部族の居場所を聞き出して、襲しゆう撃げきする。女もいよう。多少はいい目を見られるぞ」

　エブラは部下たちに言って、士気を高めた。

　そして翌日。またもピネペー族が襲撃してきた。いつもの銃撃戦があり、これもいつものように引きあげていこうとする。

　合図とともに、丘の陰から伏兵が姿を見せた。ピネペー族の馬が次々と棹さお立だちになる。さらに、砦の門も開いて、彼らの背後から歩兵たちが押し寄せてきた。

「狩れ、狩れ、狩れ」

　石造りの街で過ごす道を選んだゼルド人は、遊牧生活を捨てきれない同じ種族を見下す傾向にある。蛮ばん人じんたちの首を狩かり、集落を滅ぼすのに、エブラの良心はまったく痛まなかった。ピネペー族が身動き取れない間に、いよいよ挟はさみ撃うちにしようとする。

　このとき下り坂になっている北側、その道がきらきらとした光に満ちた。何事だと目を凝こらす兵たちは、甲冑で完全武装した騎き馬ば兵へいたちの姿が坂の向こうからせりあがってくるのを見て、仰ぎよう天てんした。

「罠わなにかかったぞ。いけ！」

　先頭の巨漢が、獅し子しの鬣たてがみにも似た髪を震ふるわせて叫ぶと、総数五〇騎ばかりの騎馬がどっとばかりに押し寄せてきた。

　するとピネペー族もすぐさま白い衣服を脱ぎ捨てて、腰から剣を引き抜いた。

「あっ」

　と間近にまで迫っていた砦側の兵が叫んだのは、彼らがピネペー族とはちがう、と見てとったからだ。遊牧民とそうでないゼルド人とでは肌の色が微妙にことなるはずで、また身につけている武器に関しても差異があった。ピネペー族は偃えん月げつ刀とうを愛用するが、いま彼らが抜いた剣は刀身の幅広い、大陸中央部でよく用いられる段だん平びらである。

　釣つり野の伏ぶせにかかった砦とりで側の兵たちはひとたまりもなかった。何しろ甲かつ冑ちゆうも身につけておらず、騎き馬ば兵へいの振るう剣や槍やりでやすやすと胸を貫つらぬかれて、斬きりつけられ、落馬させられてしまう。

「て、撤てつ退たいだ、撤退！　待て、門を閉じるな、おれがまだ──」

　砦のほうが危き機きを察して門を閉じようとするところを、エブラが泡を喰くって逃げ込もうとする。

　しかしこのときにはエブラの部下はことごとく血を吐いて山道に倒れており、すでに後続の騎馬隊が門へと突とつ撃げきを開始していた。エブラはこの突撃に巻き込まれ、馬の足に背骨を折られて死んだ。

　数十分後。

　激はげしい剣けん戟げき音おんと悲鳴に満ちていたベルガナの山さん砦さいが、急速に沈ちん黙もくした。

「やったな」

　と、ずっと先頭で戦っていた騎馬武者──ギリアムが、仲間たちに声をかけた。鬣たてがみに酷こく似じした髪を、返り血で赤くしている。

「おまえもやる。正直、あれほど勇猛に戦う男を、おれは知らない」

　遊牧民に扮ふんしていたラスビウス隊の騎竜兵たちも、口々にギリアムの戦いぶりを称たたえた。メフィウス人ということで一時は白い目を向けていた彼らだが、結局は似た者同志である。ともに鬱うつ憤ぷんの溜たまる生活を強しいられていたギリアムも騎竜兵たちも、この戦いで一気に爆ばく発はつした。だらけきっていたエブラ隊がかなう道どう理りもない。

　本来ならもっと多勢で攻めてもよかったのだが、馬と鎧よろいが足りなかった。衣い装しようと馬は本物のピネペー族から残り少ない武具と交換して買ったものだ。

　と、砦に通じる別の道から、オルバを先頭にした十数騎があらわれた。こちらはこちらで返り血を浴びている。

「お、知恵者が帰ってきやがった」ギリアムは太い唇で笑った。「オルバ！　そちらの首尾はどうだ」

「上々だ」

　馬上でオルバが答える。オルバらはヘリオに通じる山道に伏せていて、砦からヘリオに逃げようとする兵たちを狩る任務を請うけ負おっていたのである。

　砦内では、兵たちがさっそく食しよく糧りようや武具を運び出している。エブラの溜め込んでおいたらしい金品が地面にぶちまけられると、兵たちは呆あきれたように顔を見あわせ、それから笑った。

　やや離はなれた場所に、オルバとギリアム。

「戦いとなると、さすがだな」

「はん、上からものを言うんじゃねえよ。しかし手前てめえの策のとおりに動くのも癪しやくだったが、こうも見事にはまるとはな」

　シークたちを使者として向かわせる際にこの砦とりでを攻めなかったのは、時間と準備が足りなかったからだ。使者は一日も早くタウーリアに向かわせねばならず、オルバはやむなく砦攻めをいったん断念して、あえてシークたちには危ない橋をわたってもらった。

　しかしそのおかげで砦を攻めるに十分な準備期間ができた。ヘリオとの連れん絡らく網もうを探り、兵を伏せさせておくにふさわしい地形を見つけて、そしてその間、斥せつ候こうから目を逸そらす意味あいも兼ねて、ピネペー族に扮ふんしての襲しゆう撃げきをつづけた。

　敵を釣るには、高い士気と並なみ大たい抵ていでない錬度が要求されるという。見せかけの逃走とはいえ、戦場で敵に背中を見せるのは勇気がいるし、そのまま壊かい走そう状態にたやすく陥おちいりかねない。そういった意味でも、ラスビウス隊にはうってつけの任務であったし、鉄の絆きずなが改めて証明された形となる。

「まだまだこれからさ。これでようやく南との連絡網が確かく保ほできたばかりだからな」

「かわいくない野郎だ。おれが褒ほめているんだ、ここは素直に喜んでおけよ」

　ギリアムは言ったが、オルバは実際、これはただのはじまりに過ぎないと思っている。

　オルバはさっそくタウーリアにいるシークへ早馬を飛ばした。こちらの策が成功したことを知ると、翌々日、陽ひが暮れたころあいになって、シークがタルコットやスタンとともに砦のほうに戻ってきた。

「大変だったよ」

　オルバの仮面をひと目見るなり、シークはそうこぼした。砦を通過したときのことを言っているのかと思ったが、話を聞くと、どうやらタウーリアを出る際にひと苦労あったらしい。

「何があった？」

「タウーリアが一時的に門を閉ざしたんだ。出入りが容易でなくなって、ぼくたちもいったん止められた。ぼくらがボーワンどのの使者だということは上の人しか知らなかったからね。何とかラバン老師に遣つかいを出して、外へ出る許可をいただいたのだけど」

「ほう。となると、タウーリアがいよいよ動くか」

「ああ。ただ──」

　シークの報告に、オルバは一いつ瞬しゆん仮面の下で目を剝むいた。シークたちが門外へ出るのを許可したラバンからの遣いは、ラバンからの伝言をも携たずさえていた。

「ボーワン将軍へ必ずお伝えあれ」

　と前おきして与えられた伝言は──、

（我われら、ヘリオへは動かず。ただし、全兵力を動かす）

　というものだった。ギリアムは顔をしかめた。

「どういう意味だ？　ちくしょう、謎なぞかけをしている暇ひまはねえぞ」

「いや」一いつ瞬しゆんの動揺から立ちなおって、オルバは言った。「なるほど。さすがはアークス、ラバンだ。大だい胆たんな手を打つ」

「きみが言うなら、そりゃ相当だろうね」

　まぜっかえしたシークの言葉も聞こえぬ風ふうに、オルバは南の方角を見つめ、

「これでヘリオ内のガルダ軍がどう動くか。あくまでも援軍を待つか、タウーリアへと攻め入るか」

　それによって策を発動するタイミングが変わってくる。策をなすのにもっとも大事な点はそこだ。どんなに奇想天外な発想があったところで、時期を誤れば効果はない。逆に、策そのものはたとえ地味でありがちなものであっても、最適のタイミングを見み極きわめさえすれば、絶大な効果を挙げるものだ。

　オルバはそれを知っている。

　いつしか、山さん砦さいに詰めた兵たちはオルバの指示を受けて動き出していた。彼らのうち大半は、それがラスビウス隊長に授けられた作戦どおりだと信じていたし、またそうでなくとも、どこかこの少年のような、それでいて老ろう獪かいさをも匂におわせるこの剣士に従うことが、不ふ思し議ぎと心に逆さからわないものを感じはじめていた。




　時同じくして。

　モロドフは、大おお柄がらな馬を駆かって、ヘリオの大通りを進んでいた。カダインの赤竜と呼ばれる猛将である。いく手を遮さえぎる者はない。戦場であってさえ、槍やりを携たずさえてひと駆けすれば、敵陣がふた手に割れると言われるほどの男なのである。

　そもそもこの大通りに人ひと影かげはなかった。左右に並ぶ店も住居も窓を閉めきっていて、通りは死んだように静まり返っている。いや、街そのものが死んでいるといっていい。

（ガルダは、何も生まぬ）

　支配した地域において、ガルダは政治も、生産も、統治すらしない。土地土地を殺していくだけだ。

　モロドフの故郷カダインにおいても同じだった。ぎっと奥歯を嚙かみしめ、馬を飛ばす。路上に打ち捨てられたままの死し骸がいがあった。どこからか、子供の泣き声が聞こえた。建物の窓からこちらを見おろす、憎にくしみとも絶望ともつかない視し線せんを感じた。

　それらすべてを振り切って、モロドフはヘリオの城へとたどり着いた。

　すでに将軍各位があつまっている。それらを見わたし、

（皆、似た顔になってきおった）

　モロドフは思った。ラケキシュ、カダイン、エイメン──ガルダに陥かん落らくさせられた都市国家でそれぞれ勇名を響ひびかせた将軍たちである。しかしどの表情にも、押し殺した苛いら立だちと諦てい念ねんとが貼はりついて、どれも似かよった顔つきになりつつある。もちろん自分とてそうなのだろうと思えばこそ、モロドフは臓ぞう腑ふが熱あつくたぎるほどの怒りを覚えた。

　が、その場において知らされた事実に、モロドフは仰ぎよう天てんした。

「何だと。タウーリア軍が、チェリクに？」

「まちがいありませぬ」

　頷うなずいたのは、グレイガンにつき従っている、フードを被かぶった小こ柄がらな男だ。

　ガルダ直属の魔ま道どう士しである。モロドフは何人か、同じ種類の男たちを見てきたが、いずれも似た雰囲気をしている。今回、ヘリオにあってモロドフらの指揮官をつとめるのはどうやらこの男らしかった。

「おれの隊にもタウーリアを見張らせているが、そのような報告はなかったぞ」

　もし事の全容を見わたすことのできる者がいたとしたなら、モロドフよりもさらに驚おどろきを隠せなかったはずだ。ラバンは情報を一切外部に洩もらさぬままチェリク侵攻の準備を進めていたはずで、またたとえ内通者があったにしても、この情報伝達の速度は尋じん常じようなものではない。

　が、モロドフもガルダ軍に組み込まれた一員である。魔術的な力によるものなのだろう、とそら恐ろしい気持ちで自身を納得させた。

「おまえの言うことが真実だとしたなら、タウーリアは空か。この隙すきにタウーリアを落とせと言うのだな」

　口にしながら、何と自分の言葉が空むなしいものかとモロドフは思った。自分はどこかでか期待していたのかもしれない。旧ゼル・タウランの正統であるバズガンならば、あるいはガルダに抵抗し得るのではないかと。

（それも）

　はかない理想だった。タウーリアから発たった軍勢は四千にならんとする兵数だという。見張りによれば他ほかに兵を雇やとったり援軍に駆かけつけたりした勢力もないことから、これはタウーリアの全軍であるのはまちがいない。

「いいえ」

　小柄な男はしゅるしゅると空気洩もれするような声で言った。

「タウーリアはいつでも手に入れられます。我われらが向かうのはチェリク。ここでアークス・バズガンを挟きよう撃げきし、その首級をあげます」
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　夜よ更ふけ。

　チェリク王ヤムカ二世は、愛あい妾しようと同どう衾きんしているところを叩たたき起こされた。腹立たしい気持ちで扉とびらを開けたが、兵からの報告を耳にすると、壁かべによろめきかかるほど驚いた。

　タウーリアから大軍が押し寄せてきたというのである。陣を張っていた七〇〇の部隊などは、タウーリア軍に国こつ境きよう線せんを越えてはならじという旨むねの警けい告こくをしただけで、矢のひとつ、鉄砲の一発も撃うたずに退ひくしかなかった。

「ア、アークスめ、とちくるいおって」

　ヤムカは三三とまだ若い。しかし頭髪は薄うすく、顔立ちも妹のマリレーヌに似てはいるのだが、造ぞう作さくのひとつもくるえばこうも変わるか、というくらいに締しまりのない顔をしている。

　チェリクはガルダ軍と通じていた。そしてラバンの想像していたとおり、ヤムカは言われたとおりにタウーリアを牽けん制せいしさえすれば、あとは寝ていても果か報ほうが転がり込むものだとばかり信じていた。

　まさかタウーリアが急きゆう襲しゆうされる危険をおかしてまで、このチェリクに兵を送り込もうとは──。

（お、怒っているのか。アークスめは、もはやガルダ軍に打つ手なし、と見て、せめてこのチェリク王の、く、首を、首をとろうというのか）

　でなければ全戦力をこちらに傾けようとはしまい。

「いかがなさいます、陛へい下か」

「ご決断を。敵は国境ヤーマの砦とりでに差しかかっております。兵に下げ知ちせねば、彼らは戦うも退くもならず、無む駄だ死じにしますぞ！」

　大臣たちもおろおろするばかりで、頼りがいがない。ヤーマは国境を守る砦とはいえ、関せき所しよに毛が生はえたていどの防ぼう衛えい力りよくだ。引きあげてきた七〇〇の兵はここに詰めているというが、それでも敵が本気を出せば、果たして一時間ともつや否いなや。

「ヘリオに遣つかいを出せ。飛ひ空くう艇ていと早馬を乗り継いで、早はよう──」

　もう半時間も前にそれはおこなっているのだが、しかし早馬の中継地点はラバン・ドウの斥せつ候こう部隊に火をかけられていた。それでは足の速い飛空艇を出したところで魔素エーテルが尽きてしまうだけのことだ。

　いずれにせよ、その遣いが朗報を携たずさえて戻ってくるにしても時間がかかる。チェリク王は間近に迫る敵に対しての判断を迫られていた。

「え、ええいっ」

　ヤムカ二世は色黒の頰ほおを赤く染めて、拳こぶしをテーブルに叩たたきつけた。そうなるともはやタウーリアに和わ議ぎを申し入れるほかない。ガルダを裏切るのは恐ろしいし、せっかくこの小国家チェリクが西方タウラン全域に名を響ひびかせるチャンスを失うのも惜おしいが、背に腹は変えられない。

「しょ、書状の準備を」

　ヤムカは和議のための書状を書き記すことにした。臣しん下かたちは、

（嘆なげかわしい）

　という顔をしながらも、打開策のひとつも出すことができない。ヤムカはひたすら頭を悩ませながら筆を走らせた。

（ソーマ穀こく倉そう地帯の共同開発権を譲ゆずるか）

　チェリクが小勢力ながらも曲がりなりに豊かであったのは、ソーマ湖があったがゆえだ。それを手放すのは断だん腸ちようの思いだが、そうでもしなければアークスは自分を許しはしまい。

　書いているうち、何とはなしに目がぼやけてきた。長きにわたってヘリオとソーマ湖の利権を争ってきた祖父や父の代の戦いを、自分こそが無む駄だにしてしまうという情けなさから、思わず泣けてきてしまったのだ。

　そこへ、

「陛へい下か」

　飛び込んできた兵がある。ヤムカ二世は椅い子すから飛びあがりそうになった。アークスがいよいよヤーマの砦とりでを落として進軍してきたか、と思えたのだが、

「ヘリオの方角より軍勢が迫っております！　掲かかげられた灯ひの規き模ぼからして、おそらくガルダ軍かと！」

「何」

　涙が引き、代わりに喜き色しよくを満面に浮かべてヤムカ二世は立ちあがった。

「え、援軍だ。タウーリアへ直接赴おもむくのでなく、こちらの救援を急いでくれるとは魔ま道どう士しどのも義理堅い。ようし、こうなればヤーマの砦から兵を引きあげさせよ。チェリク近郊に敵を引き込んで、ガルダ軍とともに挟はさみ撃うちにするのだ」

　先ほどの情けなさもどこへやら、ヤムカは歴戦の猛将のように野太い声を出して命令を下した。

　喜び勇んだ家か臣しんたちも同様である。

「アークスめ、我われ々われを舐なめおって」

「バズガン家の威い光こうなど、もはや光ひと筋もこのタウランにもたらさぬことをとっくり教えてやるわ」

　石造りの城が、にわかに異様な活気を帯びはじめた。




　およそ数時間前。

　ヘリオから、モロドフを総指揮官とする三千の軍勢が飛ぶような速さで駆かけ出していった。その勢いたるや、もうもうと後方になびく砂煙に触れただけで吹き飛ばされかねない、といったものだ。

　というのも、

「バズガンが死に、タウーリアが落ちれば、この戦いは終結しましょう」

　例の、グレイガンの参さん謀ぼうが、フードの下から将ひとりひとりの顔を舐めるように見あげながら言ったのだ。

「ガルダさまは、戦いの終結とともに各都市の住民たちをすべて解放するとおっしゃっておられます。無む論ろん、皆さまがたのご家族やご友人もね」

「まことであろうな」

　モロドフは男に詰め寄ろうとしたが、何やら言葉につくせぬ圧力を感じて踏みとどまった。しかし眼光だけはすさまじく、男の顔をにらみつける。

「もちろん」男は淡たん々たんと応じた。「タウーリアが落ち、アークス・バズガンが死ねば、西方タウラン全域がガルダさまのものになったも同じこと。これからの敵は東のメフィウス、エンデ、ガーベラ。これまで以上に皆さまがたのご尽じん力りよくが必要になりましょうから」

（ちいっ。馬ば鹿かげた話だ！）

　モロドフの、ただでさえ人が寄りつかないほどにいかめしい顔が、子供が見たらひきつけを起こしかねないほどにこわばっている。

　いかに馬鹿げた話であろうとも、モロドフは家族をカダインに残している。彼らが解放されるというなら、この命と引きかえにしようとも、いや命よりもあるいは重きをおかねばならない武人の魂たましいを売り飛ばしてでも、この戦いには勝利せねばならなかった。

　──そうして、ヘリオ周辺から軍勢が発たち、ようやくのことで土煙が晴れかかったとき。

　ヘリオに残った見張りの兵士が東のほうに目を凝こらした。

「おいっ、あれを見ろ」

　東──ベルガナ山さん嶺れいの峰々が、夜空に赤く浮き立っているのが見える。あの方角にあるのはエブラが一〇〇の兵とともに詰めている山さん砦さいであるはずだ。

　兵の顔がさあっと青ざめた。

「まさか、タウーリアめ、別働隊を動かしていたか」

「グレイガンさまにご報告を！」

　現在、ヘリオに残っているのはグレイガン隊が七〇〇ほど。

　グレイガンの命令でヘリオの東門付近に兵たちが居並びはじめた。わずかに開いた門から、人の出入りが激はげしくなる。

　と、赤あか備ぞなえの甲かつ冑ちゆうと兜かぶとをつけた兵数名が、斥せつ候こうの飛ひ空くう艇てい隊たいが飛び立つのを見あげながら門をくぐって都市内へ入った。

　顔を伏せるように歩いていく彼らの先頭は、かつてヘリオの騎き竜りゆう隊長だった男、ラスビウスその人であった。砦とりでに火をかければ、ヘリオの門周辺は兵であふれてむしろ出入りがたやすくなろう、というオルバの策である。砦にて奪うばった赤い鷹たかの装具を身につけたラスビウスは、いま、万感の思いを胸にヘリオの門もん扉ぴをくぐり抜けたのである。

「おい」

　そのラスビウスの集団を、赤い鷹の傭よう兵へいが呼び止めた。ラスビウスの、兜の下の顔がこわばった。

　振り向いたのは最後尾に位置していた兵だ。

「何だ」

「ヘリオ兵の見張りを強化しろとのことだ。家族を人質に取っていても防ぼう衛えい戦せんになれば、ああいう兵士は使いものにならん。いつ裏切るかわからないからな」

「わかった」

「待て。妙に偉ぶった口の利き方をしやがって、おまえ、どこの小隊の者だ？」

　傭よう兵へいが怒りを露あらわにする。どうやら小隊長クラスではあったらしい。ラスビウスが先頭で舌打ちした。変に揉もめれば、周囲から注目を集めてしまう。

（いっそのこと、駆かけ出すか）

　街に入ってしまえば、生まれ故郷のヘリオだ。地理には当然あかるい。一か八かでここを飛び出し、どこかに隠れひそんだほうがまだしも──、

「おれが誰だれかだと？」

　と、先ほどから傭兵の応対をしていた兵が、むしろ兜かぶとの下の顔を見せつけて、相手の傭兵をにらみすえた。

「おれが誰かを確たしかめに、わざわざグレイガンさまにお伺うかがいを立てにいくか？　おれは構わんぞ。こんな緊きん急きゆう時じにおかしなことでグレイガンさまのお手をわずらわせることになろうともな！」

「あっ。い、いや。すまない。悪かった」

　よほどグレイガンは恐れられているのだろう。小隊長はそそくさと門のそばから駆かけ去っていった。

　ラスビウスはそっと兵のもとに近づき、

「豪ごう胆たんな男だな、おまえは」

「赤い鷹たかは、ラスビウス隊ほど絆きずながあるわけじゃないさ。頭とう目もくを見りゃ、組そ織しきの実態がどんなものか想像はつく」

　答えたのはオルバだ。さすがにいまは仮面を外はずし、赤い鷹の兜を目ま深ぶかに被かぶっている。

　ラスビウスを筆頭に、選び抜かれた五名の騎き竜りゆう兵へい、そしてオルバが、ヘリオの都市部へと入っていった。

（帰ってきた）

　一歩一歩、石畳の通りを進むたびに、震ふるえるような思いがラスビウスの胸にこみあげてきた。しかしいまは顔や素す性じようを隠し、こそこそと進んでいかねばならない立場である。

（堂どう々どうと、胸を張り、この道を凱がい旋せんする日が来る）

　あの暗い洞どう窟くつのなかでラスビウスはそれだけを信じて、ひもじく、情けない日々を過ごしてきた。騎竜兵としての誇りをも売り飛ばしてでも、その日を必ずや迎えねばならぬとかたく胸に決めていた。

（この夜が明けたとき。そのときにこそ、おれの信じてきた『その日』は訪れる）

　ラスビウスたちは裏通りへと入って、かねてから取り決めていたとおりに、都市部に侵入していた部下数名と合流した。その後、彼らの導みちびきで複数の集団にわかれる。

　ヘリオの正規兵たちを解放していく集団、市内で最初に騒さわぎを起こす手て筈はずになっている集団、そしてヘリオ宮廷へと潜もぐり込む集団。

　オルバは、その最後の集団のなかにいた。










　七章　選ばれし者
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　ヘリオ王グレイガンは、街路と城じよう壁へきを眼下にできる塔の一室で、苛いら々いらと歩きまわっていた。

　突然軍隊が列をなして飛び出していったせいか、何事かというように街路には群衆が姿を見せている。いずれも恐怖と疲労に顔はやつれ、身につけているものも薄うす汚よごれていた。

　ベルガナ山さん嶺れいに火の手があがっているという報告を受けたときからグレイガンは武装していた。歩きまわるたび、装具がガチャガチャと鳴る。

「我わがきみ。いかがなさいました？」

　そこへ姿を見せたのはマリレーヌだった。夜着の上に毛け織おりのマントを羽は織おっている。

「眠ったのではなかったか」

「このような騒さわぎで、どうして寝つけましょう。何か気がかりなことでもあるのですか？」

「おまえに関係のあることではない」

　グレイガンは突き放した。ともすれば、薄うすい夜着に浮きあがるマリレーヌの肢し体たいに目を奪うばわれそうになるのを、顔ごと視し線せんを逸そらしてこらえている。

（この女、自分の保身にしか興きよう味みないのではないか）

　グレイガンはちらりとそう思う。どのような謀む反ほんが国内にあろうと、あるいは国外からどのような恐るべき侵略者が来ようと、マリレーヌならば、美しさと、謎なぞめいた、妙に男の征服欲をくすぐる雰囲気とで、命の安全は保障されよう。その身は常に征服者の傍かたわらにあるはずだ。

（おれが死んでも、次の統治者の横で微笑ほほえんでいるだろうよ）

　自分こそ強引にマリレーヌを王おう妃ひにしておいて、グレイガンは妙に怒りと嫉しつ妬とを覚えるのだ。

　とはいえ、グレイガンが先ほどから苛いら立だっているのは、無む論ろん、マリレーヌに対してではない。タウーリア軍を警けい戒かいするあまりに、というのもちがう。

　タウーリアがどれほどの軍勢をこちらにまわしてきたかはわからないが、チェリク侵攻に向かった本隊がある以上、決して数は多すぎはしないはずだ。ヘリオにこもって防ぼう衛えい戦せんをしていればたやすく受け流せる。

　だからグレイガンが苛立っているのは、タウーリアにでもマリレーヌにでもなく、むしろ仲間であるはずのガルダ軍に対してだった。

（見ろ、あの薄うす汚よごれた民たみ人びとを。あれがおれの民か。これがおれの王国か）

　皮肉な思いで、グレイガンの片かた頰ほおにすごみのある笑えみがあらわれる。もとより人にかける情の薄い男だが、グレイガンにとってヘリオの民は自分のものであるという思いがある。だから彼や彼の部下が、ヘリオで金品を強ごう奪だつして、女を襲おそい、逆さからった男を殺すのは構わない。

　しかしそれも狩りで得られる収しゆう穫かくの一種に過ぎず、グレイガンも王になった以上はそれを長々とつづけるつもりはなかった。

（だが、ガルダは一日おきに一〇人の生いけ贄にえを差し出せと言うし、女子供や老人は人質として押し込めて、健康な男たちは皆兵士にしろと言う。それでは国は立ちゆかん）

　ガルダ軍がタウラン地域の北方をほぼ制圧してから、外部との交易もほとんどおこなわれていない。戦争で支配した地域から搾しぼり取るだけだ。生産はしない。そこにあるもののみを力ずくで奪うばい、残された土地土地を不毛のものにする。

　ヘリオは、グレイガンが玉ぎよく座ざにつく以前から内乱に荒れていたこともあって、城内にも十分な食しよく糧りようが残されているとは言いがたい。タウーリアの強きよう襲しゆう軍ぐんていどならともかく、また別の勢力がこちらに手をのばすことがあった場合、長期の包囲戦には耐えられまい。

　と──、

「グレイガン隊長！」

　部へ屋やの入口で、兵士が敬礼の姿勢を取った。いつもなら「陛へい下かと呼べ」と一いつ喝かつするところだが、その兵の顔に緊きん張ちようと焦あせりが見られて、グレイガンも釣り込まれた。

「どうした？」

「し、市内各地に、火の手があがっております」

　何、ともグレイガンは言わない。代わりに普ふ段だんは洒落しやれ者ものじみてととのえてある眉まゆ毛げが一気に逆さか立だった。火の手があがったばかりでなく、大通りで暴ぼう動どうが起こっているというのだ。市民たちを率いているのは、おそらくヘリオ王家に忠誠を誓った兵たちだろう。彼らが次々と人質にしておいた家族を解放しては、暴動に加わる市民たちが増えていると言う。

「タウーリアめ、内部に潜もぐり込んだネズミどもと呼こ応おうしていやがるな」傭よう兵へい隊長としての地金も剝むき出だしに、グレイガンは怒ど鳴なった。「鎮ちん圧あつしろ。見せしめのためだ、暴動に加わっている市民もろとも虐ぎやく殺さつしろ！」

　兵が「はっ」とひと声あげて引きさがっていく。それを待っていたかのようにマリレーヌは、

「長い夜になりそうですこと」

　こんなときだというのに、あでやかとも見える笑えみを浮かべた。

「ご自愛なさいませ。わたくしはこれで」

　マントの裾すそを引いて、塔の一室を去っていく。グレイガンは憎にく々にくしげにその背を見送った。

　自国の民たみを殺せという命令を耳にしても、顔色ひとつ変えはしなかった。

（しょせんチェリクの女め狐ぎつねか）

　グレイガン自身、チェリク王ヤムカ二世と共きよう謀ぼうしてこのヘリオをもらい受けた身であるものの、女とは心底恐ろしいものだという認にん識しきを抱いた。

　が、この時点ではまだグレイガンは事態が焦しよう眉びの急であるとは思わなかった。彼自身の顔色が変わったのは、

「陛へい下か」

「隊長！」

　次から次へと報告がやってきてからである。暴動は大通りだけでなく、市内各地で連続して起こっていた。二回目の報告までは鎮圧の兵を差し向けていたが、

「しまった」グレイガンは獣けものの形ぎよう相そうで唸うなった。「奴やつらめ、わざと時期をずらして暴動を起こしていやがる」

　こちらの兵を分散させる狙ねらいだ、と気づいた。

「城の門もん扉ぴをかたく閉じよ！　兵を城門前に集結させるのだ。よいか、赤あか備ぞなえの、おれの兵だけを集めて守りをかためるのだぞ」

「隊長、しかしそれでは」

　──タウーリア軍が迫ったときに身動きが取れなくなる、と言いかけるのを、

「おれを隊長と呼ぶなと何度言えばわかる！」

　グレイガンは怒ど声せいで遮さえぎった。彼とて百も承知なのだ。

「タウーリアの本隊をチェリクとガルダ軍が挟きよう撃げきして片づければ、援軍がほどなく来る。さっさと言われたとおりにしねえか！」

　すくみあがった兵が逃げるように去っていくと、グレイガンは肩で荒々しく呼吸した。

「おれの王国だぞ」彼は誰だれもいない一室で、自身に言い聞かせるかのようにつぶやいた。「おれが手に入れた、おれの王国だ。誰にも渡さん。民たみも、宝も、マリレーヌも──」

　窓の外から、わあ、わあっ、と群衆の沸わきかえる声がする。脅おびえているのか、ヘリオを取り戻そうと鼓こ舞ぶの声をあげているのか、それとももうさっそく配下の兵と争いになっているのか──。

　ガルダ軍の手に落ちて以来、死んだように静まり返っていた都市だった。それが戦いと死によってふたたび荒々しい活気に満ちて、それを熱ねつで煽あおるようにあちこちで火が立ちのぼっている。

「隊長」

　そこへまた、新たに兵士が駆かけ込んできた。グレイガンは舌打ちして入口のほうへと目め線せんだけを向ける。

「今度は何だ。また新たに暴ぼう動どうが起こったのなら構うな。こちらの守りさえかためておけば──」

「いえ」

　兜かぶとを目ま深ぶかに被かぶった兵士は、慇いん懃ぎんに応じた。手に短たん槍そうを持ちながら、

「隊長のお命をちょうだいしに参上つかまつりました」

「何っ」

　グレイガンの叫びが尾を引ききらぬうちに、彼の眼前で火花が青白く散った。兵士の突き出した槍やりの穂ほ先さきを、すばやく引き抜いた剣で受け止めたのだ。

「き、貴様」ぎりぎりと力の押しあいになりながら、グレイガンが相手をにらみつける。「何者だ。赤い鷹たかの鎧よろい兜かぶとを奪うばいやがったな」

「おれの顔を知らないのか？」

　グレイガンの膂りよ力りよくは人並はずれているが、相手もそれに劣おとらない。間近に顔をつきあわせながら、

「おれを知らず、ヘリオ王を名乗る資格など貴様にはない。その時点でこうなる運命だったのだ。貴様から王冠を奪い返し、命を断つ男の名前を胸によく刻んでおけ。おれはヘリオ騎き竜りゆう隊たい隊長ラスビウスだ！」

「ラスビウス。生きていたか、貴様」

　グレイガンは力任せに刀身を押し、それからひょいとラスビウスの膝ひざを蹴けりあげた。相手の体勢が崩れた隙すきに、首筋へ剣を叩たたきおろそうとするも、すばやい槍さばきによって弾はじかれる。

　このとき、塔の入口はやはり赤い鷹の装具を身につけたオルバたちがかためていた。他ほかの兵たちがやってこようとするのを、もっともらしい態度で制している。

「陛へい下かから、誰も通してはならぬとのお達しだ。命令どおり、城門をかためておけばよい」

「し、しかし」謁えつ見けんを申し出た兵の肩には折れた矢が突き刺さっている。「民衆たちが城を取りかこみはじめている！」

「なればこその籠ろう城じよう戦せんだ。時期を待て。よいか、下へ手たに手を出すなよ。奴やつらを刺し激げきして火でも放たれかねん」

　こうして、兵が来る都度に追い返していたのだが、

「あっ」

　オルバと門前で揉もめた小隊長が、オルバの顔を見るなり奇声をあげた。いまだ疑念を抱いていたと見えて、

「また貴様か。ここを通せ。おとがめはおれが受ける。それで構わんだろう！」

　強引に突破をはかろうとした。揉みあいになる──かと思いきや、オルバは小こ脇わきに抱えていた槍やりを一いつ閃せんさせると、棒ぼうの部分で相手の頭を殴りつけて昏こん倒とうさせたのである。

「構わなくはないな。ひとりも通すなとのお達しでね」

「こ、この男」

「赤い鷹たかではないぞ。隊長の身が危ない。かかれ！」

　傭よう兵へいたちが押し寄せるその中央へ、オルバは仲間たちとともに槍を投とう擲てきした。追い足が鈍にぶったところへ塔のなかへと駆かけ込んでいく。

　腰からそれぞれ剣を抜きつれて、なるべく狭い階段を選んで上から敵兵を迎むかえ撃うった。石いし壁かべに挟まれた空間内に、剣と剣とがぶつかる響ひびきが連続する。

　その階上──、

　やはり激はげしく斬きり結むすぶグレイガンとラスビウス。ラスビウスが槍を突いては、下がったところをグレイガンが追いつめて一刀を振るう。鋼こう鉄てつが打ち鳴らされるたびに、火花が赤く、そして青く灯ともる。

　拮きつ抗こうした戦いがつづいた。柄えの長い槍を手にしたラスビウスが一見優ゆう勢せいだが、室内はさほど広くないため、攻こう撃げきから防ぼう御ぎよに移る際にやや遅ち延えんが生じる。そこを、風を巻く勢いでグレイガンが斬りかかるのである。

　互いの甲かつ冑ちゆうは傷つき、へこんで、そこかしこに浅い手傷ができた。ともに呼吸は荒い。ラスビウスは、グレイガンなどは自分の槍ならばひと突きで片づけられるだろうと思っていたが、認にん識しきが甘かったことを認めた。

（小技では通じん）

　じゃっと槍の穂ほ先さきが走って、壁掛けを切り裂いた。かろうじてかわしたグレイガンが、槍の戻る一いつ瞬しゆんを狙ねらって突き返す。そこをこそ勝しよう機きと見て、ラスビウスはあえて前へと出た。装甲した左腕を犠ぎ牲せいに剣を受け止めて、短いストロークで槍を撃ち込んだ。

「あがっ」

「うぐ」

　ともに苦く鳴めいをあげて後方によろめいた。ラスビウスの左腕は骨が折れ、そしてグレイガンは槍やりに右目を貫つらぬかれていた。ラスビウスが右腕のみでぐいっと引き戻した穂ほ先さきに、血の糸を引いた白い塊かたまりがあった。

「お、おのれ」

　双方、何にもゆずれない執念があった。

　グレイガンは生まれついたときより最下層を生きてきた人間だった。そんな自分が、蜃しん気き楼ろうのごとく追い求めた自分だけの王国が手もとにある。死してもなお亡ぼう霊れいとなって、彼はしがみついて放さないつもりだった。

　一方、ラスビウスは言うまでもなく、正しき義を証明するために耐え忍んできた男だった。

　グレイガンが剣を振りかぶる。ラスビウスは槍を脇わきに抱え、身体からだごとぶち当たる勢いで敵へと突とつ撃げきした。

　鮮せん血けつが壁へき面めんに散った。

　折り重なったふたつの身体のうち、片方ががくりと膝ひざをついて、それから後ろ倒しになると、あとはもうぴくりとも動かなくなった。




　　　　２




　マリレーヌは後こう宮きゆう内の居室から、外を眺めるともなく眺めていた。

　火の色が都市の数か所を覆おおっているが、もともとグレイガンの兵をおびき寄せるために計算ずくでやったことだろうから、大して被害は出まい。

「お后きさきさま」

　柱の陰から侍じ女じよが振り返った。数人ひとかたまりになって、王おう妃ひのほうをうかがっている。いずれの顔色も青い。マリレーヌはいつものように微笑ほほえんで、

「おいきなさい」

　と言った。

「頭に血ののぼった兵士たちがおまえたちに危害を加えないとも限らない。しばらくほとぼりが冷めるまで待つのだ。よいな、ここに近づいてはならんぞ」

「ですが」

「わたしが逃げても、どのみち姿が目立つだけ。さあ、問答をしている暇ひまはない。わたしからの最後の命令です。おいきなさい」

　後宮の一角には、いざというとき城外へ出るための抜け道がある。王妃は自分でそれを使おうとはせず、後宮仕えの侍女たちを逃がすことを優ゆう先せんした。

　すでに兵士たちの蛮ばん声せいが聞こえつつある。

「マリレーヌを捕らえよ！」

「いく度となく国を売ったあの女を、吊つるしあげるのだ」

　そんな恐ろしげな叫びを耳にしても、マリレーヌの顔色は変わることなく、まるでこれからいつものように朝を迎えて、好みの紅茶を手にゆったりとした時間を過ごそうとしているかのように見えた。




　解放されたヘリオ兵たち、そして市民たちの勢いは、赤い鷹たかの傭よう兵へい団だんの結けつ束そくをはるかに上まわった。最初に火をかけて暴ぼう動どうを起こした十数名は、いち早く傭兵たちが鎮ちん圧あつに派は遣けんされたこともあってほぼ全員が殺されてしまったが、あとはほとんど被害らしいものもなく、城を取りかこんで、守りに入った傭兵たちをたじろがせた。

（ロージィ・ヘリオ殿でん下かが生きておられる）

　都市に侵入したヘリオ兵たちの流したその情報こそが、彼らの内側にくすぶっていた火に投げ入れられた薪たきぎであった。ヘリオ王家が存続するということは、彼らのかつて過ごした日常がふたたび訪れるということである。そしてそのために排除せねばならぬものがあるのなら、彼らは力ずくで、命いのちがけでそれをなさねばならぬと覚悟した。

　やがて、城内にある塔のてっぺんに人ひと影かげがあらわれた。

　おお、と群衆がざわめいた。

　その人影が右腕に持った槍やりを頭上高く掲かかげたとき、長い夜の終わりを告げる早そう暁ぎようの光がうっすらと人影を浮かびあがらせた。

　ラスビウス。

　ヘリオ騎き竜りゆう隊たい隊長は、槍の穂ほ先さきにグレイガンの首を突き刺していた。

　どよめきと喝かつ采さいは瞬またたく間に路上を埋めつくして、あとはもう戦う気力を失った傭兵たちが我われ先さきにと逃げようとするのを、追いかけ、石を投げつけて、体勢を崩した者には馬乗りになって殴りつけ──、と一方的な殺さつ戮りくが開始された。

　歓かん喜きのうねりは、しかし彼らの内側に燃もえさかる炎を鎮しずめるどころか、なおもさかんに燃えあがらせて、

「あの売ばい国こく妃ひを引きずり出せ」

「ここで首を斬きり落とすんだ」

　新たな犠ぎ牲せい者しやを求めて、群衆を後こう宮きゆうへと導みちびいた。

　そのときオルバは塔を降り、城じよう館かんの広間から外へ出ようとしていた。さすがに赤い鷹の装具は脱ぎ、いつもの仮面を顔につけている。あの殺気だった民衆に見つかれば、おそらく言いい訳わけのひとつもできないままとりかこまれ、嬲なぶり殺ごろしにされてしまうだろう。

　民たみたちの行動は放っておく他ほかなかった。それよりも、彼にはまだやらねばならないことが残されている。当然、ガルダ軍がタウーリアではなく、チェリクへ向かったという情報は彼の耳にも入っていた。だから、解放した正規兵たち、そしてほどなく訪れるであろうラスビウス隊本隊を編へん成せいしなおして、いち早くタウーリアの救援に向かわねばならない。

（ガルダ軍はまるで、タウーリアの動きをすべて読んだ上で行動しているかのようだ）

　その辺りの不ふ可か思し議ぎさはひとまずおいておく。広間を出ようとしかけていたとき、

「おぬし」

　深みのある声に呼び止められた。見ると、ハードロス・ヘリオが立っている。左右にふたりの兵を従えていた。王家直属の親しん衛えい隊たいの者だろう。ラスビウスの手の者が、ハードロスへひそかに決起の時じ機きを伝えていたものか、面めん頰ぼおをおろして完全武装している。

「以前、謁えつ見けんの広間で会おうたな。妙な姿をしていると思っていたが、傭よう兵へいに身をやつした、ラスビウスの部下であったか」

「──」

　どうやらハードロスは、オルバのことを、ヘリオに送り込まれたラスビウスからの間かん者じやか何かのように誤解しているようだ。改めて説明しても面めん倒どうなだけなので、「は」とだけつぶやいてオルバは頭を下げた。

「一連の戦いとその策、見事であったの。ロージィは無事か」

「おすこやかに」

「そうか」

　万感を嚙かみしめるように目を閉じた老人は、しかし次の瞬しゆん間かん意外なことを言った。

「──王おう妃ひの手て柄がらだな」

「マリレーヌ……さまの？」

「あの子を逃がしたのはマリレーヌだ」

　老人はぼそぼそと語った。エラーゴン王が戦死し、ヘリオで内乱が起こったとき、地下倉庫に母とともに隠れひそんでいたロージィを発見したのはジャラーであったという。ジャラーは謀む反ほん者ものの一味であったが、その性格上、率先して戦いに赴おもむいていたわけではなかった。仲間に半ば脅きよう迫はくされるようにして、身の安全とヘリオ王家への忠誠をはかりにかけた結果、重い腰をあげたに過ぎない。

　マリレーヌはそのジャラーに接近した。自分の身を匿かくまってほしい、と頼み込んで、その上でジャラーにそれとなく知恵を授けた。

「あれは賢かしこい女だ」かつての王ハードロスは言う。「おそらく、ジャラーを使って、他ほかの謀反者たちをそれぞれそそのかし、玉ぎよく座ざをめぐって自滅するように仕向けたのだろう」

　そのさなかにマリレーヌはロージィを逃がした。侍じ女じよに頼んで、いまだ市内で抵抗戦をつづけていたラスビウスに預けさせたのだ。

「あとはジャラーが漁夫の利を得る。マリレーヌはその后きさきの座につき、御ぎよしやすい彼を用いて、ヘリオの復ふつ興こうをはかったのだ」

　なぜこのときに、それもオルバ相手に、ハードロスは王妃の真実を語ったのだろう。オルバにも確かくたることはわからなかった。ただ、相手など誰だれでもよかったのかもしれない。老人には内側に溜ため込んだことが多すぎたのだ。

　黙だまって耳を傾けていればそれで済む話だったが、

「大おお殿との」

　やにわにオルバは口を開いていた。彼自身、マリレーヌに関しては思うところがあったからだ。

「何だ」

「マリレーヌさまは、それでは、国をお守りになろうとしたのですね」

「そのとおりだ」

「グレイガンの后きさきになったのも、彼の横おう暴ぼうをなだめる者が近くにいなければ、民たみへの被害がもっと多くなると踏んでのこと」

「ああ、ああ。そのとおりだとも」老人の声はいつしか湿りを帯びていた。「わしと憎にくみあっている風ふうに見せかけていたのも、ヘリオ直系の影えい響きよう力りよくはいまだあると──毒婦マリレーヌもわしが健在である以上、思うがままにはできぬと──いう風評を流させるためだ。マリレーヌが民に憎まれ、嫌われるほどに、ヘリオ王家の存在が光になる、救いになる。いつしかロージィが正統としてヘリオに戻ってきたとき、民がこれを歓かん迎げいすることができる」

　ハードロスとマリレーヌに、申しあわせる時間があったとも思えない。無言のうちに両者は芝しば居いをすることに決めたのだ。ハードロスはだからこそ、日々を苛いら立だちのなかで過ごしていた。マリレーヌを、ジャラーを、グレイガンを憎んだのではない。息子むすこの妻に罪を押しつけるような形でしか国を守れぬこと、自分の無力さをこそ彼は憎んでいた。

「西方世界に脅きよう威いが迫っているいま、これ以上国内の分裂を招いてはならないと考え、ジャラーを国主に立てた。ガルダ軍にヘリオに関するすべての決定権を与えてはならぬと考え、グレイガンを王とした。あれは賢かしこい女だ。賢すぎた。多少愚ぐ鈍どんであれば、ただ美しいだけの、権力に弄もてあそばれた悲ひ劇げきの王おう妃ひとしての名前のみが残ったろうに」

「──」

　チェリクと結んで国を乗っ取ろうとした、という噂うわさも真実とはちがうのだろう。となると、マリレーヌも、ジャラーが喜んで雇やとい入れたグレイガンに何か裏があるのではないかと勘かんぐったはずだが、よもや兄ヤムカ二世がガルダとつながりがあろうとはさすがに想像の埒らち外がいであったにちがいない。

　外は、喧けん騒そうの真まっ只ただ中なかだ。兵と民とが後こう宮きゆうのほうに向かっている。その様よう子すを横目にしたオルバは、何か非常に気ぜわしいものを感じて、

「王妃さまは──」

「わかっておる」ハードロスはオルバの言を遮さえぎった。「あれは、こうなることも予期しておったろう。ロージィをこのヘリオに戻し、そして自分は国を売った后として処刑される。であればこそ、ヘリオ王家の威光は守られるのだと。そういう女だ」

（馬ば鹿かな）

　オルバは知らず、拳こぶしを握りしめたあまりに腕と肩の筋肉をこわばらせていた。なぜそうまでして、ヘリオを、王家を守らねばならないのか。誰だれよりも国を案じたというのに民たみに処刑され、未み来らい永えい劫ごう汚名を歴史に残してまで。

　そのときオルバの記き憶おくから、とある言葉が導みちびき出されていた。

（我われ々われは──）

（王族として生まれついた身。なればこそ、天下国家のためにつくす義務があります）

　あれはいつだったか。遠い、そう、めまいさえおぼえるほど遠い過去のようにも思える。

　聖せい臨りんの谷で、ギル・メフィウスになりすましたオルバに、あの少女、ガーベラ国第三王女ビリーナ・アウエルは言ったのだ。

（個人の喜び、個人の考えなど押し殺してでもまっとうしなければならない義務が。尊い血とたたえられる人間には当然のことなのです）

　あのときのオルバは、それが権力者の口にするおためごかしにしか聞こえなかった。民草の運命を、命をも自由に操あやつる彼らが、それらの特権や贅ぜい沢たくな暮らしを正当化するためのものでしかないと。

　だが──、まさにその義務をまっとうしようとする人物がいる。マリレーヌは民に唾つばを吐かれて、貴族たちには国を売った毒婦だと罵ののしられ、兵には槍やりで処刑台へと追い立てられながら、しかし誇りを抱いて死んでいくのだろう。

　目をしっかと見開き、微笑を浮かべながら。

　なぜだろう、その姿がオルバには、あの白金の髪を背に垂らした少女の姿と重なりあうのだ。少女もまた、同じ境きよう遇ぐうにあれば同じ道を選ぶはずだという確かく信しんとともに。

　オルバはまるで身のおきどころを迷うように立ちつくしていた。門の隙すき間まから差し染めた朝の光に、自身の影かげが長く引きのばされていくのをじっと眺めながら。




　　　　３




　マリレーヌの姿が路上にあらわれると、わっと群衆が沸いた。

　どの顔に貼はりついた笑えみも、本来笑え顔がおと相反すべき憎悪の色に彩いろどられている。マリレーヌは槍を手にした兵に挟まれ、手に打たれた縄なわに引きずられて歩かされた。

[image: ]

　これは、いわば群衆に煽あおられる形となった、ヘリオ兵たちの独断行為である。王おう妃ひの母国チェリクがガルダ軍に通じていたのはもはや確たしかな事実とはいえ、正式に同盟を切る旨むねを国主が宣言したわけではないし、そもそも現在その国主がいない。

　が、誰だれも止めはしなかった。多少分ふん別べつのある者もその場にはいたが、新たな王を迎えるにあたって、民たみたちのあいだに溜たまり、よどんでいた膿うみはすべて吐き出させたほうがよかろうと判断したのだった。

（そう、それでいい）

　と胸のなかで頷うなずいたのは、他ほかならぬマリレーヌであった。

　エラーゴン王の死後に課かせられたあらゆる苦しみや悲しみから生じる、憎悪と怒り。本来、王家には民を守るべき義務がある。それを果たせなかった時点で王家は滅びるのだ。自然の摂理に従うならば、ヘリオ王家もまた歴史上から姿を消してしかるべきだった。

　が、マリレーヌはあえてそれに逆さからってみたかった。他国から嫁とついできた彼女もまた王家の一員であった以上、ヘリオ王家を守らねばならぬと思った。だから、民人や王家に仕える兵士たちが抱いた感情の矛ほこ先さきは、すべて自分ひとりに向けられればそれでいい、と思う。

　何かが飛来して、マリレーヌの額ひたいに当たった。

　嫌いやな臭においがした。腐った果実だ。民のひとりが投げつけると、あとから大勢の者がそれにつづいた。普ふ段だんから意い識しきして着飾っているマリレーヌだ。高価な衣服が汚れ、きれいにととのえた髪も腐臭に満ちた。

　マリレーヌは泣き叫んだ。

「やめて」

　と髪を振り乱し、

「わたしが何をしたの。助けて。何でもあげるから、命だけは助けて！」

　と見苦しく命いのち乞ごいをした。

　人々は笑い、嘲あざけった。下へ手たをすればいまにも跳とびかかってきそうな彼らを、兵たちはむしろ苦心して押さえ込んでいた。投げつける石や果実は兵の鎧よろいにも跳はね返っている。兵たちの顔に、

（いかん）

　と内心の感情が浮かんだ。集団心理に煽あおられて、民たちの感情に歯止めが利かなくなりつつある。彼らにしてみれば、家族が殺されたガルダ軍との戦せん闘とうも、恋人を奪うばわれ、金品を強ごう奪だつされたグレイガンの横おう暴ぼうも、すべてマリレーヌひとりの罪だと思い込みかけている。

　自分たちさえ巻き込まれかねない、と兵たちが焦あせっていたとき、

「どけ、どけっ」

　後方から人波が搔かきわけられた。見ると、馬上にいるのは、完全武装して、その上に袖そでなしの青い外衣を羽は織おったヘリオ王家の親しん衛えい隊たいである。その親衛隊の衛士が一騎きのみであらわれ、槍やりの穂ほ先さきを左右に散らしながら近づいてきた。

「ハードロスさまの遣つかいである」目と鼻の下辺あたりがかろうじて露ろ出しゆつするていどの面めん頰ぼおを下ろし、衛士は大声を出した。「ヘリオを混こん沌とんに陥おとしいれた毒婦マリレーヌの処罰は、わたしが引き受けることとなった。ついてまいれ」

　ヘリオ王家の威光を出されては、民衆もこれを歓かん迎げいするムードになって、殺意の大波もやや薄うすらいだ。しかしそれもヘリオ王家の正義がマリレーヌの首を断ち切ると期待すればこそだ。マリレーヌ自身の運命が変わるわけではない。

　やがて、

「この辺でよかろう」

　と、親衛隊の男は言い、通りの交こう錯さくする中央でマリレーヌをひざまずかせた。

「これより、売ばい国こく后ごうマリレーヌの処刑を執とりおこなう──」

　そんな衛士の声を、マリレーヌは遠いもののように聞いていた。

　実際、彼女の心はこことはちがう、遠い場所にいた。

　あれはもう一二年前になるのか。ソーマ湖の利権をめぐって争っていたヘリオとチェリク。互いに刃やいばをおさめ、和わ議ぎを結ぶ証あかしとして、チェリクの姫マリレーヌはここヘリオに嫁とついできた。当時一四歳。

　街道を馬車で揺られながら、マリレーヌの胸は不安でいっぱいだった。もともと内気で、チェリクではその信心深さもあって竜りゆう神じん教きようの聖堂に閉じこもっていることの多い姫だった。敵国だったヘリオで果たしてうまくやっていけるのだろうか。顔も見たことのない男の人と結婚するとはどういうことなのだろう──。

　馬車がソーマ湖を左手に一望できる丘に差しかかった。

　その日、朝から曇くもりがちだったのが、にわかに雲が晴れて日光が差してきた。

　湖面いっぱいに光が散らばっている光景を、いまもマリレーヌは忘れない。と、

「おお」

　御ぎよ者しやが驚おどろいた声をあげた。従者や、護ご衛えいの兵たちも同様だった。

　丘を挟んで反対側の斜面から、ハードロス・ヘリオがわずかな供ともをつれて向かってくるところだった。

　マリレーヌの結婚式に同席するため、別の馬車に揺られていたマリレーヌの父が挨あい拶さつに赴おもむいた。

「これは、ハードロス王。よもやここまでおいでになられるとは思わず」

「いやいや、わたしの気が少し急せいたまでのこと。花はな嫁よめの顔を見せていただけるかな？」

　マリレーヌは馬車からおろされ、丘の上ではじめて義ぎ父ふになる人物と出会った。

　緊きん張ちようで目もくらみそうになりながら、マリレーヌは促うながされるままに挨拶をする。と、ハードロス王はこれ以上はないくらい目を細めながら、

「おお、愛らしい姫ひめ御ごだ。このような姫をお迎えできて、ヘリオの民たみを代表して礼を申しあげたい」

　などとはしゃいで、ついには、

「そうだ、そなたとわが子エラーゴンの婚こん姻いんこそが、このソーマ湖周辺の平和を意味するもの。ならばいずれ生まれてくる子はソーマと名づけ、未み来らい永えい劫ごうにわたって両国の平和を願ねがうものとしよう」

　と、あまりに気の早いことを口にして、花嫁の顔を真まっ赤かにさせたのである。

（わたしは──）

　マリレーヌは冷たい石畳に両りよう膝ひざをつかされながら、唇にほのかな笑えみが浮かびあがりそうになるのをこらえた。

（わたしは、花はな婿むこのお顔も、声も、どのような性格であるかもまったく知らなかった。それでも、あのとき、あんなにお喜びになられていたハードロス王をひと目見て、わたしは、こんなお父上のお子さまなら、きっと愛することができると思った。こんな王さまに愛されている国ならば、きっとわたしも愛することができると思った）

　首筋に剣がきらめいた。さすがに息を吞のみ、爛らん々らんと目を光らせて見守る人々の顔を、マリレーヌはちらりと目め線せんをあげてうかがう。

（わたしの愛する民たみたち）

（わたしの愛したエラーゴン王）

　衛士が剣を振りあげる気け配はいが、風となって伝わってきた。マリレーヌは両の目を閉じる。

（わたしの愛した──ヘリオ）

（いつまでも、栄えあれ。お義ち父ち上うえとともに、ヘリオ王家とともに──）

　そして。

　首筋が涼しくなったと思えたとき、路上にごとりと落ちるものがあった。




　落ちたのは、振りあげられた剣そのものである。

　そこには血の一滴もついていなかった。親しん衛えい隊たいの手には、きらきらと朝あさ陽ひを浴びて輝かがやく、上質の布かと見まがうようなものが握られている。マリレーヌの髪だ。それを、彼は一刀のもとに断ち切ったのである。

「毒婦マリレーヌは、これにてわがヘリオ王家との縁えんを完全に断ち切られた」親衛隊衛士は宣言した。「あとはチェリクなり、ガルダのもとなり、どこなと好きな場所にいって、惨みじめな余生を送るがいい──、というのが、ハードロス大おお殿とのさまの言である」

「そんな」

　愕がく然ぜんと振ふり仰あおぐマリレーヌの、まるで内心の感情を代弁するかのように民衆たちが騒さわぎ出した。

「大殿は寛大に過ぎる！」

「我われ々われの苦しみを、見て見ぬ振りをなさろうというのか」

「その女の首を刎はねてくだされ！」

　またもその目に狂気の色が混じりはじめているのを見て、マリレーヌを護ご送そうしてきた兵たちが反射的に槍やりを身構えたとき、

「そう、王おう妃ひマリレーヌは死んだのだ！」

　いんいんと響ひびく声が民衆たちの頭上を吹きわたった。衛士は手を掲かかげ、開いた掌てのひらからきらきらとマリレーヌの髪がこぼれて風に流されていくのに任せながら、

「王妃でもなく、王族としての誇りも資格も失ったこの女が、これよりどれほど惨みじめな人生を送ることになるだろう。タウランのどの土地にももはや彼女の罪状を知らぬ者はおるまい。後ろ指を差されて、罵ののしられ、嘲あざけられながら生きていく。マリレーヌにとってこれ以上の罰があろうはずがない。ヘリオの民たみたちよ、卑いやしき暴ぼう君くんに圧政を敷しかれてなお、誇りを失わずに耐え忍んでくれたヘリオの民たちよ、我われらにとってこの女などは歴史のなかの小事に過ぎん。ジャラーもグレイガンも死んだ！　すべからく正しき義の鉄てつ槌ついはこうあるべし、と我らは二度にわたってヘリオの義をタウラン全域へと見せつけたのだ。これ以上の死も、これ以上の血も、もはやヘリオは必要とせぬ」

　まるでハードロス王その人の言葉のように叫びつづける。民たちはその迫力と、朝焼けに染まりつつある空を流れいくマリレーヌの髪に、たとえようもない寂せき寞ばくと時代の移り変わりを感じて、押おし黙だまっていた。

「我々はこれより全部隊をもって、真の敵であるガルダ軍掃そう討とうに向かう。我々は勝利し、凱がい旋せんするだろう。そのための道をつくってほしい。兵たちを潤うるおす酒を用意し、空腹を満たす食べものを並べていてほしい。そしてともに喜びあい、勝利をたたえるための歌や、踊りの準備をしていてほしい。いまそれがヘリオの民、そなたらのなすべきもっとも大事なことだ。マリレーヌごとき、斬きり捨てるにも値せぬ！」

　親しん衛えい隊たいの男が言葉を切ると、そこかしこから歓かん声せいがあがり、それは波となってヘリオ市内を伝わっていった。たとえ事情のわからない者が都市の外はずれで耳にしたとて、これがヘリオ解放を意味する喜びの声だと理解して、その場でひとり拳こぶしを振りあげていたろう。

　衛士はそれを見届けると、さっとその場に片かた膝ひざをついてマリレーヌの顔をのぞき込んだ。

（なぜ）

　とその目が問いかけるのを無視して、彼は、マリレーヌにしか聞き取れないような声で囁ささやいた。

「門前に、馬車を用意してある。同行したいと願ねがい出た侍じ女じよたち数名もともに。チェリクはいましばらくは荒れようから、近きん隣りんの村で素す性じようを隠して過ごされるがいい。そのていどの金きん子すは持たせてある」

「あなたは──」

　面めん頰ぼおの奥にのぞく目を見て、マリレーヌがはっとする。衛士は視し線せんを逸そらさず、懐ふところから小刀を取りだすと、それで彼女の手を縛しばっている縄なわを切った。

「さあ、いかれよ」

　強い口く調ちようで促うながす。

　かつての王おう妃ひは間近にある顔をしばし眺め、それから少しばかり唇をほころばせた。

「やはり、面おも白しろい目をした男よな」

　よろよろとした足取りで立ちあがって、門のほうに向かって歩きはじめた。数十メートルもない。しかしマリレーヌには途方もなく長い距きよ離りであった。民衆たちは道をあけながら、マリレーヌを痛つう罵ばの声で送った。小さな子供がひとり、勇気のあるところを見せようとしてか、小走りに駆かけてマリレーヌの足を蹴けった。それだけで転倒しそうになったもと王妃に、遠えん慮りよのない笑い声が降り注ぐ。

　ただ──ただひとり、片かた膝ひざをついた姿勢のまま、親衛隊衛士の扮ふん装そうをしたオルバだけが、まるで家か臣しんの礼を送るかのようにマリレーヌの背中に頭こうべを垂れている。

　権力者にすべてを奪うばわれ、よってすべての権力者を憎にくんできたオルバだった。だが、彼はいま、

（偉大なる王妃マリレーヌ）

　心底よりその名をたたえた。選ばれし者の責務を果たそうとした彼女の背中が、たとえ薄うす汚よごれ、たとえ小石を投げつけられていようと、オルバにはまぶしいまでの輝かがやきを放って目に見えるのだ。

　地の底にまでおとしめられたマリレーヌの名誉も、いずれは回復しよう。真実を知るハードロスがいずれそのことを語る日も来ようから。だがそれはいつの日のことか。ハードロスの話が真実となって人じん口こうに膾かい炙しやするまで、果たしてどれほどの年月を必要とするものか。どのみち、かつての王妃がヘリオの門もん扉ぴをくぐることは二度とあるまい。

　マリレーヌの姿が見えなくなってしばらくして、オルバはようやく腰をあげた。そこへ、

「あっ、ラスビウスさまだ！」

「ラスビウスさまあ」

　民たみの歓かん呼こに迎えられ、馬に乗ったラスビウスが駆けつけてきた。彼は馬から飛び降りるなり、

「いったか」

　とオルバにひと声かける。オルバはひとつ顎あごを引いて、

「すべてはハードロスさまのご意向のままに」

「ほう、そうか。おれは大おお殿とのより、おまえが自ら申し出たと聞いたが」

　ラスビウスはかすかに笑い、衛士の姿をしたオルバを眺めて、

「その格好、似あっているぞ」と言った。「部下にヘリオ兵たちをまとめさせている。細かく再さい編へん制せいしている暇いとまもないが──、オルバ、おまえもいくか」

「ああ」

　オルバはごく当然のようにもう一度頷うなずき、それからラスビウスを見あげ、

「腕をやられたそうだが、いけるのか」

「おまえは王侯貴族のように話すのだな」ラスビウスはにやっとし、添え木で固定した左腕を見せつけて、「部下が同じことを口にしたら叩たたきのめしておるところだ。いけるのか、ではなく、おれの身が竜か馬上にある限り、それは必ず敵の首が宙に舞まう、ということだ」

　陽ひは、城じよう壁へきの輪りん郭かくを白く燃もえたたせるほどに高い。

「そうしていると、さして顔に炎症があるようには見えんがな」

「ガルダのスパイなのさ」

　軽口を叩きながら、オルバの心は赴おもむくべき戦場に飛んでいる。

（おれのなすべきこと）

　オーバリーに復ふく讐しゆうを遂げたいま、それは依然わからない。

　だが、少なくとも次に踏み出すべき一歩はいまやはっきりと見えている。

（ガルダを斃たおす）

　魔ま道どう士しひとりを斃したところで、タウラン地域の動乱がおさまるとは限らない。いや、あるいは共通の脅きよう威いが去ったことで、以前の戦国時代に舞い戻ってしまうかもしれない。それで傷つき、泣くのは民たみたちである。

（タウランには、王がいない──）

（王が）

　オルバの目に朝陽が差して、白く、きらめいて見えた。










　あとがき




　烙らく印いんの紋もん章しよう、第二部がここに開幕いたしました。

　舞台は西方タウラン地方。

　かつて一国の皇おう子じ（の影武者）として活かつ躍やくし、時には数百の軍勢を率い、時には味方に倍する数の敵をも迎むかえ撃うったオルバも、ここではただ、一傭よう兵へいの身分に過ぎません。

　大陸中央部よりも野や蛮ばんで荒々しい土地柄のタウランにおいて、彼はガルダを名乗る謎なぞの魔ま法ほう使いとの戦いを宿命づけられるのですが……。果たしてその行方ゆくえや、いかに。




　さて。

　第二部をはじめるにあたって、作者としてもいろいろ不安がありました。

　いちばんの懸け念ねんは、やはり舞台がメフィウスからタウラン地方に移ったこと。メフィウスは四冊かけて設定を盛り込み、多くの登場人物が根づいた場所でしたから、何だか住み慣れた土地を離はなれて旅立つような、そんな先行きの見えない不安があったのです。

　しかし。

　いざ、タウーリアを皮切りにヘリオやチェリクといった西方世界の都市や、人物、風俗などを描写していくと、これが楽しいこと楽しいこと。グール皇帝の独善やら、やや膠こう着ちやくしつつある三国関係やらのせいで、どこか頭を押さえつけられるような雰囲気のあるメフィウスと異なり、ここには自由な空と風があったのであります。

　もちろん、タウランはひっきりなしに戦争がつづいている土地でもあるし、現在はガルダ軍の侵攻に民人が恐怖で怯おびえている状況です。それでも──むしろ戦争を長いこと経けい験けんしている土地だからこそか──あるいはメフィウスやガーベラ以上に、どこか武人たちの性しよう根ねが気持ちい。西方各国は小規模勢力でも、それだけに為い政せい者しやの個性も様々あるようで、書いていてとても楽しかった。




　で。

　夢中になって描写しつづけたせいか（まあ、そればかりが原因ではありませんが）、肝心のメフィウスはほとんど出てきません。ということは、ヒロインであり、主役のオルバと肩を並べ、これまで皆勤状態で表紙にご登場いただいたビリーナ王女も出番がないということであります。

　ですが、いかに世界が広がりを見せたところで、『烙印の紋章』はあくまでもオルバの物語であり、彼の物語にビリーナが不可欠な存在なのは言うまでもないこと。

　ふたりの再会を、いましばらくお待ちあれ。


杉すぎ原はら智とも則のり
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杉すぎ原はら智とも則のり

３月生まれ。鹿児島県出身。自分の小説全般に言えることだが、もうちょい色っぽさが欲しい。濡れ場という意味じゃなく。よし、ホゥ・ランでも脱がしてみるか。いやだからそういう意味じゃなく。
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イラスト／３

古いテレビやら家電やら使わない椅子やらを纏めて処分。

スッキリ。今後は余計な物を増やさないようにしたいですね。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「杉原智則先生」係

「３先生」係
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烙らく印いんの紋もん章しょうV




そして竜りゅうは荒こう野やに降おり立たつ








杉すぎ原はら智とも則のり
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